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序 文

本書は一般国道１３９号（都留バイパス建設）に伴い実施した、都留市玉川字上ノ原に位置す
る玉川金山遺跡の調査成果をまとめた報告書であります。
玉川金山遺跡は平成１５年度に行われた試掘調査の結果を受け、登録・周知された遺跡です。
試掘調査では平安時代～中世の遺構・遺物が検出されましたが、平成１６～１９年度にかけて行わ
れた本調査においては、奈良時代や縄文時代早期の遺構・遺物などが確認されており、遺物と
してはさらに幅広い時代のものが出土しております。調査の結果、この地においては縄文時代
早期に居住が開始され、奈良時代・中世の段階において、様々な形で土地利用が行われたこと
が把握されました。
中世の遺構としては、地下式土坑や集石墓などが検出されました。これらの遺構の性格から、
葬送に係わる場所である可能性が指摘されます。
奈良時代の調査によって、住居跡や掘立柱建物跡など居住した痕跡が確認され、調査地点周
囲に集落跡が展開したことが把握できました。調査地点の周囲には平坦地が広がっており、集
落範囲はさらに広がることが推測できます。
縄文時代の遺構としては、住居跡や土坑などと共に、炉穴や集石など調理に関連する遺構が
数多く検出されました。特に炉穴は山梨県においては、報告事例が少ないため、貴重な発見で
あったと言えます。また、遺物としては縄文時代早期の中でも、限定された時期の資料がまと
まって出土しており、該期の研究に資するものであると考えられます。
調査によって、これまで確認されなかった範囲にも埋蔵文化財包蔵地が広がっていることが
周知されました。このように、地域の新たな歴史に光をあてることができたのは大きな成果と
言えます。この報告書が本県の歴史や文化財に関わる学習並びに研究に対しまして、少しでも
貢献できれば幸いです。
最後に、調査にあたって御協力頂いた関係者、関係機関、調査・整理作業に従事された皆様
方に厚く御礼を申し上げます。

２００９年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所 長 新津 健



例 言

１．本書は、山梨県都留市玉川字上ノ原地内に所在する玉川金山遺跡の発掘調査報告書である。

２．調査は国土交通省関東地方整備局からの委託を山梨県教育委員会が受け、発掘調査・整理作業・報告書作成を

山梨県埋蔵文化財センター（甲府市下曽根町所在）が担当した。

３．発掘調査は平成１６年１０月１８日～平成１７年２月１８日（平成１６年度調査）、平成１７年１１月１０日～平成１８年１月２６日

（平成１７年度調査）、平成１８年８月１４日～平成１９年１月１９日（平成１８年度調査）、平成１９年５月１４日～同年８月３

日（平成１９年度７・８区調査）、平成１９年９月３日～平成２０年１月３１日（平成１９年度５・９～１１区調査）まで実

施した。また、整理作業については、平成１７～１９年度に実施し、平成２０年度に報告書を作成した。整理作業・報

告書作成は、網倉邦生が担当した。なお、年度ごとの発掘調査担当者は第Ⅰ章第３節に記載してある。

４．本書の編集及び第Ⅰ章から第Ⅳ章、第Ⅴ章第１項、第Ⅵ章の執筆は、網倉邦生が担当した。

５．本書に掲載した遺構写真及び作業風景写真は網倉邦生（平成１６～１８・１９年度５・９～１１区）、田口明子・酒井

玄暁（平成１９年度７・８区調査）、正木季洋（平成１６年度）が撮影した。

６．本書に掲載した遺跡空中写真・図化測量は株式会社シン技術コンサルに委託し、撮影・測量した。

７．本書に掲載した写真図版中、３６０～３７６・３９２～３９８頁に掲載した遺物写真は、塚原写真事務所に委託し、塚原明

生（日本写真家協会会員）が撮影したものである。

８．発掘調査に係る国土座標測量・グリッドポイント設定・基準標高測量は、昭和測量に委託した。

９．出土遺物（石器の一部）の写真実測図化およびデジタル図化は、株式会社アルカに委託した。写真図版３７７～

３９２頁に掲載した遺物写真は、株式会社アルカが撮影したものである。また、奈良時代の出土遺物の一部（第１６４

図３・４、第１６５図１～３・５～１０）と縄文時代の出土遺物の一部（第８６図１２・第９５図１）の実測・デジタル図

化は有限会社勾玉工房に委託した。

１０．鉄・銅製品の保存処理は帝京大学山梨文化財研究所に委託した。

１１．理化学的分析に関しては、ＡＭＳ年代測定は株式会社加速器分析研究所、出土動物骨及び土壌分析は株式会社

パリノ・サーヴェイ、黒曜石産地分析は明治大学文化財研究施設、石器の使用痕分析は株式会社アルカに委託し、

その報告原稿を編集した上で第Ⅴ章に掲載した。なお、黒曜石産地分析は、杉原重夫（明治大学文化財研究施設

運営委員）、金成太郎・入江千晶（明治大学文学部リサーチアシスタント）、小野真嗣・築地貴久・佐藤裕亮（明

治大学学術フロンティア推進事業リサーチアシスタント）、太田陽介（明治大学学術フロンティア推進事業アル

バイト）が分析と原稿執筆を行った。分析を進めるにあたり、山科哲（明治大学黒曜石研究センター）に尽力し

て頂いた。ここに謝したい。

１２．本書に係る出土品及び記録図面・写真・出土遺物・デジタル化したデータ等は、一括して山梨県埋蔵文化財セ

ンターに保管してある。

１３．調査にあたって、次の組織や方々にご指導及び協力を戴いた。記して謝意を表したい。

秋山圭子 池谷信之 猪股喜彦 上杉 陽 岡野秀典 小林克次 櫛原功一 杉原重夫

沼津市文化財センター 野崎 進 平野 修 毒島正明 村松佳幸 明治大学文化財研究施設

山科 哲



凡 例

１．遺構番号については、調査区単位で付したため、報告書中の遺構名の前には調査区名を付けて報告した。遺構

番号については、遺構平面図中に記載したので、参照されたい。

２．掲載した遺構図面の縮尺は原則として下記の通りである。

［遺跡関連図］ 遺跡位置図 １／２５，０００ 調査区位置図 １／１，０００ グリッド設定図 １／６００

［遺構関連図］ 平面図 １／４０ １／６０ １／８０ １／３００ １／２，０００ 断面図・土層図 １／４０ １／６０ １／８０

３．遺物実測図の縮尺は下記の通りである。

土器・陶磁器類 １／３ 石器類 １／１ １／２ １／３ １／６ 金属製品 １／２ １／３ その他 １／３

４．遺構平面図の網目は次の通りである。

地山 灰 焼土 炭化物

５．遺構平面図中の表記は次の通りである。なお、分布図については一つの図面に対して複数のマークがあるもの

についてのみ下に記した。

［遺構微細図］ ● 土器 ▲ 小形石製品 ■ 大形石製品

［石鏃・石鏃未成品分布図］ 石鏃 ▲ 石鏃未成品

［削器・掻器分布図］ ▲ 削器 ◆ 掻器

［礫器・打製石斧分布図］ ■ 礫器 ◆ 打製石斧

［微細剥離を有する剥片・２次加工を有する剥片］ ▲ 微細剥離を有する剥片 ◆ ２次加工を有する剥片

［石核・剥片］ ★ 石核 ● 剥片

［細片・砕片］ ● 細片 砕片

［磨石類］ 磨石 稜磨石

［その他の黒曜石］ 和田峠・鷹山系 和田峠系Ⅰ 男女倉系Ⅱ 判別不明

６．遺物実測図中の網目は次の通りである。

［平面図］

内黒 赤彩 煤

［断面図］

土器・土師器・陶磁器 須恵器

７．遺構図中の断面図脇にある数値は標高を示す。

８．遺構図・全体図などに示した方位（Ｎ）は国土座標による真北である。

９．遺物分布図・写真図版中の表記「 － 」は、「図版番号－図版中番号」である。

１０．第１１・１２表に所収した土器胎土の色調については、『標準土色帖（２００１年版）』（農林水産省農林水産技術会議

事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修）に基づいて記述した。
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第Ⅰ章 調査経緯と経過

第１節 調査に至る経緯

玉川金山遺跡は桂川の支流戸沢川と菅野川が合流する付近における川沿いの平坦地から山へ向かう緩斜面地に

位置する。遺跡の北東側に縄文・古墳時代の散布地である玉川遺跡、西側に縄文時代の散布地である宮原遺跡が

周知されている。

今回の調査は、都留バイパス（一般国道１３９号）建設に伴う発掘調査である。都留バイパスは都留市十日市場

から田野倉に至る２車線道路として整備されている。玉川金山遺跡が所在する玉川字上ノ原は玉川から井倉に抜

ける都留バイパス第２トンネルの北側に位置する。道路施工予定地点は埋蔵文化財包蔵地ではなかったが、１）

北側に縄文・古墳時代の散布地である玉川遺跡があること、２）集落が展開するのに良好な地形であることなど

から、試掘調査の必要性があるとされてきた。

平成１５年１２月１９日に学術文化財課・県埋蔵文化財センター・国土交通省甲府河川国道事務所用地課・東洋測量

が参加し、試掘調査事前協議が行われた。この協議で、用地取得分に係わり建物の完全撤去が終了した後に試掘

調査に着手することが決まった。試掘調査を行う条件が整った後、平成１６年２月１６～１９日に試掘調査を実施した。

調査地点には重機が搬入できないため、トレンチを９本設定し、人力で掘り下げを行った。この結果、戸沢川の

近くに設けた１～４トレンチからは、戸沢川からもたらされたと考えられる砂礫層が堆積しており、遺構・遺物

は検出されなかった。これに対し、５～８トレンチからは縄文時代の土器片や平安時代～中世に位置づけられる

青磁・白磁片などが出土し、これらの遺物に伴い、溝状遺構などのプランが確認された。このため、試掘調査地

点を埋蔵文化財包蔵地として捉え、玉川金山遺跡として登録・周知した。

また、試掘調査の際に用地買収が終了しなかった地点については、用地取得後に試掘調査を実施することとさ

れた。この後、平成１６年３月８日に学術文化財課・県埋蔵文化財センター・国土交通省甲府河川国道事務所調査

二課が参加した協議により、調査に入る際の条件などについて、平成１６年度に国土交通省と協議することが決まっ

た。このため、埋蔵文化財センターで調査に入る際に支障となる点を検討したところ、１）調査区内に石垣を伴

う段差が数段あり、水路が走っているため、重機などを搬入するための道を造成する必要があること、２）調査

区内に立木があり、伐採する必要性があること、３）水田が道路施工予定地点と地続きになっているため、農繁

期に重機等の搬出入ができないこと、４）調査で生じる排土をおく予定地に盛土があるため、これを除去する必

要があることなどが確認された。

（平成１６年度調査）

平成１６年７月２３日・８月５日に学術文化財課・県埋蔵文化財センター・国土交通省甲府河川国道事務所調査二

課が参加した協議により、調査のために搬入する重機を入れるための道を造成すること、調査対象範囲内にある

立木を伐採すること、盛土を搬出することなどを農閑期にはいった段階で国土交通省が対応して行い、これらの

問題点が解決した後に発掘調査に着手することに決定した。この後、８月２７日に玉川地区の住民代表者に対して

説明会を行い、発掘調査に係わる周知をし、９月２８日に重機路造成や盛土の搬出を行う中村建設と協議を行った。

１０月１４日に搬入路造成工事に伴い、掘削部分の立会調査を行ったが、遺構・遺物は検出されなかった。

この後、平成１６年１０月１８日～平成１７年２月１８日まで１～３区を対象とした発掘調査を実施した。調査の結果、

３区の東側に遺構が連続することが把握されたため、当該地点を本調査対象範囲に含めることとなった。

（平成１７年度調査）

平成１７年４月１８日に学術文化財課・県埋蔵文化財センター・国土交通省甲府河川国道事務所調査二課が参加し

た協議により、予定調査期間である平成１７年度後半における用地取得状況を鑑みて、調査地点を決定することと

された。この後、９月２０日に再度協議を行ったものの、用地の取得状況に変化は見られなかったため、用地買収

が終了した４区を対象に平成１７年１１月１０日～平成１８年１月２６日まで発掘調査を実施した。

（平成１８年度調査）

平成１８年５月１９日に学術文化財課・県埋蔵文化財センター・国土交通省甲府河川国道事務所調査二課・大月出
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張所が参加した協議により、１区西側の試掘調査地点については農閑期に行うこと、本調査の範囲内にある障

害物の取り扱いについて国土交通省で対応すること、などが決定した。この中で、３区の東側から遺構が検出さ

れることは確実であるが、赤道が横断しているため、この地点については今後の協議で対応を検討することとさ

れた。発掘調査を行う条件が整備された後に、平成１８年８月１４日～平成１８年１１月１０日まで５区を対象とした発掘

調査を実施した。この間、平成１８年９月２９日に国土交通省より調査終了地点を対象に工事発注を行うため、調査

対象範囲の変更要請があった。取り扱いが保留となっていた赤道部分から遺構・遺物が出土するのは確実であり、

立会調査では対応不可能であることから、８月から調査していた５区を第Ⅱ面まででいったん終了し、赤道部分

の調査を先行して行うよう、調査計画を変更した。赤道下に敷設された水道管の移動や迂回路の設営などが終了

した後、平成１８年１１月１３日～平成１９年１月１９日まで６区の調査を行った。

また、平成１８年１１月２４日に１区西側の用地取得地点を対象とした試掘調査を行った。調査では主軸を南北及び

東西方向に持つトレンチを合計５本設け、埋蔵文化財の有無について確認した。この結果、最も戸沢川に近い３

号トレンチからは砂礫層しか検出されなかったのに対し、１・２号トレンチからは遺物を伴う土層が確認された。

このため、東西方向にトレンチを設け（４・５トレンチ）、砂礫層との境界を検出し、本調査対象面積の絞り込

みを行った。

この試掘調査の結果を受け、平成１９年１月２３日・２月２日に学術文化財課・県埋蔵文化財センター・国土交通

省甲府河川国道事務所調査二課・大月出張所が参加した協議を行い、平成１９年度の発掘調査について、７・８区

を５月～８月、５区と９・１０区を９月～１２月まで調査することとした。７・８区は農繁期中に調査を行うため、

調査区内に水が流入することが懸念されることから、シートパイルを打設して調査を行うこととなった。

また、平成１８年度に国土交通省が発注した工事が１～３月に行われることとなったため、埋蔵文化財包蔵地を

掘削する可能性がある地点について、平成１９年１月３０・３１日、２月７日に立会調査を実施した。立会調査地点の

内、埋設水路を造成した地点からは、遺構・遺物が確認されたため、記録保存措置をとった。遺構が確認された

掘削範囲を１２区とした。

（平成１９年度調査）

平成１９年４月２３日に学術文化財課・県埋蔵文化財センター・国土交通省甲府河川国道事務所調査二課・富士吉

田出張所が参加した協議により、７・８区を対象とした調査は５月１４日に着手すること、調査が終了した後に国

土交通省が調査区の埋め戻しと搬入路造成を行うこと、月に一回発掘調査に係わる工程会議を行うことなどが決

定した。この後、平成１９年５月１４日～平成１９年８月３日まで７・８区を対象とした発掘調査を実施した。

８月中に調査区の埋め戻しと搬入路造成工事が終了したため、平成１９年９月３日～平成２０年１月３１日まで５・

９～１０区を対象とした発掘調査を実施した。この間、１２月の発掘調査工程会議において、調査が必要な地点が把

握された。このため、平成２０年１２月２０日・１月７日に学術文化財課・県埋蔵文化財センター・国土交通省甲府河

川国道事務所調査二課・富士吉田出張所が参加した協議により、当該地点を１１区とし、１月まで期間を延長して

調査を行うこととなった。１１区については、平成２０年１月８日～１月３１日まで調査を実施した。

また、５・９～１０区の調査期間中に国土交通省が発注した工事を行うこととなったため、包蔵地を掘削する可

能性がある地点について、平成１９年１１月２６～２８日、１２月７・１０日に立会調査を実施した。遺構・遺物を包含する

土層も確認されたが、埋設水路を造成した地点から遺構・遺物は確認されなかった。

第２節 調査経過

１．発掘調査の経過

玉川金山遺跡の発掘調査は用地の完全取得を待たずに、用地が取得された地点から調査を行ったことや、調査

対象地内に水路や赤道が横断していたため、調査区が細かく設定されることとなった。

調査が進行した経過は、平成１６年度に１～３区、平成１７年度に４区、平成１８年度に５・６区、平成１９年度の前

半（平成１９年５～８月）に７・８区、平成１９年度の後半（平成１９年９月～平成２０年１月）に５・９～１１区の調査

を行った。以下に年度ごとの調査経過について記述する。
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（平成１６年度）

調査に際し、施設の設営に先行して表土剥ぎを実施した。第１回目の表土剥ぎは降雨のため断続的となり、１０

日間（１０月１８・１９・２２・２５・２７・２８日、１１月２・４・５・８日）行った。この内、１区第Ⅰ面を１０月１８・１９日、

２区第Ⅰ面を１０月２２・２５日、３区第Ⅰ面を１０月２７・２８日、１１月２・４・５・８日に行った。なお、１１月１日は排

土の搬出及び盛土の造成を、重機・ダンプなどを用いて行った。１区では７０～８０cm掘り下げた位置で遺物を伴

う黒色土層が確認されたので、平面的に広げたところ、この土層の上面から焼土集中が検出されたため、遺構面

として認定した。２区の表土剥ぎでは１区で検出された黒色土を鍵層として掘り下げを進めたところ、調査区東

側では水田床土の直下から検出されたのに対して、西側ではより深い位置から確認された。このため、黒色土を

基準に表土剥ぎを進めた結果、緩斜面を呈する地形となった。この黒色土からは１区と同様に焼土集中が複数確

認されたため、同一時期の遺構面であることが分かった。３区の表土剥ぎでは調査区の北側と南側に東西方向に

主軸を持つトレンチを１本ずつ設けたところ、地表下２ｍの位置から縄文土器が出土した。このため、この高さ

を基準に東側から掘削を行ったところ、調査区中央付近からより高い位置で遺構が確認されたので、地表下１ｍ

程度の掘削とした。３区では調査区の東側は第Ⅲ面、中央は第Ⅱ面、西側では第Ⅰ面と時代の異なる遺構面が混

在することとなった。なお、２区の南側にトレンチを設けて掘り下げたところ、第Ⅰ面より下に遺物を伴う２枚

の遺構面が確認されたため、第Ⅰ面の遺構である焼土集中を記録した後、１１月９・１０日に再び表土剥ぎを行った。

また、プレハブと発掘調査用の機材を平成１６年１０月２１・２２日に搬入し、１０月２２日に短期間非常勤嘱託を雇用して、

発掘調査を開始した。基準点測量・グリッド杭・標高杭設置は１１月１７・１８日に行った。この後、１２月１０・１１日に

遺構空中撮影を行ったが、撮影した対象は１・２区では第Ⅱ面、３区では第Ⅱ面・第Ⅲ面が撮影されることとなっ

た。

第２回目の表土剥ぎは１２月２０・２１・２２・２４日に行い、２・３区を対象として第Ⅲ面の検出を行った。１区では

トレンチを設定して深掘りした結果、第Ⅱ面より下には砂礫層が入りこんでおり、第Ⅲ面に対比し得る土層が検

出されなかったことから、表土剥ぎの対象外とした。また、３区では明茶褐色土層が確認面より下に厚く堆積し

ているのに対し、２区では明茶褐色土層がなく、厚く堆積した暗褐色土層の下位に砂礫層が検出され、調査区に

よって堆積環境が大きく異なる様相が確認された。３区では、暗褐色土層中に遺物が包含されるため、暗褐色土

層上位の遺構を調査した後に人力で掘削した。調査区北東端において第Ⅲ面の遺構を完掘していなかったが、調

査工程上、遺構空中撮影を行う必要性があるため、平成１７年１月３１日に実施した。この後、平成１７年２月９日に

プレハブ・発掘調査用機材を撤去し、調査区北東端等の調査を２月１５日に終えた。

（平成１７年度）

調査に際し、施設の設営に先行して表土剥ぎを実施した。第１回目の表土剥ぎは平成１７年１１月１０・１１日に終え

た。表土剥ぎに際しては、平成１６年度調査における２区第Ⅰ面と対比される土層をトレンチで確認した後、全面

に掘り下げを進めた。しかし、調査区の東端を中心に第Ⅱ面の構成土壌が検出されることが分かった。これは、

水田を造成する段階で地形を改変した（傾斜地を平坦にし、２・４区と３区の間に水路を設けた）ため、平成１６

年度に第Ⅰ面と捉えていた面を削平したと考えられる。地形改変を行った時期であるが、近世段階における玉川

村を描いた地図に当該地点周辺が水田の表記がされていることや、水田床土の中に近世の陶磁器片を伴うことか

ら、江戸時代に切土等を行い、水田を造成したと考えられる。また、表土剥ぎの結果、第Ⅱ面の下にある火山灰

層より遺構が確認されることが分かったため、これを遺構確認面と捉えて調査対象とした。プレハブと発掘調査

用の機材は１１月１４日に搬入し、１１月１５日に短期間非常勤嘱託を雇用して発掘調査を開始した。基準点測量・グリッ

ド杭・標高杭設置を１１月１６日に行った。この後、１１月２４日まで第Ⅰ面の調査を行い、１１月２８日に４区第Ⅰ面を対

象とした遺構空中撮影を行った。

第２回目の表土剥ぎは１１月２９日に行い、第Ⅱ面の検出を行った。グリッド杭・標高杭設置を１２月５日に行った。

１２月２２日まで第Ⅱ面の調査を実施し、１２月２６日に４区第Ⅱ面を対象とした遺構空中撮影を行った。

第３回目の表土剥ぎは平成１８年１月１０～１２日に行い、第Ⅲ面の検出を行った。表土剥ぎの過程で、第Ⅲ面の上

位に堆積する土壌として、調査区の北側を中心に花崗岩片を多量に含む土層が確認された。この土層は、山から

地滑り的に供給されたものだと考えられる。また、平成１６年度２区の調査によって明茶褐色土層が確認されない
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ことが把握されているため、暗褐色土層を対象に調査を実施した。グリッド杭・標高杭設置を１月１３日に行った。

この後、１月２４日まで第Ⅲ面の調査を実施し、１月２５日に４区第Ⅲ面を対象とした遺構空中撮影を行った。１月

２６日に遺構の測量を終了し、プレハブ・発掘調査用機材を撤去した。なお、平成１８年度調査時に４区の搬入路を

造成しなければならないため、平成１８年２月２・３・６・８・９日に調査区の埋め戻しを行った。

（平成１８年度）

プレハブと発掘調査用の機材を平成１８年８月１４・１５日に搬入した後に、８月１６・１８・２１日に表土剥ぎを実施し

た。掘り下げにあたっては、平成１６・１７年度調査時の１～４区第Ⅰ面に対比し得る土層を検出し、この層を鍵層

として全面に掘削を展開した。８月２３日に短期間非常勤嘱託を雇用して発掘調査を開始した。基準点測量を８月

２３日、グリッド杭・標高杭設置を８月２４日に行った。５区第Ⅰ面の調査は９月２０日までに掘り下げなどの作業を

終え、９月２１日に空中写真撮影を実施した。

第２回目の表土剥ぎは９月２６・２８日に行い、第Ⅱ面の検出を行った。グリッド杭・標高杭設置を１０月３日に行っ

た。１０月２５日まで５区第Ⅱ面の調査を実施し、１０月２６日に遺構空中撮影を行った。調査の過程において、トレン

チを設定したところ、４区と同様に第Ⅱ面の下にある火山灰層から遺構が検出されたため、この土層を対象とし

た表土剥ぎを実施した。

第３回目の表土剥ぎは１１月１・２・６・７日に行い、遺構面の検出を行った。この後、１１月１０日に調査を終了

した。この間、国土交通省より調査地点の変更要請があったため、５区第Ⅲ面の調査は平成１９年度に行うことと

し、６区の調査に着手した。調査に先立ち、排土を移動する必要があったため、９・１０日に盛土の造成を行った。

６区の表土剥ぎは１１月１３・１４日に行い、第Ⅰ面の検出を行った。グリッド杭・標高杭設置を１１月１６日に行った。

第Ⅰ面の調査は１１月２２日に終了した。第２回目の表土剥ぎは１１月２４日に行い、第Ⅱ面の検出を行った。グリッド

杭・標高杭設置を１１月２９日に行った。第Ⅱ面の調査は１２月５日に終了した。第３回目の表土剥ぎは１２月６・７日

に行い、暗褐色土層の検出を行った。グリッド杭・標高杭設置を１２月１２日に行った。また、暗褐色土層にある遺

構の調査に引き続き、明茶褐色土層を調査し、平成１９年１月１７日に第Ⅲ面の調査を終了した。１月１８日に遺構空

中撮影を行い、１月１９日にプレハブ・発掘調査用機材を撤去して調査を終了した。

（平成１９年度）

７・８区

プレハブと発掘調査用の機材を平成１９年５月１４日に搬入したのと同時に表土剥ぎを開始し、５月１４～１６日まで

行った。表土剥ぎと併行して、５月１５日に短期間非常勤嘱託を雇用して発掘調査を開始した。基準点測量・グリッ

ド杭・標高杭設置を５月１８日に行った。この後６月１２日まで第Ⅰ面までの調査を終え、６月１３日に遺構空中撮影

を行った。なお、第Ⅰ面と第Ⅱ面の間は大きなレベル差がないため、重機による表土剥ぎは行わなかった。

第Ⅱ面の調査としては、７月１９日に遺構空中撮影を行い、７月２６日まで調査を行った後に、７月３０日にプレハ

ブ・発掘調査用機材を撤去して調査を終了した。

５・９～１１区

調査対象は、５区第Ⅲ面・９区第Ⅰ～Ⅲ面・１０区第Ⅱ面～Ⅲ面（第Ⅰ面は削平されたため、存在せず）である。

このため、９区第Ⅰ・Ⅱ面と１０区第Ⅱ面を先行して行い、第Ⅲ面調査時には、５・９・１０区を一括して調査する

計画を立てた。このため、第Ⅲ面の調査時には調査区の境界がなくなることから、第Ⅲ面の遺物取り上げ時に５

区出土遺物として把握した。プレハブと発掘調査用の機材を平成１９年９月３日に搬入したのと同時に表土剥ぎを

開始し、９月３・４日の工程で行った。表土剥ぎと併行して、９月３日に短期間非常勤嘱託を雇用して発掘調査

を開始した。基準点測量・グリッド杭・標高杭設置を９月１１日に行った。この後、９月１９日に９区第Ⅰ面、１０月

２日に９区第Ⅱ面、１０月３日に１０区第Ⅱ面の調査を終了した。１０月９日に９区第Ⅱ面・１０区第Ⅱ面を対象とした

空中写真撮影を実施した。９・１０区の調査と併行して、９月１３日から５区の暗褐色土層までの表土剥ぎに着手し

た。９月１３～１０月１日まで行った。表土剥ぎが終了した地点から順次、遺構確認を行った。また、第Ⅲ面を検出

するためのトレンチを設け、層厚を調べると共に、遺物の分布状況を確認することにより、次回に行う表土剥ぎ

の参考資料とした。

１０月１１日に９区を対象に表土剥ぎを行ったところ、第Ⅱ面に比定される土層から遺構が確認されたため、調査
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対象として扱い、１０月１８日まで調査を実施した。これと併行して、５・９・１０区の暗褐色土層を対象として１０月

１５日～１０月２３日まで表土剥ぎを行った。ただし、５区のトレンチ調査により遺物が包含されないことが確認され

た範囲は明茶褐色土層まで掘り下げを実施した。この後、暗褐色土層と明茶褐色土層を併行して調査し、１２月１４

日に遺構空中撮影を行った。１２月２６日に第Ⅲ面の調査を終了した。

１１区については、１月８日から表土剥ぎに着手し、１月１０日に１１区第Ⅰ面の調査を終了した。次いで、１月１０

日に表土剥ぎに着手し、１月１１日に第Ⅱ面の調査を終了した。暗褐色土層を対象とした表土剥ぎは、１月１５・１６

日に行った。調査は１月３１日まで行い、終了した後、プレハブ・発掘調査用機材を撤去して調査を終了した。

また、平成１６～１９年度の発掘調査結果について、現場速報「玉川金山ニュース」を作成し、遺跡の周知に努め

た。なお、「玉川金山ニュース」は県埋蔵文化財センターのホームページ上に掲載している。

（山梨県埋蔵文化財センターのＵＲＬはhttp : //pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/index.html である）

２．整理作業の経過

整理作業は平成１６年度（平成１７年１月６日～３月１６日）、平成１７年度（平成１７年５月９日～１０月３１日、平成１８

年２月１６日～３月２３日）と平成１８年度（平成１８年５月８日～７月２６日、１０月３日～平成１９年３月１６日）、平成１９

年度（平成１９年５月７日～５月３０日、９月３日～平成２０年３月１４日）、平成２０年度（平成２０年７月１日～平成２１

年３月１９日）に実施した。年度ごとの作業内容は、平成１６年度に平成１６年度出土遺物の水洗・注記・接合、平成

１７年度に平成１６年度出土遺物の拓本・断面実測・平成１６年度遺構図整理・遺構トレースと平成１７年度出土遺物の

水洗・注記・接合、平成１８年度に平成１６年度出土遺物の拓本・断面実測・平成１６年度遺構図整理・遺構トレース

と平成１８年度出土遺物の水洗・注記・接合、平成１９年度に平成１７・１８年度出土遺物の拓本・断面実測と平成１９年

度出土遺物の水洗・注記・接合、平成２０年度に平成１７～１９年度出土遺物実測・遺物トレース・遺物図版作成・遺

構台帳作成・遺構トレース・遺構図版作成・写真図版作成・遺物台帳作成を行った。

原稿執筆は、平成１９年２月２０日より開始し、平成２１年１月１６日に終了した。報告書の入稿は１月２９日であり、

報告書は３月３１日に刊行された。委託業務としては、分析業務ではＡＭＳ年代測定、動物骨分析、黒曜石産地分

析、土壌分析、石器の使用痕分析を実施し、他に土器・石器図化、鉄・銅製品保存処理を行った。なお、平成１６～

１９年度に実施した県埋蔵文化財センター主催の遺跡展に出土遺物を出展した。

３．調査に係る事務手続き

発掘調査に際しては、文化財保護法に基づく手続きの他に、発掘調査の成果に係る報告を行った。それらの事

務手続きは以下の通りである。なお、平成１９年度は、７・８区と５・９～１１区に調査期間を分けて実施し、発見

通知・完了通知はそれぞれ提出したが、発掘通知と実績報告は年度単位で報告した。また、文化財保護法第９９条

第２項（平成１６年度は改正前であるため、第５９条第２項）に基づく発見通知は山梨県教育委員会教育長に提出し

た後、学術文化財課から所轄の警察署に提出された。

（平成１６年度）

平成１６年９月２１日 文化財保護法第５８条第２項に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１７年２月１８日 文化財保護法第５９条第２項に基づく発見通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１７年３月９日 発掘調査の完了報告を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１７年３月２３日 発掘調査・整理作業の実績報告を山梨県教育委員会教育長に提出

（平成１７年度）

平成１７年１１月１０日 文化財保護法第９９条第２項に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１８年１月２６日 文化財保護法第１００条第２項に基づく発見通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１８年２月１６日 発掘調査の完了報告を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１８年３月１６日 発掘調査・整理作業の実績報告を山梨県教育委員会教育長に提出

（平成１８年度）

平成１８年８月１４日 文化財保護法第９９条第２項に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１９年１月２３日 文化財保護法第１００条第２項に基づく発見通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１９年１月３１日 発掘調査の完了報告を山梨県教育委員会教育長に提出
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平成１９年２月２２日 立会調査の完了報告を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１９年３月１５日 発掘調査・整理作業の実績報告を山梨県教育委員会教育長に提出

（平成１９年度）

７・８区

平成１９年５月１４日 文化財保護法第９９条第２項に基づく発掘通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１９年８月３日 文化財保護法第１００条第２項に基づく発見通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成１９年８月２０日 発掘調査の完了報告を山梨県教育委員会教育長に提出

５・９～１１区

平成２０年２月１日 文化財保護法第１００条第２項に基づく発見通知を山梨県教育委員会教育長に提出

平成２０年２月１５日 発掘調査の完了報告を山梨県教育委員会教育長に提出

平成２０年２月１５日 立会調査の完了報告を山梨県教育委員会教育長に提出

平成２０年３月１１日 発掘調査・整理作業の実績報告を山梨県教育委員会教育長に提出

第３節 調査組織

調査主体 山梨県教育委員会

調査機関 山梨県埋蔵文化財センター

所長 渡辺 誠（平成１６・１７年度） 末木 健（平成１８・１９年度） 新津 健（平成２０年度）

次長 山崎義雄（平成１６年度） 末木 健（平成１６・１７年度） 窪田守忠（平成１７年度）

小澤 稔（平成１８・１９年度） 小野正文（平成１９・２０年度） 渡辺晶夫（平成２０年度）

調査課長 坂本美夫（平成１６～１９年度） 小林広和（平成２０年度）

担当リーダー 小林広和（平成１６・１７年度） 山本茂樹（平成１８・２０年度） 保坂和博（平成１９年度）

発掘調査・整理報告担当 主任文化財主事 網倉邦生

発掘調査担当 主任文化財主事 笠原みゆき（平成１６年度） 副主査文化財主事 田口明子（平成１９年度） 非

常勤嘱託 正木季洋（平成１６年度） 非常勤嘱託 酒井玄暁（平成１７～１９年度）

作業員（五十音順）

発掘調査 青柳富夫・青柳良子・阿左美博資・天野智子・天野武子・天野美津子・石井 昇・伊田修勇・伊田

弘子・入倉大東・岩倉里珠・牛田幸子・斧田文夫・後藤明美・小林昭子・小林清子・小林 定・小

林信平・小林正子・小林正彦・小林安典・斉藤直樹・酒井仙一・酒井幸男・佐々木寛幸・佐藤あさ

子・佐藤幸三・志村つね子・城之内義昭・鈴木 博・鈴木八重子・田辺秋太郎・椿 孝二・遠木常久

・原清吉・堀内知子・宮下勝子・宮下 茂・武藤朝雄・元木公英・山下千秋・渡辺経彦

整理作業 雨宮久美子・井上 絢・岡 和子・梶原初美・栗原礼子・斉藤律子・佐野眞雪・清水真弓・寺内みち

子・中川美千子・西山和子・萩原里江子・樋口昭子・平川涼子・深澤茂子・森 奈奈
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第Ⅱ章 地理的環境と歴史的環境

第１節 地理的環境

玉川金山遺跡は、都留市玉川字上ノ原に位置している。都留市は山梨県東部地域に位置しており、地理的環境

が山梨県中西部地域と大きく異なる。山梨県東部地域の地形を大まかに大別すると、山地と山の間を開析した河

川が形成した平坦地に分けられる。都留市もこのような地形の例外ではなく、市域の大部分を山地が占め、中央

部北西寄りを桂川が流下している。桂川とその支流域には河岸段丘が発達しており、河川流域の地形形成過程に

おいて、河川による削剥作用を受けていると考えられる。また、山梨県東部地域の特徴として、富士山起源など

の火山灰が厚く堆積した場所という点が挙げられる。つまり、都留市における完新世以降の地形形成史の中では、

火山灰の降下と河川による削剥が地形を変化させる作用だと考えられる。都留市の南側に立地する富士山からは、

火山泥流や溶岩などが流出し、地形環境に大きな影響を与えている。富士山周辺からは噴出年代が特定された様々

な溶岩流が確認されているが、都留市内においても約８，０００～８，５００年前に流出したとされる猿橋溶岩が確認され

ている。猿橋溶岩は桂川を流下し、大月市猿橋まで達しており、桂川流域に大きな影響を与えたと考えられる。

更新世を含めて地形形成史をより巨視的に見ると、都留市はフォッサマグナの中に位置しており、隆起と沈降

が繰り返された結果、現在の地形が形成された。都留市の地形は、一連の地殻変動によって極めて急峻な渓谷と

山地になったと言える。（上杉 １９８７）。

玉川金山遺跡は戸沢川と菅野川の合流地点付近に立地する。北から東側にかけて生出山を中心とする山塊が位

置しており、西側と南側にも山塊が広がる。戸沢川の対岸には平坦地が広がっているが、菅野川による開析の結

果形成されたと考えられる。玉川金山遺跡の西南側には玉川の集落が広がっているが、遺跡が確認された地点は

調査に着手する前の時点では水田や畑を営んでおり、集落の外縁部に位置している。山地と河川沿いの平坦地の

間に位置する、緩斜面を呈する地形は遺跡より北西側にも広がる。広域的に見ると、このような地形は生出山及

びその周囲の山塊と戸沢川の間にある緩斜面に位置している。今回遺跡が発見されたことからも、周囲における

包蔵地の存否については留意する必要がある。

玉川金山遺跡は調査区単位でその地形特徴が異なる。１・７・８区はほぼ平坦な地形であり、中世以前におい

ては戸沢川の流路沿いであったと推察される。２～６・９～１１区は緩斜面を呈しているが、山に近い５・６・９～

１１区の方が傾斜は強く、２～４区の方に向かうにしたがって、緩い傾斜となる。

第２節 歴史的環境

１．埋蔵文化財包蔵地

都留市内において埋蔵文化財包蔵地に係わる調査は戦前から行われており、研究史も長い期間にわたっている。

文化財保護法が整備される以前においては、大学の研究室や郷土史家を中心に調査が進められていった。このよ

うな調査の進展の中で、戦前において既に都留市内の遺跡一覧が報告されている。昭和３年において、羽田一成

・仁科義男氏が都留市内の遺跡として４７ヶ所の遺跡を確認し、昭和１０年において、仁科義男氏は都留市内の遺跡

として４６ヶ所の遺跡を報告している（奥 １９８７）。この段階で把握された遺跡の中には、牛石遺跡など戦後の調

査によって大きな成果を得たものも含まれている。

行政が調査の主体となる時期において、都留市における埋蔵文化財包蔵地は段階的に増加していった。行政の

報告事例として、山梨県埋蔵文化財包蔵地分布調査により都留市内では昭和３７年に３４ヶ所、昭和４７年に５７ヶ所の

遺跡、昭和５６年に刊行された『全国遺跡地図 山梨県』では都留市内において６０ヶ所の遺跡が報告された。平成

２０年の都留市教育委員会による遺跡一覧データによると都留市内には８２ヶ所の遺跡が登録されている。

玉川金山遺跡の周辺にある遺跡としては、北側に縄文・古墳時代の散布地である玉川遺跡や縄文時代早期の住

居跡が発見された生出山山頂遺跡、北東側に弥生時代の遺構が確認された天正寺遺跡、西側に縄文時代の散布地

である宮原遺跡が立地する。生出山山頂遺跡は標高７０１ｍの生出山山頂に位置している。発掘調査の結果、縄文
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時代早期の住居跡１軒・小竪穴３基や、弥生時代中期・平安時代の遺物が出土した。また、生出山の東南側に連

続する山塊の西向き斜面からは天正寺遺跡が確認された。天正寺遺跡からは、弥生時代前期・中期の遺構・遺物

が検出されている。このような包蔵地の分布から、生出山周辺の山麓をも居住領域として活用した状況が理解さ

れる。また、今回の調査により玉川金山遺跡から縄文時代早期後半の集落跡が確認されたが、集落の領域につい

ても、より広域な範囲を含めて検討する必要性があるといえる。

玉川金山遺跡の西側に位置する都留市の市街地からは三ノ側遺跡や鷹の巣遺跡など奈良・平安時代の集落跡が

確認されている。特に三ノ側遺跡からは「和同開珎」・「富寿神寳」などの皇朝十二銭や銅製の小壺が出土して

おり、甲斐国都留郡多良郷の中心的な集落であることが指摘されている（奈良 １９８７）。この指摘が正しく、奈

良・平安時代において都留市の市街地が集落として開発されていた場合には、玉川金山遺跡はその周囲に広がる

衛星的な集落であったと位置づけられる。

玉川金山遺跡周辺に位置する中世段階の遺跡としては、北東側に与縄城跡、西側に谷村の烽火台があり、都留

市街地の北西側には勝山城跡が位置している。勝山城は享禄五年（１５３２）に小山田氏が中津森館から移した谷村

館に伴う要害として築かれ、戦国時代末期から江戸時代初頭にかけては山城として用いられたと考えられている。

天正十年（１５８２）に小山田氏が滅亡した後、天正壬午の戦いの際に小田原北条氏が谷村に入るが、甲斐が徳川家

康の所領となると都留郡ではその家臣鳥居元忠の支配が家康関東移封の天正十八年まで続いた。

天正十八年７月に羽柴秀勝、天正十九年に加藤光泰、文禄二年に浅野長政が甲斐を治めるようになると、それ

ぞれその家臣である三輪近家、加藤光忠、浅野氏重が谷村城代となった。この後、慶長六年に鳥居成次が城主と

なるが、寛永九年に都留郡は幕府領となる。寛永十年に秋元泰朝が入封すると、宝永元年まで秋元氏が谷村藩を

支配した。宝永元年以降都留郡は幕府領、宝永三年に甲府藩預地となるが、正徳三年（１７１３）には再び幕府領と

なって、幕末を迎えている。（平凡社 １９９５）

２．埋蔵文化財包蔵地とその立地

ここでは、河川の流域単位で見た遺跡分布の差異性について触れていきたい。河川の区分と範囲の区分につい

ては、都留市史に準拠する。すなわち、大幡川・鹿留川・柄杓流川・菅野川・戸沢川・朝日川・高川・桂川に流

域を分け、その流域に位置する遺跡の分布をみた（第２表）。この作業を行う際に使用したデータは平成１９年度

に学術文化財課がまとめた、埋蔵文化財包蔵地に係わるデータである。

その結果、最も遺跡数の多いのが桂川流域であり、菅野川・大幡川流域が次に続くことが分かった。これに対

し、鹿留川・戸沢川流域は遺跡の数が少ない。これは河川流域に広がる平坦地の面積の差であるとともに、河道

第１表 遺跡一覧表
遺 跡 名 種別 時 代 遺 跡 名 種別 時 代

１ 大日影遺跡 散布地 縄文・平安 １９ 城の腰遺跡 散布地 弥生
２ 横吹遺跡 散布地 縄文 ２０ 谷村城 城館跡 中世
３ 古谷戸遺跡 散布地 縄文 ２１ 深田遺跡 散布地 縄文・古墳
４ 亀石遺跡 散布地 縄文・平安 ２２ 谷村の烽火台 城館跡 中世
５ 下久保遺跡 散布地 縄文 ２３ 宮原遺跡 散布地 縄文
６ 大久保遺跡 散布地 縄文 ２４ 玉川遺跡 散布地 縄文・古墳
７ 九鬼Ⅱ遺跡 散布地 縄文・平安 ２５ 住吉遺跡 集落跡 縄文
８ 九鬼Ⅰ遺跡 散布地 縄文・奈良・平安 ２６ 海戸遺跡 散布地 縄文
９ 前ヶ久保遺跡 散布地 縄文・奈良・平安 ２７ 天神山遺跡 散布地 縄文・古墳
１０ 美通遺跡 集落跡 縄文 ２８ 桃曽根遺跡 散布地 縄文・弥生
１１ 鷹の巣遺跡 散布地 縄文・奈良・平安 ２８ 引の田遺跡 散布地 縄文
１２ 徳重遺跡 散布地 縄文 ３０ 西畑遺跡 散布地 縄文
１３ 山梨遺跡 散布地 縄文 ３１ 金山遺跡 散布地 縄文
１４ 生出山山頂遺跡 集落跡 縄文・弥生・平安 ３２ 十二割海戸遺跡 散布地 古墳・奈良・平安
１５ 与縄日向遺跡 散布地 縄文 ３３ 中野原遺跡 散布地 縄文・古墳
１６ 天正寺遺跡 集落跡 縄文・弥生・中世 ３４ 小野浜沢遺跡 散布地 縄文・平安
１７ 日影松原遺跡 散布地 縄文 ３５ 上小野遺跡 散布地 縄文・平安
１８ 与縄城跡 城館跡 中世
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の安定性が反映していると考えられる。また、菅野川・高川・桂川の流域は断絶があるにせよ、ほぼ連続して遺

跡が立地するのに対し、他の流域では縄文時代中期をピークに遺跡数は減少する。このような流域ごとの遺跡数

の多寡は、時代におけるセトルメントの差異性を示している。例えば縄文時代の前期から後期にかけては、流域

のほぼ全域に遺跡が分布するが、これは資源をむらなく獲得するために活動した結果と考えられる。これに対し、

古墳時代以降においては菅野川と桂川流域が分布の中心となり、他の流域における遺跡分布は少なくなるが、こ

れは土地の利用を集約化した結果と考えることができるかもしれない。

時代ごとに遺跡数の変遷をみると縄文時代中期を頂点に遺跡数は減少し、縄文時代晩期と弥生時代に最も少な

い時期を迎える。古墳時代と奈良時代に遺跡数は緩やかに回復し、平安時代に再び増加するという形に変化する。

３．その他の文化財

都留市内における県指定の文化財としては、長安寺本堂附板札１枚、経石２個（建造物）・中谷遺跡出土土偶

（考古資料）・勝山城跡（史跡）・真福寺の大カヤ（天然記念物）などが登録されている。この内、長安寺本堂

は浄土宗の寺院であり、現存する本堂は享保十年（１７２５）に再建された。長安寺の開基は鳥居元忠で、天正十三

年（１５８６）に小山田氏別邸を修営して創建されたと伝えられる。

山梨県内において、板碑は国中と郡内で分布が明確に異なる。郡内地域では武蔵型板碑、国中地域では在地型

板碑が確認される。また、石幢は国中地域のみ分布しており、武蔵型板碑と在地型板碑・石幢は排他的な分布傾

向を示す。これは、郡内と国中の差異を示すとともに、郡内の関東からの影響を示唆している事例である。また、

在地型板碑・石幢は甲斐国独自の形式で造られ、周辺地域に伝播することはなかったことから、地形的な要因を

背景とした独自の石造物文化が成立していたことが推察される。

都留市において、武蔵型板碑は文献などにより１０点の資料が推定されるが、現在確認されるのは８点である。

紀年銘が最も古いもので真福寺にある延文二年（１３５７）の資料であり、最も新しいもので大平薬師堂の嘉吉二年

（１４４２）銘の資料が挙げられる（ただし、大平薬師堂の嘉吉二年（１４４２）銘の資料は現存しない）。郡内で確認

される武蔵型板碑の年代は１３５０～１３９０年代が最も多いが、都留市の年代が判明している資料の内、３点を除いて

１３５０～１３９０年代の間である。都留市内における武蔵型板碑の分布を検討すると、朝日川流域から４点・菅野川流

域から２点の板碑が確認されている。朝日川流域を東進すると秋山村から神奈川県藤野町へ、菅野川沿いからは

道志村を経由して神奈川県津久井町へつながる。板碑が原位置でない可能性も考慮にいれる必要があるが、山梨

県東部の南側（都留市・富士吉田市・秋山村・道志村・西桂村・忍野村・山中湖村・富士河口湖村・鳴沢村）の

中で武蔵型板碑が所在するのは、都留市・富士吉田市・秋山村・道志村に限られるため、武蔵型板碑がもたらさ

れたのもこの２つのルートが想定される。

なお、都留市朝日馬場にある本光寺の板碑については、都留市朝日曽雌の伝昌寺に所在したものが盗難にあい、

発見されて本光寺にもたらされたものだという。伝昌寺については、天文年間（１５３２～１５５５）に創建されたとさ

れており、板碑の銘の方が古い。真福寺にある３点の板碑についても、銘が真福寺の創建年代である文安四年

（１４４８）より古いため、菅野川流域にあった板碑が集められた可能性もある。（山梨県 ２００４）

４．文献資料

江戸時代における玉川金山遺跡周辺は玉川村内に比定される。『甲斐国志』に「戸沢・玉川、古ヘハ皆ナ朝日

ト同村也」と記され、寛文九年（１６６９）の検地を契機にはじめて別村になるとある。この記述によると、玉川村

を含む朝日郷が近世を遡る可能性を示唆しているが、中世段階において集落が展開していたという直接的な記録

はない。遺跡周辺の地名として、戸沢川対岸に位置する法能は、戦国時代の文献にみえる「保尾」・「保之尾」

の遺称地とされている。（平凡社 １９９５）。都留市小野にある小野熊野神社は「保之尾之惣社権現」に比定されて

いるが、同社は法能を含む熊井戸・小野・菅野など菅野川一帯の諸村の産土神だったという。『甲斐国志』では、

このことから、菅野川一帯を保尾郷の推定地に比定している。今回の調査の結果、玉川金山遺跡内に中世段階に

おける集落の存在を示唆する遺構は確認されなかったが、地下式土坑などが検出されたことから、居住域以外の

空間だったと位置づけられる。ただし、玉川金山遺跡を含む戸沢川と菅野川の合流地点より北西側に位置する、
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生出山山塊と戸沢川に挟まれた範囲をどの郷に所属した人々が用いたのかという点は問題である。玉川金山遺跡

の北東側には与縄館があり、付近にある日影と日向集落は城下集落として成立した可能性を指摘されている（山

梨県史 ２００４）。つまり、玉川金山遺跡周辺にある中世段階の集落としては、菅野川流域の法能と朝日川流域に

あり後に朝日村となる範囲の２つが想定され、これらの集落に属する人々が使用した可能性を指摘できる。

玉川金山遺跡に係わる文献・絵画資料としては、『玉川村差出帳』・『玉川村明細帳』・『玉川村絵図』など

が挙げられる。『玉川村差出帳』によると、享保八年（１７２３）の玉川村は、家数３０・人数２１０・馬１１、『甲斐国志』

によると、文化三年（１８０６）では家数４１・人数１７２・馬１５という記録がある。（平凡社 １９９５）『玉川村絵図』は

年不詳であるが、絵図を見る限り、玉川金山遺跡周辺は水田などに用いられたことが分かる。

また、村明細帳以外にも近世段階の玉川村に関しては、様々な文書が残されているが、その中でも災害関連の

資料が散見される。元禄元年（１６８８）に玉川村は台風に起因して田畑が満水し、寛保二年（１７４２）には法能村よ

り玉川付近の河川について普請願書が出されている。これらは２つの河川が合流するという立地から起こる災害

といえる。

第２表 流域単位の遺跡分布一覧表

高川流域 桂川流域 朝日川流域 戸沢川流域 菅野川流域 鹿留川流域 柄杓流川流域 大幡川流域 小 計
縄文時代 早期 ０ １ ３ ０ ２ ０ １ ５ １２

前期 ５ ６ １ １ ３ ０ ３ ３ ２２
中期 ５ １１ ５ ４ ７ ０ ５ １１ ４８
後期 １ ５ ３ ０ ４ １ ２ １ １７
晩期 １ ０ １ ０ ０ １ ２ ０ ５

弥生時代 ０ １ ０ １ １ ０ １ １ ５
古墳時代 １ ２ ０ ０ ４ ０ ０ ０ ７
奈良時代 ２ ４ ０ ０ ２ ０ ０ １ ９
平安時代 ４ ９ ２ ０ ６ ０ ０ １ ２２
中 世 ０ ７ ２ ０ ０ ０ １ ２ １２
小 計 １９ ４６ １７ ６ ２９ ２ １５ ２５

第２図 都留市流域区分図（『都留市史』Ｐ１１４図を一部改変し掲載）
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第Ⅲ章 調査の方法と基本層位

第１節 発掘調査の方法

１．調査区の規模

調査区については、水路などによって分けられた範囲ごとに設定したが、用地取得などの条件のため、より細

分化された区画となった。調査区のナンバリングは着手した順に付していった。

１区は長軸約１４m・短軸約１３mの正方形に近い形状を呈し、面積は１６９m２である。２区は長軸約２２m・短軸約１２

mの長方形に近い形状を呈し、面積は２２３m２である。３区は長軸約３７m・短軸約２４mの長方形に近い形状を呈し、

面積は３０４m２である。４区は長軸約３２m・短軸約１６mの突出部を有する多角形を呈し、面積は２４２m２である。５区

は長軸約２６m・短軸約２５mの五角形に近い形状を呈し、面積は５８６m２である。６区は長軸約２７m・短軸約１０mの

Ｌ字形を呈し、面積は１６３m２である。７区は長軸約２４m・短軸約１４mの長方形に近い形状を呈し、面積は２６３m２で

ある。８区は長軸約１２m・短軸約５mの長方形に近い形状を呈し、面積は５１m２である。９区は長軸約１２m・短軸

約４mの三角形を呈し、面積は３７m２である。１０区は長軸約２６m・短軸約１０mの三角形を呈し、面積は１６７m２であ

る。１１区は長軸約１９m・短軸約９mの台形を呈し、面積は９５m２である。１２区は長軸約３９m・短軸２mの長方形を

呈し、面積は７８m２である。調査区の面積の総計は２，４４０m２である。

２．調査グリッドの設定

平成１６年度における発掘調査の着手に際し、国土座標に基づく５mグリッドを設定した。方角杭については、

南北ラインを西から東へアルファベット大文字でA・B・C、東西ラインを南から北へアラビア数字で１・２・

３の順に記号を付し、ラインが交差してできる方角を、A－１・B－２の様に呼称した。

グリッドの起点は１区の西南側に位置するように設定した。ただし、平成１８年度の試掘調査によって１区の北

側及び西南側も調査対象範囲（７区）となったため、当初のグリッドから外れる範囲については南北ラインを東

から西にAA・AB・AC、東西ラインを北から南へ０・－１・－２の様に呼称した。

３．表土層の除去

玉川金山遺跡は堆積環境が良好であったため、遺構面は土層に被覆された状況で検出された。遺構面の間にあ

る土層の厚さは一定ではなかったため、堆積する土層が厚く遺物が包含されない場合については、重機で掘削し、

層厚が薄く遺物が確認される場合は人力で掘り下げを行った。第Ⅰ面までの層厚や第Ⅰ面・第Ⅱ面の構成土壌は

調査区によって異なっていたが、トレンチ断面の層位を比較して対比した。これに対し、第Ⅲ面については調査

区ごとに層厚が異なるものの、構成土壌は共通していたため、これらの土層を基準に表土剥ぎを実施した。掘り

下げを行うに際しては０．４クラスの重機を使用した。

４．表土層除去後の調査

表土層除去後の掘り下げと遺構確認は人力で行った。遺構確認は、表土剥ぎの際に確認された遺構確認面を基

準に掘り下げを行った。また、遺構確認などの作業と併行してトレンチ掘削を行い、新たな遺構面の把握に努め

た。作業の手順としては、ジョレンを用いてプラン確認を行い、移植ごてを使用して遺構を掘り下げた。平面プ

ランが検出された遺構については、遺構の規模を勘案し、土層観察用のベルトを設けるか、半截した。記録図面

については、遺構平面図・断面図・土層堆積状況図などを調査の進捗に応じ、適宜作成した。

測量方法については、平面図はグリッド杭を基準とした平板測量を行い、補助的に空中写真撮影による図化測

量を実施した。また、立面図は方眼紙への計測図化により作成した。出土遺物は原位置の記録に努め、グリッド

杭を基準とした光波測量により出土位置を記録した。また、遺構・遺物の平面図中に高さのデータを記入し、３

次元データとしての記録に努めた。写真については、遺構検出・半截・完掘状況・遺物出土状況などを中心に撮

影した。撮影機材は、小型一眼レフカメラによる３５mmモノクロネガ・カラーポジを主体に使用し、デジタルカ

メラも補助的に用いて記録した。
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第２節 基本層位

玉川金山遺跡は山の鞍部に至る傾斜地から河川沿いまでという変化に富んだ地形に立地している。このため、

堆積した土層の内容や厚さなどが調査区ごとに異なっている。調査では土層の色調や包含物などの比較によって、

数種類の鍵層が検出できたため、これらの土層を基準に調査区ごとの遺構面の対比を行った。この作業の中で、

対比しうる鍵層が検出されない調査区も確認されたが、土層の堆積順序を比較して対比させた。

遺構面の認定に際しては、トレンチ断面において遺物や炭化物の集中が認められた土層を対象に調査対象とし、

それらについて第Ⅰ面・第Ⅱ面・第Ⅲ面という名称をつけた。調査の進捗によって、第Ⅱ面と第Ⅲ面の間に検出

レベルの異なる遺構面が把握されたが、それぞれ第Ⅱ面と第Ⅲ面に統括して捉え、遺構の時期把握が可能なもの

については時期を付して報告した。時期が確定できた遺構だけで５つの異なる時期に分けられる。

第Ⅰ面の構成土壌は色調が褐色・暗褐色・黒褐色を呈する土層であり、炭化物粒子を含んでいる。層厚は調査

区によって異なるが、約２５cmである。第Ⅱ面の色調は茶褐色・暗褐色・黒色を呈する土層である。層厚は調査

区によって異なるが、約２０cmである。７区においてはこの土層が河道の変化に起因する砂礫層の堆積によって

削平されている地点もある。第Ⅱ面の下には色調が明褐色・褐色・暗褐色・青灰色を呈する土層がある。層厚は

調査区によって異なるが、約３０cmである。第Ⅲ面の色調は明茶褐色を呈す土層である。層厚は調査区によって

異なるが、約２０cmである。第Ⅲ面の上には暗褐色を呈する土層があり、炭化物粒子を含む。層厚は調査区によっ

て異なるが、約３０cmである。

玉川金山遺跡は厚い土層によって被覆された環境にあるが、時代によって堆積環境に差が認められる。第Ⅰ面

の上にある土層は調査区によって異なり、２・４区の東側では水田の床土が堆積する。これは、第Ⅰ章で記した

様に水田造成のため、地形を改変したためと捉えられる。なお、水田として用いられていたのは２・４区から西

側であり、３区より東側においては畑であった。２・４区の東側以外の調査区・地点においては、第Ⅰ面の上に

褐色土・暗褐色土などが認められる。これらは弱い粘性を有し、炭化物も微量に含む。この炭化物についてAMS

年代測定分析を行った結果を第Ⅴ章に収めている。第Ⅰ面と第Ⅱ面の間はおおむね連続的に変化することから、

この２つの遺構面が機能していた段階においてはほぼ連続的に土地活用されていたと考えられる。１０区において

は、第Ⅰ面の構成土壌は削平されたためか確認されない。

調査の当初段階において、第Ⅱ面として一括して捉えていた遺構面の中に奈良時代と中世という年代が異なる

遺構が確認され、その後も第Ⅱ面と第Ⅲ面の間から遺構が検出された。第Ⅱ面の下に確認される土層の構成土壌

としたのは火山灰層であり、スコリアが厚く堆積しているのに対し、第Ⅱ面の土層中には炭化物を含んでいる。

このことから、奈良・中世段階における基盤層である第Ⅱ面の下にある火山灰層から第Ⅱ面の廃絶に至るまで、

土層の供給が微弱であったために、地盤高の差がさほどないにもかかわらず時代の異なる遺構が検出されること

となったと考えられる。なお、第Ⅱ面の下に位置する火山灰層の年代比定については、第Ⅴ章で検討している。

第Ⅱ面の下にある火山灰層から第Ⅲ面の上に位置する暗褐色土層までは複数の土層が認められているが、暗褐色

土層の直上に堆積している黄白色礫混じり暗褐色土層が鍵層である。この土層は２・４区から１０区まで確認され

るが、調査区・地点によって厚さに差があり、３区南側から４区東側に最も厚く堆積している。この土層中に含

まれる黄白色礫は花崗岩であるが、東側に位置する山塊から供給されたと考えられる。この土層より下に縄文時

代早期の遺構・遺物が確認される。

暗褐色土層は縄文時代早期後半の遺物を包含し、３０～５０cmの層厚を挟んで第Ⅲ面の遺構面である明茶褐色土

層が検出される。暗褐色土層と第Ⅲ面は第Ⅱ面と第Ⅱ面の下にある火山灰層の関係と同じであり、地山層である

第Ⅲ面から暗褐色土層までほぼ連続的に土地活用がなされたと考えることができる。土層の年代比定について、

第Ⅴ章で検討を加えている。
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第Ⅳ章 検出された遺構・遺物

第１節 調査の概要

平成１６年度に行った調査では、調査区を３つに分けて調査を行い（１～３区）、平成１７年度に実施した調査で

は、４区の調査を行った。平成１８年度には５・６区、平成１９年度には７・８区と５・９～１１区に分けて調査を実

施した。以下に検出された遺構の主要な成果を記述する。なお、第２節に掲載しなかった遺構については一覧表

として掲載し、遺構・遺物の検討については、第Ⅵ章の第２節に記載した。また、今回の調査では調査区ごとに

遺構番号を付したため、遺構名の前に調査区名をつけて報告することとする。調査の結果、第Ⅰ面は中世・近世、

第Ⅱ面は奈良時代・中世、第Ⅲ面は縄文時代早期の遺構確認面であることが把握された。

第２節 検出された遺構・遺物

１．第Ⅰ面の遺構・遺物

第Ⅰ面の構成土壌は１０区においては、削平されていたため、検出されなかった。１～９・１１区の内、９・１１区

以外の調査区において遺構が検出された。

（１）土坑

３区第１５号土坑（第１３図）

位置 ３区の北西側、Ｌ－１２グリッドに位置する。周囲に遺構は存在しない。

形状 長軸２．０４m・短軸０．８７mで、東北－西南方向に長軸をもつ不整形を呈する。馬骨が検出されたレベルで遺

構認定を行ったため、遺構の深さは不明である。

遺物 土坑の底面近くから馬骨が検出された。この馬骨は、１２歳前後と判断される（詳細については、第Ⅴ章に

所収してある）。馬骨の内、全身骨格は確認されていないが、残されている骨片の位置から土坑に横たえ

た状況で埋められたと推察される。馬骨の他には伴出遺物は確認されていない。

時期 山梨県内の出土事例としては、平安時代の事例が多く知られており、該期においては雨乞いの祭祀を行う

際に馬が捧げられたようである。ただし、馬の埋納行為は中近世に連続するため、馬骨が土坑内から確認

されたことだけをとらえて時期を比定することはできない。第１５号土坑の底面は第Ⅱ面の構成土壌より上

に位置していることから、土坑の所属時期としては中近世だと考えられる。

性格 検出された状況から、遺構内に埋納されたと考えられ、なんらかの祭祀的意図があったと考えられる。

７区第１号土坑（第６図、第１６９図）

位置 ７区の西側、AD・AE－０・－１グリッドに位置している。２号溝状遺構と切りあっている。遺構確認段

階での先後関係から他の遺構より新しい段階に構築されたと考えられる。

形状 長軸３．２５m・短軸２．６０mで、東西方向に長軸を持つ不整円形を呈する。第Ⅰ面の遺構確認面から遺構底面

まで２．１０mである。

層位 土層の堆積状況から、２単位に分かれて埋没したと考えられる。２～２６層が砂層を含む多様な土壌が層理

状に堆積していることから、自然に堆積したと考えられる。これに対し、１層は炭化物と礫を含む土壌が

一括した形状で埋まっており、人為的に埋められた可能性を有している。

遺物 近世の火鉢の破片が１点（第１６９図１８）・奈良時代の甕の破片が１点（第１６９図１７）と、馬骨と考えられる

骨片が６点検出されている。これらの遺物は１層の下位において出土している。

時期 第１号土坑は第Ⅰ面の構成土壌を切っており、より新しい段階での遺構だと判断される。ただし、第１号

土坑は水田床土を切っておらず、水田床土の下から寛永通寳が出土していることから、近代以降の新しい

掘り込みではないと結論づけられる。遺構内から出土した近世の遺物から、遺構の所属時期を近世と捉え

たい。奈良時代の甕の破片も出土しているが、奈良時代の遺構面にあったものが、遺構覆土に混じりこん

だと考えられる。
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性格 遺構の埋没過程が途中で大幅に異なっていることから、遺構の機能も変更された可能性が指摘される。遺

構の底面から１層までは漸次的に土層が堆積したと考えられる。この段階での遺構の機能は不明である。

１層の下位から馬骨６点が検出されていることから、３区第１５号坑と同じく馬を埋納した後、土坑を埋め

た可能性を有している。

６区第１号墓坑（第２０図、第１６９図）

位置 ６区の西南側、O－９グリッドに位置している。６区第２・３号溝状遺構等と近接しているが、切りあっ

てはいない。周囲にある遺構の内、第２～８号溝状遺構と平面形状が類似する。この内、第４号溝状遺構

と長軸方向が同一であるが、第２・３・５～８号溝状遺構とは直交している。

形状 長軸１．５７ｍ・短軸０．６９ｍで南北方向に長軸を持つ長方形を呈する。遺構確認段階において、周辺に平行・

直交する遺構群が検出されたため、溝状遺構として遺構認定を行った。

遺物 近世の陶磁器が２点（第１６９図１４・１５）、寛永通寳が１点（第１６９図１６）、鉄製の釘が１点、人骨の全身骨格

が一体分確認されている他、頭骨が出土している。近世の陶磁器の内、１点は完形（第１６９図１５）・１点

は割れた状態（第１６９図１４）で検出された。ただし、割れた陶磁器もほぼ１個体分に復元されたため、生

前被葬者が使用していた陶磁器を埋葬するときに意図的に割ったものだと考えることができる。寛永通寳

は１点しか確認されなかったが、六道銭として副葬されたものと考えることができる。また、鉄製の釘に

は木片が付着し、遺構の壁から確認されることから、長方形の木棺に遺体を入れて埋葬したことが分かる。

時期 伴出遺物から近世の遺構と判断される。

性格 近世の墓坑と判断される。遺構の底面に膝を折り曲げる形で一体分の人骨が検出されたが、胴体が上を向

いているのに対し、頭骨は斜め下を向いた状態で出土した。これより上に頭骨が確認されたが、他の部位

の骨は確認されていない。全身骨格と頭骨の間には土層があり、埋葬された際の時期差があると考えられ

る。また、意図的に割られた陶磁器片は全身骨格の下、完形の陶磁器と寛永通寳は上から確認されており、

埋葬時の儀礼の進行を反映していると捉えられる。

（２）溝状遺構

７区第２～５号溝状遺構（第９図）

位置 ７区の西側、AC・AD－－１、AD－０・－１グリッドに位置する。第２号溝状遺構が７区第１号土坑に切ら

れている。

形状 第２号溝状遺構はＬ字形に屈曲しており、トレンチによって切られているものの、第４号溝状遺構は逆Ｌ

字形に屈曲している。第３号溝状遺構は第２・４号溝状遺構の間に位置し、第５号溝状遺構は第２～４号

溝状遺構と対向する位置にある。

遺物 遺構の覆土中からは遺物は出土していない。

時期 第Ⅰ面に所属していることから、中近世と考えられるが、近世の土坑（７区第１号土坑）に切られている

ため、中世の遺構である可能性が強い。

性格 溝状遺構の平面配置が方形の区画を示していると考えられ、地割を示す溝である可能性を有している。

（３）石組

５区第１号石組（第２１図）

位置 ５区の東南端、U－１１グリッドに位置している。周囲に遺構は存在しない。

形状 石組は３単位に分かれている。U－１１グリッドの中央には、平坦な面を横に据えた石垣状の石組が向かい

合う形で存在する。また、その東側には平坦な面を上に向けた礫が存在する。

遺物 石組の周囲から１０点の陶磁器・複数の鉄片が出土している。陶磁器の内、５点が近世・２点が近代である。

時期 伴出する遺物から、近世から近代にかけて用いられた遺構であると判断される。

性格 U－１１グリッドの中央に存在する石組は石垣の下部だと考えられる。石垣の並びは南北軸を向いている。

これらの石垣は土地の区画を示していると考えられる。

６区第１号石組（第２１図）

位置 ６区の中央、O－１１・１２グリッドに位置している。周囲に遺構は存在しない。
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形状 石組は平坦な面を南側に向けている。

遺物 石組の周囲から遺物は出土していない。

時期 検出された土層から近世に所属する遺構であると判断される。

性格 石垣の並びは東西軸を向いている。５区第１号石組と同じく土地の区画を示していると考えられる。

（４）焼土集中（第１０・１２～１４図）

焼土集中は第Ⅰ面の構成土壌の検出面直上ないしは構成土壌の中から検出された。第Ⅰ面に所属すると考えら

れるものは、３３基確認されている。調査の過程で遺構を半截し、土層の堆積状況を観察したが、明確な掘り方を

有しているものは少なく、構成土壌中に焼土が混じるような形状で確認された。検出段階では、面的な広がりを

もって確認されていることから、明確な掘り込みを持たずに燃焼し、燃やした土壌を土に混ぜ込んで作業を終え

たと考えられる。なお、２区第３号焼土集中から検出された炭化物片を対象に、放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測

定）を行ったところ、１，５１０～１，５９０年という値を得た。このことから、第Ⅰ面から検出された焼土集中は中世～

近世にかけて形成されたことが分かる。分析結果の詳細な報告については、第Ⅴ章に所収してある。

２．第Ⅱ面の遺構・遺物

（１）竪穴住居跡

３区第１号住居跡（第３７図、第１６４・１６５図）

位置 ３区の中央、L・M－１０・１１グリッドに位置している。

重複 他の遺構とは重複関係にないが、南・西側に土坑群が確認されている。なお、北側に位置する第１５号柱穴

は３区第１号住居跡の関連遺構である可能性を有している。

形状 平面形状は方形であり、断面形状は概ね箱形を呈する。

規模 長軸３．５５m・短軸３．２０mで東西方向に主軸を持っている。床面までの深さは４３cmを測る。

柱穴 北側にある第１５号柱穴は、３区第１号住居跡に伴う遺構である可能性を有すが、他に柱穴は確認されなかっ

た。

施設 カマドは北壁の東寄りに付設されていた。カマドの周囲からは礫が２つ確認されたが、東側の礫がカマド

の袖石と判断される。袖石の東側には駿東型甕の口縁部が出土しており、カマドの補強材として埋設され

たと考えられる。燃焼部は浅く掘り込まれており、焼土が１０cmほど堆積していた。焚口付近には駿東型

甕の胴部破片が集中して出土しており、炭化物の集中も認められる。床面は全体に硬化しているが、貼床

は認められない。

遺物 遺物の出土点数は３１点であり、土師器２８点（坏１点・甕２７点）、須恵器２点（蓋２点）が出土しており、

図化を行ったものは１９点ある。これらの遺物の内、駿東型甕は個体資料２点（第１６４図３・４）・破片資

料１１点（第１６４図５～１５）が確認されており、駿東型以外の甕は個体資料１点（第１６４図１６）・破片資料３

点（第１６４図１７～１９）が出土している。なお、第１６５図２０は縄文時代の遺物が混じりこんだものと考えられ

る。遺物の分布状況であるが、住居跡の東側に偏在している。住居跡の北東コーナーの壁際からは、完形

に近い形状の蓋（第１６４図１）が出土している。これは８世紀初頭段階に位置づけられる。また、駿東型

甕は球胴形を呈し、胴部上位に最大径を有していることから、８世紀第１四半期に位置づけられる。第１６４

図１６は表土剥ぎの際に検出されたため、出土位置は不明であるが、覆土上層に包含されていたと考えられ

る。東南側から出土した遺物は覆土中より検出されたが、カマドの補強材として用いられたものや焚口付

近から検出された駿東型甕（第１６４図４）は、住居の使用時の年代に近いと考えられる。

時期 遺構内より伴出している遺物から、山梨県史編年の第１期（７世紀末～８世紀初頭）と考えられる。なお、

カマド内から検出された炭化物片を対象に、放射性炭素年代測定（ＡＭＳ測定）を行ったところ、５４０～６４０

年という値を得た。分析結果の詳細な報告については、第Ⅴ章に所収してある。

３区第２号住居跡（第３８図、第１６５・１６６図）

位置 ３区の北側、M－１２・１３グリッドに位置している。

重複 他の遺構とは重複関係にないが、北側に第１０号土坑、南側に第２６号土坑・第１６号溝状遺構が確認されてい
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る。

形状 平面形状は方形、断面形状は箱形を呈する。

規模 長軸４．００m・短軸３．６０mで南北方向に主軸を持っている。床面までの深さは５０cmを測る。

柱穴 壁内外に柱穴は有さない。

施設 カマドは北壁の西寄りに付設されている。煙道は短く、住居跡の外側にはほとんど張り出さない形態であ

る。袖部は粘性を有する明茶褐色土で構築されており、石は用いられていない。検出段階ではカマドの煙

出しから焚口にかけて灰層・暗褐色土層の順で堆積しており、焼土はその下から検出された。燃焼部の掘

り込みは認められなかった。東壁の中央付近から階段状の施設が確認された。住居構築時に壁を掘削した

後、竪穴壁に沿って階段状に盛土したものだと考えられる。また、住居跡の中央を中心に貼床が認められ

る。

遺物 遺物の出土点数は６０点であり、土師器５８点（甕５６点・小型甕１点・鉢１点）が出土しており、図化を行っ

たものは２９点ある。駿東型甕は個体資料１点（第１６５図１）・破片資料２１点（第１６５図２～２２）が確認され

ており、駿東型以外の甕は破片資料３点（第１６６図２３～２５）が出土している。なお、第１６６図２９は縄文時代

の遺物が混じりこんだものと考えられる。遺物は住居跡の西南側を中心に分布している。出土したレベル

は床面より若干上のものが多い。特殊な出土状況を示す遺物としては、カマドの東側袖部より、小型甕（第

１６６図２６）が確認され、住居跡の北東側の床面のほぼ直上より台石（第１６６図２８）が出土した。第１６５図１

・２は球胴形を呈し、胴部上位に最大径を有していることから、８世紀第１四半期に位置づけられる。第

１６６図２３～２５は淡い色調・第１６６図２６は古代紫色を呈しており、堀之内原 Type に比定される。第１６６図２３～

２５の器面調整は非常に荒い。

時期 遺構内より伴出している遺物の内、駿東型甕の年代は８世紀第１四半期に位置づけられるが、堀之内原

Type も伴出しており、その年代については検討を要する。このため、遺構の年代についても８世紀前半

と捉えたい。

２区第３号住居跡（第２５・２６図、第１６７・１６８図）

位置 ２区の中央東寄り、G－５・６、H－５グリッドに位置している。

重複 他の遺構とは重複関係にないが、西側に２区第１号掘立柱建物跡・北側に４区第１号掘立柱建物跡が存在

する。

形状 カマドの煙道を除くと、平面プランは方形、断面形状は箱形を呈する。

規模 長軸４．４４m・短軸２．９２mで南北方向に主軸を持っている。床面までの深さは５９cmを測る。

柱穴 壁内外に柱穴は有さない。

施設 カマドは北壁中央の壁面に付設される。カマドの袖には一対の自然礫を立てて置き、袖石としている。検

出段階では崩落していたが、袖部から天井部にかけて、粘性を有する土壌で構築されていたと推測される。

燃焼部の中には支脚が残されており、支脚が確認された場所に焼土が最も厚く堆積していた。燃焼部には

浅い掘り込みを有している。壁面には平坦な面を焚口の方に向けた石を配し、その上部に棒状の石をわた

している。煙道は住居跡の長軸と同じ方向に１１２cmほど伸びている。煙道の両側にはそれぞれ５つの石を

配している。石の形状は多様で、概ね平坦な面を上に向けている以外に規則性は認められない。これらの

礫の上部に平坦な面を上に向けた４つの石を設置しており、煙道を閉塞している。ただし、石の間には土

層が挟在しており、煙道は礫と土を組み合わせて構築したようである。煙道の端部には平坦面を焚口に対

向するように設置した大形の礫があり、この礫と煙道を閉塞した礫の間を煙出しにしたようである。山梨

県内において、大形の煙道を有する住居の類例としては、大月市富浜町に所在する南堀之内遺跡が知られ

ている。貼床・硬化面は確認されていない。

遺物 遺物の出土点数は４０点であり、土師器３１点（坏９点・甕２２点）、須恵器４点（蓋１点・坏２点・高台付坏

１点）が出土しており、図化を行ったものは２８点ある。これらの遺物の内、駿東型甕は破片資料２点（第

１６７図１９・２０）が確認されており、駿東型以外の甕は破片資料１０点（第１６７図１２～１８・２１～２３）が出土して

いる。なお、第１６８図２４・２５は縄文時代の遺物が混じりこんだものと考えられる。出土遺物の多くは床面
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よりやや上に位置する土層中より確認されており、遺構が埋没し凹地になった段階で投棄されたと判断さ

れる。これらの遺物が出土したのと同じレベルから、８つの石が直線状に折り重なる形で検出された。２

区第３号住居跡が廃絶し、凹地となった段階で生活財の廃棄場としてだけではなく、礫を分割加工する場

所として用いられていた可能性を有している。カマド脇・東側・南側から検出された３つの礫（第１６８図

２６～２８）は接合する。第１６７図１１の高台付坏は８世紀前半に位置づけられる。また、第１６７図１は底部が半

球形を呈しており、７世紀後半代の坏であると考えられる。

時期 遺構内より伴出している遺物から、７世紀後半～８世紀前半と考えられる。ただし、遺物の多くは覆土の

中位から下位に分布しているため、２区第３号住居跡が機能していた時期とは若干の時間差が想定される。

なお、覆土中位から検出された炭化物片を対象に、放射性炭素年代測定（AMS測定）を行ったところ、４２０～

５００年という値を得た。分析結果の詳細な報告については、第Ⅴ章に所収してある。

３区第４号住居跡（第３９図）

位置 ３区の北西端、J・K－１３グリッドに位置している。

重複 他の遺構とは重複関係にないが、南側に第１３・１４号柱穴が位置している。

形状 調査区の端で検出されており、全体的な形状が把握されていないため、不明であるが、断面形状は把握さ

れている範囲で箱形である。

規模 把握されている範囲で長軸４．０４m・短軸１．２４mである。床面までの深さは２１cmを測る。

柱穴 第１３・１４号柱穴は３区第４号住居跡と離れているため、関連遺構ではないと判断される。

施設 カマドは住居跡の東南コーナーに構築されている。左右の袖部には板状の礫を重ねている。礫の間には黒

褐色土・暗褐色土等を充填しているが、これらの土壌に粘性はない。袖部と燃焼部が接する位置に礫を斜

めに立てており、この地点で焼土が最も厚く堆積する。また、燃焼部内の堆積土の内、焼土層と灰層が互

層状に２単位堆積している。燃焼部は浅く掘り込まれている。

時期 遺物が出土していないため、時期比定は困難であるが、３区１・２号住居跡と同じ構成土壌から検出され

ているため、奈良時代の住居跡と考えられる。

４区第１号住居跡（第２７図、第１６８図）

位置 ４区の中央、E・F－６・７に位置している。

重複 東側の壁を第Ⅰ面の４区第１５号溝状遺構、南側の壁を第Ⅰ面の４区第１６号溝状遺構によって切られている

ため、不明である。４区第２４号土坑と平面位置は重なっているが、４区第１号住居跡の方がより新しい遺

構であり、切りあい関係にはない。遺構の東側には４区第１号掘立柱建物跡、北側には土坑が存在する。

形状 東壁の方が西壁より短いが、概ね方形を呈する。断面形状は箱形を呈する。

規模 長軸３．７７m・短軸３．６５mで南北方向に主軸を持っている。床面までの深さは２８cmを測る。

柱穴 壁内外に柱穴は有さない。

施設 東壁の中央からカマドが確認されている。カマドの内部には焼土が灰層を挟んで堆積している。焼土の上

には褐色土が位置しているが、これが天井部の構築土壌である。カマドの土層断面図（東西）により天井

部が崩落せずに埋没したことが確認された。袖部には石を用いておらず、燃焼部には浅い掘り込みが確認

されている。また、床面の南側から灰と焼土の集積層が検出されている。

遺物 出土した遺物のうち、図化を行ったものは１０点ある。これらの遺物の内、駿東型甕は破片資料４点（第１６８

図２～５）が確認されており、駿東型以外の甕は破片資料４点（第１６８図６～９）が出土している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、奈良時代と考えられる。

４区第２号住居跡（第２８図）

位置 ４区の北西側、D－６・７グリッドに位置している。

重複 把握されている範囲では他の遺構と重複関係にない。

形状 調査区の端で検出されており、全体的な形状が把握されていないため、不明であるが、断面形状は把握さ

れている範囲で箱形である。

規模 把握されている範囲で長軸１．７８m・短軸１．０１mである。床面までの深さは１４cmを測る。
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柱穴 把握されている範囲で壁内外に柱穴は有さない。

施設 カマドは住居跡の東南コーナーに位置している。カマドの袖部には小形の礫を敷いて補強材としている。

煙道には北側と南側に板状の礫を２つずつ斜めに据えており、その上に平坦な面を上に向けた礫を３つ置

いて閉塞している。燃焼部から煙出しまでは短く、住居のプランからさほど張り出さないと推察される。

燃焼部は浅く掘り込まれている。調査した範囲では、貼床・硬化面は確認されていない。

遺物 覆土中に遺物は包含していない。

時期 伴出遺物が確認されていないため、時期比定は困難であるが、２区３号住居跡、４区１・３・４号住居跡

と同じ構成土壌から検出されているため、奈良時代と考えられる。

４区第３号住居跡（第２８図）

位置 ４区の北東側、H－９グリッドに位置している。

重複 ４区第２４号土坑・４区第２号掘立柱建物跡（第５・７・９～１１号土坑）と平面位置は重なっているが、４

区第３号住居跡の方がより新しい遺構であり、切りあい関係にはない。

形状 住居跡の北西側や遺構の上面が近世段階における地形改変によって、削平されたため、遺構の全体的な平

面形状は不明である。断面形状は非常に浅いが、これは住居跡の上部が削られたためと考えられる。

規模 長軸・短軸ともに不明である。床面までの深さは現存しているだけで２４cmを測る。

柱穴 把握されている範囲で壁内外に柱穴は有さない。

施設 カマドが東壁の中央に位置している。カマド北側の袖部には石を斜めに据えて、袖石としているが、南側

には袖を形成する石や構成土壌は検出されなかった。焼土は他の土層を含まずに１０cmほど堆積しており、

燃焼部は浅く掘り込まれている。住居跡の北西側の壁面は残されていなかったが、カマドの北西に灰層の

集中が確認された。おそらく、この範囲までは４区第３号住居跡の範囲内であったと考えられる。

遺物 覆土中に遺物は包含していない。

時期 伴出遺物が確認されていないため、時期比定は困難であるが、２区３号住居跡、４区１・２・４号住居跡

と同じ構成土壌から検出されているため、奈良時代と考えられる。

４区第４号住居跡（第２９図、第１６９図）

位置 ４区の南側、Ｇ－６グリッドに位置している。

重複 ４区第１号掘立柱建物跡（第１２～１４・１６・１７・２０～２２号土坑）と平面位置は重なっているが、４区第４号

住居跡の方がより新しい遺構である。

形状 遺構の上面が近世段階における地形改変によって、削平されたため、遺構の平面・断面形状は不明である。

カマドのみ検出されたので、遺構認定を行った。

施設 カマドは住居跡の東壁か東南コーナーに構築されたと推測される。カマドの南側には平坦な石を連ねて袖

石としているが、北側にはこれに対応するものは検出されていない。煙出し付近には灰層が厚く堆積して

いる。この灰層中からは鉄製品（第１６９図１～３）が出土した。

遺物 遺物の出土点数は３点（第１６９図１～３）であり、刀子・やっとこ・不明鉄製品である。

時期 年代の検討が可能な遺物が確認されていないため、時期比定は困難であるが、２区３号住居跡、４区１・

３・４号住居跡と同じ構成土壌から検出されているため、奈良時代と考えられる。

（２）掘立柱建物跡

２区第１号掘立柱建物跡（第２９図）

位置 ２区の西側、E－５、F・G－４・５グリッドに位置している。

重複 ２区第２２・２５・３２・３３号土坑、２区第６・７号溝状遺構などと重なっているが、これらの遺構群とは時期

差があると考えられる。東側には２区第３号住居跡が位置している。

規模 ２区第１・４～７・９・１０・１２号柱穴という８基の柱穴から構成される。これらの柱穴の深さは１２～３１cm

とばらつきがあるが、平面的な位置関係から掘立柱建物跡と認定した。長軸は約６mで北東－南西方向、

短軸は約５．５mで北西－南東方向である。柱穴間の距離は、北西－南東方向が１～１．５m、北東－南西方向

が２～２．５mを測る。２区第１号柱穴と、２区第４・１２号柱穴の間には柱穴は確認されていない。北側に
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ある第２・３号柱穴は関連遺構である可能性を有している。

４区第１号掘立柱建物跡（第３０図）

位置 ４区の東側、F－６・７、G－６～８、H－７グリッドに位置している。

重複 ４区第４号住居跡、４区第１５・３１号土坑、４区第２２・２３号溝状遺構などと重なっているが、４区第１号掘

立柱建物跡はこれらの遺構群より古いと考えられる。

規模 ４区第１２～１４・１６・１７・２０～２２号土坑という８基の土坑から構成される。これらの土坑の深さは２５～７２cm

とばらつきがあるが、平面的な位置関係から掘立柱建物跡と認定した。長軸は約６．５ｍで北西－南東方向、

短軸は約６mで北東－南西方向である。柱穴間の距離は北西－南東方向・北東－南西方向のいずれも

１．５～２mを測る。

４区第２号掘立柱建物跡（第３０図）

位置 ４区の北東側、G・H－９グリッドに位置している。

重複 ４区第３号住居跡と重なっているが、４区第２号掘立柱建物跡はより古い遺構だと考えられる。４区第６

・８号土坑と近接しているが、遺構の深さが大きく異なるため、関連遺構ではないと判断される。

規模 調査区の端で検出されており、全体的な形状は不明であるが、確認されている範囲で４区第５・７・９～

１１号土坑という５基の土坑から構成される。これらの土坑の深さは３９～７０cmとばらつきがあるが、平面

的な位置関係から掘立柱建物跡と認定した。柱穴間の距離は、１～１．５mを測る。

（３）土坑

２区第２４号土坑（第３１図・第１６９図）

位置 ２区の中央北より、Ｇ－５グリッドに位置している。

形状 平面形状が円形を呈し、長軸１．４５m・短軸１．４２mの竪坑と平面形状が方形で、長軸１．８０m・短軸１．７８mの

主室に分けられる。

層位 竪坑部分の層位は数単位に分層され、第Ⅱ面より７０cmほど下がった位置において焼土と灰が平面的に広

がる。この上下の土層はほぼ単層であることから、竪坑は人為的に埋め戻された可能性を有している。ま

た、主室部分においても北東コーナーを中心に灰と炭化物の集積層が広がっている。

遺物 土坑から検出された遺物の組成としては碗２点・皿３点・鉢２点・瓶１点であり、中世のものが主体を占

めるが、奈良時代の遺物（第１６９図１）も混じる。これは、地山中に包含されていたものが、２次的に堆

積したものと考えられる。第１６９図の５と６、７と８はそれぞれ同一個体だと考えられる。

時期 出土遺物から１５世紀代に構築された遺構だと考えられる。

性格 平面・断面形態が竪坑と主室に分化されることから地下式土坑と考えられる。主室部分については、上部

を掘り下げた上で調査を行ったため詳細な構造は不明であるが、竪坑と主室の底面レベルと平面的な関係

は、竪坑の底面が主室の床面より高く、竪坑と主室の位置が重なっていないことから、有段Ⅰ類Ｂ形態に

分類される（大森 ２００６）。主室の底面は礫を含むシルト質の土壌が広がっており、硬化面などは認めら

れない。灰と炭化物の集積層は竪坑と主室が接する地点付近に分布しているが、堆積は薄い。竪坑の覆土

中位から検出された灰層も主室と同質であり、竪坑と主室に包含される遺物の時期もほぼ共通することか

ら、地下式土坑の機能が失われた後に土坑内を埋めたと考えられる。地下式土坑に関しては、墓あるいは

葬送に関連する施設とするものと倉庫とする説の２つがあるが、人為的に埋め戻し覆土中に灰・炭化物を

面的に伴う点や、主室に硬化面が確認されない点など、前者である可能性を示唆する材料の方が多く認め

られる。

（４）溝状遺構

７区第７～２６号溝状遺構（第２２・２３図）

位置 ７区の西側、AC・AD－－１～１グリッドに位置している。第７号溝状遺構と第８号溝状遺構、第１２号溝

状遺構と第１３号溝状遺構、第１６号溝状遺構と第１７号溝状遺構、第２１号溝状遺構と第２２号溝状遺構は平面形

状が重複しているが、時期的な差は考えにくく、遺構が機能していた段階でこのような形状であったこと

が推察される。また、第２１・２２号溝状遺構は７区第１号土坑によって切られている。
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形状 ７区第７～２６号溝状遺構の内、多くのものが東西方向に主軸を持っている。遺構の深さは５～８cm程度

の浅いものが多く、形状が規格的であることから、同じ性格の遺構であると考えられる。

遺物 遺構の覆土中から遺物は出土していない。

時期 調査区内に設定したトレンチの断面から、７区第７～２６号溝状遺構の下位には遺構は存在しないことが確

認されている。調査区から出土した遺物の内、最も古いものは奈良時代の遺物であるため、７区第７～２６

号溝状遺構は奈良時代の遺構だと判断される。

性格 ７区の西側（AE－０～－２・AF－０～－１グリッド）と東側（AB・AC－２～－１グリッド）には砂礫

層が広がっている。これは、戸沢川の氾濫によってもたらされたと考えられ、奈良時代には１・７・８区

の周囲は河道の範囲内に位置していたと考えられる。７区第７～２６号溝状遺構はシルト質の土壌中に構築

されており、その形状から畑の畝の間にある凹地を捉えているものと考えられる。おそらく、河道中の一

時的な微高地を利用して、耕作を行ったものと考えられる。

（５）礫集中

１区第１号礫集中（第２４図）

位置 １区中央北寄り、B－２・３グリッドに位置している。

形状 B－２・３グリッドの間を中心に位置する、石を配した遺構である。検出された地点は砂礫を多く含む土

層中に位置しているが、平面形態が長方形を呈しており、北側と南側に礫の平坦面を向けているものも認

められ、人為的に石を配置したと捉えられることから遺構認定を行った。

層位 遺構の覆土は第Ⅰ面の検出面から１区第１号礫集中が構築されている第Ⅱ面までほぼ変化がなく、単層で

ある。

時期 遺構内から遺物はまとまって出土しておらず、散漫に分布しているが、遺構が検出されたレベルに多く認

められるのが中世の陶磁器片である。このため、遺構の時期も遺構周囲から出土した陶磁器の年代に比定

したい。

性格 石の平面的な形状としては、平坦な面を横に向けているものと、平坦な面を上に向けているものに大別さ

れる。平坦な面を横に向けているものとしては、１区第１号礫集中の北側と南側に位置している石が該当

する。南側の石の並びが不連続であるのに対して、北側の石は東に向かうにつれサイズが小さくなるもの

の、連続的に確認されている。南側と北側の石の間には、平坦な面を上に向けているものが検出されてい

る。平坦な面を外側に向けている形状から石垣の形状に似るが、平坦な石を囲うように石を配しているこ

とから、長方形の構造物の基礎部分にあたると考えられる。中世における石を用いた遺構としては、集石

墓が知られているが、２区において、墓あるいは葬送に関連する施設である可能性が強い地下式土坑（２

区第２４号土坑）が検出されていることから、中世においては調査地点周辺が墓域として機能していた可能

性が強い。このことから、１区第１号礫集中を集石墓として捉えたい。

３．第Ⅲ面の遺構・遺物

（１）竪穴住居跡

３区第５号住居跡（第５４図、第７５・７６図）

位置 ３区の北側、L・M－１２・１３グリッドに位置している。

重複 他の遺構とは重複関係にないが、東側に第３４・３５号土坑、南側に３区第６７号土坑などが位置している。

形状 平面形状は不整円形、断面形状は浅丸形を呈している。

規模 長軸３．８３m・短軸３．１５mで南北方向に主軸を持っている。床面までの深さは２０cmを測る。

柱穴 ７本の柱穴状の掘り込みが認められた。深いもので床面から１３cmを測るが、平面的には住居跡の西側に

集中しており、規則性は有していない。

施設 住居内に炉などの施設は認められない。

遺物 遺物の出土点数は２３点であり、土器１２点（第７５図１～１２）、石器６点（第７５図１３～１７・第７６図１８）、剥片５

点が出土しており、図化を行ったものは１８点ある。これらの遺物の内、第７５図１～１２に施文はないが、胎
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土に金色雲母を有していることから、鵜ヶ島台式期の土器と判断される。遺物は中央から北側にかけて、

散漫に分布している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

（２）土坑

３区第３４号土坑（第５３図）

位置 ３区の北側、M－１３グリッドに位置している。東南側に第３５号土坑が近接している。

形状 平面形状は不整円形、断面形状は逆台形を呈している。

層位 遺構覆土上層と下層の一部に焼土粒子を多量に含む黒色土層が認められ、間に焼土粒子をほとんど含まな

い黒色土層を狭在している。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 覆土に焼土粒子を含む土壌が確認されることから、炉穴であると判断される。浅い不整円形の土坑を構築

した後に、燃焼したと考えられる。なお、焼土粒子を含む土層が上下２枚認められており、燃焼に時間差

が認められる。

３区第３５号土坑（第５３図）

位置 ３区の北側、M・N－１３グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整円形、断面形状は不整形を呈している。

層位 土坑の西側を中心に焼土が堆積している。西側における焼土の堆積は、土坑の底面まで及んでいる。焼土

は土坑の西側に形成され、東側の焼土の上層には焼土粒子を含む黒色土層が確認される。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構覆土内に焼土が確認されており、炉穴であると判断される。主に土坑の西側を燃焼部としたと考えら

れる。

３区第３８・４９・８３号土坑（第５４図、第７９図）

位置 ３区の中央、L－１０グリッドに位置している。３基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 第３８号土坑の平面形状は不整円形・断面形状は丸形、第４９号土坑の平面形状・断面形状は不整形、第８３号

土坑の平面形状は不整円形・断面形状は丸形を呈している。

層位 第３８号土坑底面の地山層が焼土化していた。範囲は２０cm×１０cm程度である。第４９号土坑の遺構底面から

は、焼土と炭化物が確認された。

遺物 第８３号土坑の覆土内からは、土器が１点（第７９図６０）出土している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

性格 第３８号土坑と第８３号土坑は東西方向に重なっており、第３８号土坑の方が底面まで深く、燃焼部を有してい

る。このような形状から、第３８・８３号土坑は同時に機能した遺構であり、炉穴として用いられた可能性が

強い。また、第８３号土坑底面からは風化した花崗岩が出土している。これに対して、第４９号土坑は底面に

焼土と炭化物が認められており、浅い土坑を構築した後に燃焼したと考えられる。

３区第３９号土坑（第５５図）

位置 ３区の中央西寄り、K・L－１０グリッドに位置している。

形状 平面形状は長円形、断面形状は２段に分かれており、西側が深く東側に向かって浅くなる形状を呈してい

る。

層位 ほぼ単層であり、埋没過程が短かったと推察される。土坑中央の底面において焼土が堆積している。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 土坑底面の中央を燃焼部として用いたと考えられる。地形の傾斜に対して直交する向きに遺構を構築して

おり、平面形状が長円形を呈していることから、土坑の西側が足場、東側を炉部として用いられた可能性
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を有している。

３区第４１・４２号土坑（第５５図）

位置 ３区の北東側、O－１１グリッドに位置している。２基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 第４１号土坑の平面形状は不整円形・断面形状は不整形、第４２号土坑の平面形状は不整円形・断面形状は逆

台形を呈している。

層位 第４２号土坑は焼土粒子を含まないのに対し、第４１号土坑底面の北側・南側には焼土粒子を含む土層がある。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 第４１・４２号土坑共に浅い掘り込みであるため、同時期に用いられた遺構ではないと考えられる。第４１号土

坑は焼土粒子を底面に含んでいることから、炉穴だと判断される。

３区第４４～４６・５５・８５号、６区第５７号土坑（第５６図、第７６～７９図）

位置 ３区の中央東寄り、M・N・O－９グリッドに位置している。６基の土坑が切りあっている形状を呈して

いる。

形状 ３区第４４号土坑の平面形状は円形・断面形状は浅丸形、３区第４５号土坑の平面形状は長円形・断面形状の

長軸が丸形・短軸が円筒形、３区第４６号土坑の平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、

３区第５５号土坑の平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、３区第８５号土坑の平面形状

は不整円形・断面形状は丸形、６区第５７号土坑の平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸が円筒

形を呈している。

層位 ３区第４５・４６・５５号、６区第５７号土坑と３区第８５号土坑の土坑底面に焼土が堆積していた。また、土層観

察により東側の土坑群が西側を切っており、構築過程が西側から東側に移っていったと推察される。

遺物 ３区第４４号土坑から土器４点（第７６図７～１０）・石器１点（第７６図１１）・剥片６点、３区第４５号土坑から

土器１５点（第７７図１２～２６）・剥片２点、３区第４６号土坑から土器１３点（第７７図２７・２８、第７８図２９～３９）・

石器２点（第７８図４０・４１）・剥片１点、３区第５５号土坑から土器１点（第７８図４８）・石器１点（第７８図４９）、

３区第８５号土坑から土器１点（第７９図６１）・石器２点（第７９図６２・６３）・剥片１点が出土している。なお、

第７６図７と８、第７７図２７と２８は同一個体である。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

性格 炉穴が集積した遺構群であり、複雑に切りあっている。遺構の断面形状から３区第４４・８５号土坑が足場に

該当し、３区第４５・４６・５５号土坑、６区第５７号土坑はいずれも炉部に比定される。３区第４５・５５号土坑は

北東側、３区第４６号土坑は南西側、６区第５７号土坑は東側に炉部を向けており、廃絶と再構築を繰り返し

たことが分かる。

３区第４８号土坑（第５５図、第７８図）

位置 ３区の北東側、O－１２グリッドに位置している。

形状 平面形状は長楕円形で、断面形状は逆台形を呈している。

層位 焼土は北東側の遺構底面に確認され、焼土の上に黒褐色土が堆積している。

遺物 第４８号土坑の覆土内からは、土器が１点（第７８図４６）出土している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

性格 土坑の北東側を炉部とする、炉穴であると考えられる。

３区第５４・８９～９１号、６区第３９～４２号土坑（第６３・６４図、第８３図）

位置 ３区の中央東寄り、N・O－１０、O－１１グリッドに位置している。８基の土坑が切りあっている形状を呈

している。

形状 ３区第５４号土坑の平面形状は不整形・断面形状は浅丸形、３区第８９号土坑の平面形状は不整形・断面形状

は浅丸形、３区第９０号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、３区第９１号土

坑の平面形状は不整形・断面形状は浅丸形、６区第３９号土坑の平面形状は不整形・断面形状は浅丸形、６

区第４０号土坑の平面形状は不整形・断面形状は丸形、６区第４１号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の
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長軸が丸形・短軸は円筒形、６区第４２号土坑の平面形状は不整形・断面形状は浅丸形を呈する。

層位 ３区第５４・９１号土坑、６区第４０・４１号土坑の底面からは、焼土の堆積が認められる。

遺物 ６区第４１号土坑から土器が１点（第８３図１２３）出土している。遺構覆土の切りあい関係から、東側から西

側に遺構が構築された可能性を指摘できる。

時期 遺構内より時期比定可能な遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口

式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

性格 炉穴が集積した遺構群である。３区第５４・８９～９１号土坑は、３区９０号土坑の長軸と直交する方向に位置し

ているが、遺構が廃絶した後に異なる方向に再構築したためと考えられる。６区第３９・４２号土坑は炉部を

有する６区第４０・４１号土坑のいずれも右側に位置している遺構であり、遺構底面までの深さなどの形状が

非常に類似している。このことから、６区第４０号土坑と６区第４２号土坑・６区第３９号土坑と６区第４１号土

坑は同時に機能した一連の遺構であると考えられる。

３区第６２号土坑（第５７図）

位置 ３区の中央東寄り、M－７・８グリッドに位置している。３区第７３・１０５～１０７号土坑と近接している。

形状 平面形状は長楕円形・断面形状は浅丸形を呈している。

層位 土坑底面の北側と南側に焼土が確認された。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構覆土内に焼土が確認されており、炉穴であると判断される。

３区第６３・８７号土坑（第５７図、第７８・７９図）

位置 ３区の北東側、N－１２グリッドに位置している。２基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 第６３号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、第８７号土坑の平面形状は長楕

円形・断面形状は浅丸形を呈している。

層位 第６３号土坑は土坑底面の東南側と西南側、第８７号土坑は土坑中央の一部に焼土集中を有する。また、第６３

号土坑の土層断面と焼土の位置から東南側と西南側の間には、ブリッジを有していた可能性がある。

遺物 第６３号土坑からは土器１点（第７８図５０）、第８７号土坑からは土器２点（第７９図６４～６６）が出土している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

性格 ２単位の炉穴が切りあっており、平面形状から第６３号土坑がより新しい遺構であると判断される。

３区第６８号土坑（第５７図）

位置 ３区の中央東寄り、M－９・１０グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整円形・断面形状は丸形を呈している。

層位 遺構の覆土上位～中位に焼土粒子を多量に含んでいる土層が確認された。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構覆土内に焼土が確認されており、炉穴であると判断される。

３区第７３・１０５～１０７号土坑（第５８図、第７８・８１図）

位置 ３区の南側、L・M－８グリッドに位置している。４基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 第７３・１０５～１０７号土坑の平面形状は不整円形・断面形状は不整形、第１０５号土坑の平面形状は長楕円形・

断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、第１０６・１０７号土坑の平面形状は不整円形・断面形状は丸形を呈す

る。

層位 第１０５～１０７号土坑の遺構底面には焼土が堆積していた。

遺物 第７３号土坑からは石器が１点（第７８図５１）、第１０５号土坑からは土器が２点（第８１図８７・８８）・剥片１点、

第１０６号土坑からは土器が１点（第８１図９２）、第１０７号土坑からは土器が３点（第８１図８９～９１）確認されて

いる。

時期 遺構内より伴出している土器は金色雲母を含んでおり、鵜ヶ島台式期と考えられる。
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性格 ４基の土坑が切りあっているが、第７３号土坑は足場、第１０５～１０７号土坑は炉部に比定される。炉部は同じ

方向に３単位構築されており、廃絶と再構築を繰り返した様子が窺われる。

３区第７５号土坑（第５８図、第７９図）

位置 ３区の南側、L－８グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整形・断面形状は浅丸形を呈している。

層位 遺構覆土は黒褐色土である。土層中に焼土粒子・炭化物粒子等は含まれない。

遺物 ２個体の土器（第７９図５２～５９）が並んで埋設されていた。

時期 遺構内より伴出している土器は金色雲母を含んでおり、鵜ヶ島台式期と考えられる。

性格 土器を並べて埋設する遺構としては、５区の第７７号土坑内においても２個体分の土器が検出されている。

３区第８６号土坑（第５９図）

位置 ３区の北東側、O－１３グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整形・断面形状は浅丸形を呈している。

層位 土坑底面に焼土が確認されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面に焼土が確認されており、炉穴であると判断される。

３区第９２・１００・１０１号土坑（第５９図、第８０図）

位置 ３区の北東側、N－１２・１３グリッドに位置している。３基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 第９２号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸が円筒形、第１００号土坑の平面形状は長

楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、第１０１号土坑の平面形状は不整円形・断面形状の長軸が

丸形・短軸は円筒形を呈している。

層位 第９２・１００号土坑の東側、第１０１号土坑の北側における土坑底面には焼土が堆積している。また、第１００号

土坑が第９２号土坑を切っており、西側から東側へ遺構が構築されたことが分かる。

遺物 第９２号土坑から土器２点（第８０図６７・６８）・剥片１点、第１００号土坑から土器１点（第８０図７２）が出土し

た。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

性格 東西方向に長軸を持つ炉穴群と考えられる。

３区第９３号土坑（第５９図）

位置 ３区の北東側、N・O－１２グリッドに位置している。

形状 平面形状は長楕円形・断面形状は不整形を呈している。

層位 土坑底面の西側と東側の一部に焼土が確認されている。

遺物 第９３号土坑からは土器が１点（第８０図６９）確認されている。

時期 遺構内より伴出している遺物から、鵜ヶ島台式期と考えられる。

性格 遺構底面に焼土が確認されており、炉穴であると判断される。

３区第９４号土坑（第５９図、第８０図）

位置 ３区の北東側、N・O－１３グリッドに位置している。

形状 平面形状は楕円形・断面形状は丸形を呈している。

層位 遺構底面の西側に焼土が堆積している。

遺物 第９４号土坑からは土器が１点（第８０図７０）確認されている。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないため、不明であるが、遺構の検出された位置から、子

母口式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面に焼土が確認されており、炉穴であると判断される。

３区第９５号土坑（第５９図、第８０図）

位置 ３区の北東側、O－１４グリッドに位置している。
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形状 平面形状は不明・断面形状は不整形を呈している。

層位 土坑底面の一部に焼土が確認されている。

遺物 第９５号土坑からは土器が１点（第８０図７１）確認されている。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母

口式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面に焼土が確認されており、炉穴であると判断される。遺構の北側は調査区外のため、全容は不明

であるが、確認されている範囲内での遺構の形状から、炉穴が複数切りあっている可能性を有する。

３区第９６号土坑（第５９図）

位置 ３区の北東側、O－１４グリッドに位置している。

形状 平面形状は不明・断面形状は不整形を呈している。

層位 土坑底面の一部に焼土が確認されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面に焼土が確認されており、炉穴であると判断される。遺構の北側は調査区外のため、全容は不明

であるが、確認されている範囲内での遺構の形状から、炉穴が複数切りあっている可能性を有する。

３区第９７～９９・１０２～１０４号土坑（第６０図、第８０・８１図）

位置 ３区の北東側、N・O－１３グリッドに位置している。６基の土坑が切りあっている形状を呈している。ま

た、第１０３号土坑の北側には１号配石がある。

形状 第９７号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸が円筒形、第９８号土坑の平面形状は長楕

円形・断面形状は丸形、第９９号土坑の平面形状は不明・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、第１０２号

土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸が円筒形、第１０３号土坑の平面形状は不整円形

・断面形状の長軸が丸形・短軸が円筒形、第１０４号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・

短軸が円筒形を呈している。

層位 第９７～９９・１０２～１０４号土坑の遺構底面からは焼土が確認されている。

遺物 第９８号土坑からは土器２点（第８０図７３・７４）・台石２点（第８０図７５・７６）、第１０２号土坑からは土器５点（第

８０図７７～８１）・台石２点（第８０図８２・８３）、第１０３号土坑からは土器１点（第８１図８４）、第１０４号土坑からは

土器が２点（第８１図８５・８６）確認されている。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

性格 遺構の平面形状から、第９８号土坑は足場、第９７・９９・１０２～１０４号土坑は炉部と足場が複合した遺構である

と判断される。第９８号土坑内からも焼土が２ヶ所確認されている。また、第９８号土坑内からは台石が２点

重なって出土した。遺構の構築順序であるが、第１０３号土坑が第１０４号土坑を切っており、東側から西側に

構築されたと考えられる。

５区第５８号土坑（第６７図）

位置 ５区中央、T－１２グリッドに位置している。西側に第５９・６０号土坑が近接している。

形状 平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形を呈している。

層位 遺構覆土の中位から下位に焼土が確認された。焼土は遺構の東側と西側に分かれて検出されている。また、

遺構東側の上位から中位において石が集積して出土した。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構の東側を中心に３８個の礫が出土した。これらは遺構の覆土中位から確認されており、遺構底面との間

には土層が挟在している。このため、遺構が廃絶した後に用いられた可能性を有している。東側の焼土範

囲が炉部に比定され、より底面に近い位置に焼土が位置する。また、礫の配置に規則性はなく、炉穴の機

能に伴って、石を配したとも考えがたい。したがって、炉穴として５区第５８号土坑を使用した後に、埋没

した遺構に礫を入れて異なる機能を持つ遺構に転用したと推定される。
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５区第５９・６０号土坑（第６７図）

位置 ５区中央、T－１２・１３グリッドに位置している。２基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 第５９・６０号土坑の平面形状は不整形・断面形状は丸形を呈している。

層位 第５９号土坑が、第６０号土坑を切っており、第５９号土坑西側の土坑底面には焼土が堆積している。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 第５９号土坑の底面に焼土が堆積していることから、炉穴であると考えられる。

５区第６３号土坑（第６８図、第８１図）

位置 ５区中央、T－１１グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整形・断面形状は丸形を呈している。

遺物 土器が３点（第８１図９６～９８）確認されている。

時期 遺構内より伴出している遺物から、鵜ヶ島台式期と考えられる。

性格 土器は断面図では土坑の上に位置しているが、遺構確認の段階で覆土上位と周囲の土壌が同質であったた

めであり、土坑が構築された段階での掘り込み面はより上に位置していたと考えられる。したがって、土

坑の覆土の上位に土器を埋めたと推定される。

５区第６６号土坑（第６８図）

位置 ５区西南側、R－１１グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整円形・断面形状は丸形を呈している。

層位 覆土の上位に焼土・炭化物粒子を含む土層が確認されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 燃焼した痕跡が遺構の上位から検出されていることが、他の土坑と異なっている。

５区第７４号土坑（第６８図、第８２図）

位置 ５区西南端、P－９グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整円形・断面形状は逆台形を呈している。

遺物 石錐が１点（第８２図１０３）、砕片が２点出土している。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 ５区第７５号土坑と平面形状が似ており、同時期の遺構であると考えられる。

５区第７５号土坑（第６８図、第８２図）

位置 ５区西南端、P－９グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整円形・断面形状は袋状を呈している。

遺物 土器が１点（第８２図１０４）出土している。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないため、不明であるが、遺構の検出された位置から、子

母口式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

性格 土坑の中位、西側と南側に大形の礫が確認された。確認面よりも遺構底面において最大径を有しているが、

広がり方は非常に緩い。遺構確認面から底面まで１．０９mを測る。

５区第７７号土坑（第７０図、第８２図）

位置 ５区西南端、O－１０グリッドに位置している。

形状 平面形状・断面形状は不整形を呈している。

遺物 遺構の上位から下位にかけて、土器が２個体分（第８２図１０５～１０７）確認された。図示したものの内、第８２

図１０５・１０６は同一個体であると考えられる。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないため、不明であるが、遺構の検出された位置から、子

母口式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。
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性格 ３区第７５号土坑と同じく、２個体の土器を並べて埋置したと考えられる遺構である。土器は無文であるた

め、時期比定は困難であるが、子母口式併行期と同じ特徴を持つ胎土である。

５区第７８号土坑（第７０図）

位置 ５区西南端、Q－１０グリッドに位置している。

形状 平面形状・断面形状は不整形を呈している。

層位 遺構の底面近くより、焼土が確認された。ただし、焼土の広がりは非常に狭い。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 覆土に焼土が確認されることから、炉穴であると判断される。

５区第７９・８０号土坑（第６９図、第８２図）

位置 ５区西南端、Q－１０グリッドに位置している。２基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 第７９・８０号土坑はいずれも平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸が円筒形である。

層位 第７９号土坑の西側と第８０号土坑の東側・西側において、焼土が認められた。焼土は遺構の底面付近に広がっ

ている。

遺物 第７９号土坑から土器が１点（第８２図１０８）出土している。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないため、不明であるが、遺構の検出された位置から、子

母口式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面において焼土が検出されていることから、炉穴であると考えられる。いずれも、平面形状が不整

形ながらも、長楕円形に似ており、足場と炉部を有する炉穴であると判断される。なお、第７９号土坑西側

の遺構覆土の上位に石が３点確認されているが、炉穴の機能に伴うものかは不明である。

５区第８１号土坑（第７０図）

位置 ５区西南端、Q－１０グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整円形・断面形状は不整形を呈している。

層位 遺構底面までの層厚は非常に薄いが、遺構覆土の上位において焼土粒子を含む土層が確認された。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構覆土中から焼土粒子を含む土層が確認されていることから、炉穴であると判断される。

５区第８２～８６号土坑、６区第３３号土坑、１１区第８７・８８号土坑（第６９図、第８２・８４図）

位置 ５区西南端、P・Q－９・１０グリッドに位置している。８基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 ５区第８２号土坑の平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、５区第８３号土坑の平面形状

は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、５区第８４号土坑の平面形状は不整形・断面形状は丸

形、５区第８５～８６号・６区３３号土坑・１１区８７・８８号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・

短軸は円筒形を呈している。

層位 ５区第８２号～８６号土坑・６区３３号土坑・１１区８７・８８号土坑の遺構底面から焼土が確認されている。また、

土層観察から、５区第８５号土坑が最も新しい土坑であると判断される。

遺物 ５区第８３号土坑から土器が４点（第８２図１０９～１１２）、５区第８５号土坑から土器が４点（第８２図１１３～１１６）

・剥片が２点、５区第８６号土坑から剥片が２点・細片が２点、１１区８８号土坑からは土器が１点（第８４図１３５）

出土している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

性格 複数の炉穴が重複している遺構であり、どの遺構も長楕円形を呈している。最も新しい５区第８２号土坑の

平面形状は西側が不整円形・東側が長楕円形である。この内、長楕円形の底面から焼土が検出されている

ことから、西側が炉部・東側が足場であると判断される。５区第８２号土坑の中位～下位の土層がほぼ単層

であることから、埋没過程に時間幅がなかったと考えられる。

６区第１３号土坑（第６１図）
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位置 ６区北西端、O・P－１２グリッドに位置している。

形状 調査区外に遺構が広がるため、全体の形状は不明であるが、断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形を呈す

る。

層位 遺構底面の東側から焼土が確認されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 炉部を東側、足部を西側に有する炉穴だと判断される。

６区第２３号土坑（第６２図、第８３図）

位置 ６区中央西側寄りの、O－１２グリッドに位置している。６区第２４号土坑に隣接している。

形状 調査区の端部に位置しているため、遺構西側が捉えられなかったが、平面形状は２つの土坑が連なってい

る形状を呈している。東側の土坑底面の地山は硬化が進み、土壌は焼土化しており、激しく燃焼した様子

が窺える。焼土の広がりがある土坑の東側は緩く窪んでおり、東側に向けて急角度に立ち上がる形状を呈

している。土坑の間には天井部が残存している。

層位 焼土は遺構の底面しか堆積しておらず、その上はほぼ単層である。

遺物 遺構東側の底面付近において土器が１点（第８３図１１７）出土している。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないため、不明であるが、遺構の検出された位置から、子

母口式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

性格 炉部を東側、足部を西側に有する炉穴であると考えられる。天井部が残存していることが、遺構の特殊性

として挙げられる。また、焼土が東側の土坑の直下に形成しており、焼土の範囲内から土器（第８３図１１７）

の口縁部が出土していることから、遺構の機能としては穴に土器を埋置して煮沸したと考えられる。

６区第３１号土坑（第６２図）

位置 ６区中央西側寄りの、O－１１グリッドに位置している。第３０号土坑に隣接している。

形状 平面形状は楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形を呈している。

層位 遺構底面の西側と東側から焼土の広がりが認められ、覆土上位には焼土粒子が確認されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面に焼土の広がりが確認されていることから、炉穴であると判断される。

６区第４３号土坑（第６５図）

位置 ６区西南側、N・O－１０グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整形・断面形状は浅丸形を呈している。

層位 遺構底面から焼土が確認されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面に焼土の広がりが確認されていることから、炉穴であると判断される。

６区第４４号土坑（第６５図）

位置 ６区西南側、N－１０グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整形・断面形状は浅丸形を呈している。

層位 遺構の覆土中位から焼土が確認されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構覆土中位に焼土層が確認されていることから、炉穴であると判断される。

１１区第４～６号土坑（第７０図）

位置 １１区東側、Q・R－９グリッドに位置している。３基の土坑が切りあっている形状を呈している。

形状 第４号土坑の平面形状は不整形・断面形状は丸形、第５・６号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長
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軸が丸形・短軸は円筒形を呈している。

層位 第４・５号土坑の東側、第６号土坑の東南側における遺構底面より、焼土が検出されている。また、土層

断面観察により、５号土坑が最も新しい土坑であると判断される。

遺物 第４号土坑から土器が１点出土している。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないが、子母口式併行期の遺構である１１区第７～１１号土坑

に切られており、ほぼ同時期の遺構であると推測される。

性格 第４・５号土坑と第６号土坑の長軸方向は大きく異なっていることから、第６号土坑が廃絶した後に第４

・５号土坑を構築したと考えられる。また、第４・５号土坑の長軸方向はほぼ同一であるが、遺構底面の

形状においては第４号土坑を第５号土坑が切っており、遺構を延伸したと判断される。

１１区第７～１１号土坑（第７１図）

位置 １１区南側、P・Q－９グリッドに位置している。５基の土坑が切りあっている形状を呈している。第１１号

土坑覆土上面には第１号配石が確認されている。

形状 第７号土坑の平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、第８号土坑は不整形・断面形状

は逆台形、第９号土坑の平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、第１０号土坑の平面形

状は不整形・断面形状は浅丸形、第１１号土坑の平面形状は不整形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形

を呈している。

層位 第７・９号土坑の底面には焼土が確認されている。

遺物 第７・１１号土坑から土器が１点出土している。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないが、子母口式併行期の遺構である１１区第１２～１５号土坑

に切られており、ほぼ同時期の遺構であると推測される。

性格 足場と炉部を有する炉穴が集積した遺構群であると考えられる。第９・１１号土坑は調査区外に遺構が伸び

ているため、全容は不明であるが、形状から第９号土坑が炉部、第１１号土坑が足場だと判断される。同じ

く第７号土坑は炉部、第８号土坑は足場であり、同時に機能した土坑と考えられる。第７号土坑の焼土が

確認される範囲の北東側に長楕円形の掘り込みが確認されたが、これも第７・８号土坑の関連遺構である

可能性を有する。

１１区第１２～１５号土坑（第７１図、第８３図）

位置 １１区南側、P－８・９グリッドに位置している。

形状 第１２・１４号土坑の平面形状は長楕円形・断面形状の長軸が丸形・短軸は円筒形、第１３・１５号土坑の平面形

状・断面形状は不明である。

層位 第１２号土坑及び第１３・１４号土坑東側の底面には焼土が認められる。土層観察から、第１４号土坑が第１３号土

坑を切っている状況が看取された。

遺物 第１２号土坑から土器が２点（第８３図１２５・１２６）、第１３号土坑から土器が５点（第８３図１２７～１３０）、第１４号土

坑から土器が７点（第８３図１３１～１３３）・剥片１点、第１５号土坑から土器が１点出土している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

性格 第１３号土坑の西側が足場であり、調査区外に伸びており完全な形で検出できなかったが、東側に炉部が位

置する。第１２号土坑の足場は、第１３号土坑の西側であったと推察される。第１４号土坑が土坑群中で最も新

しいものであると判断される。

１１区第１６号土坑（第７１図）

位置 ５区西南端、P－９グリッドに位置している。

形状 平面形状は長楕円形・断面形状は丸形を呈している。

層位 土坑底面の中央から焼土が検出されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 平面形状が長楕円形を呈し、土坑底面に焼土が広がっていることから、足場と炉部を有する炉穴であると
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判断される。焼土が検出された位置から北側が炉部、南側が足場だと考えられる。

１２区第２号土坑（第７４図）

位置 １２区南側、J－５グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整円形・断面形状は浅丸形を呈している。

層位 土坑底面の南側から焼土が検出されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面に焼土の広がりが確認されていることから、炉穴であると判断される。

１２区第３号土坑（第７４図）

位置 １２区南側、J－５グリッドに位置している。

形状 平面形状は不整円形・断面形状は浅丸形を呈している。

層位 土坑底面の北東側から焼土が検出されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

性格 遺構底面に焼土の広がりが確認されていることから、炉穴であると判断される。

（３）集石

３区第１号集石（第６５図、第８４図）

位置 ３区北東側、N－１３グリッドに位置している。

形状 長軸１．１m・短軸０．８mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。また、平坦なレベルで

検出された礫を計測後に外したところ、下部からも長軸０．９m・短軸０．７mの範囲に石がまとまって検出さ

れた。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の中位～下位から検出された。

遺物 第１号集石からは土器１点（第８４図１）・石核１点（第８４図２）・礫器１点（第８４図３）・楔形石器１点

（第８４図４）が出土している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、子母口式併行期と考えられる。

３区第２号集石（第６５図、第８５図）

位置 ３区北東側、N－１３グリッドに位置している。

形状 長軸０．８m・短軸０．７mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の中位～下位から検出された。

遺物 第２号集石からは稜磨・敲石１点（第８５図５）が出土している。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

３区第３号集石（第６５図）

位置 ３区西南側、Ｋ－７グリッドに位置している。

形状 長軸０．６m・短軸０．５mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の中位～下位から検出された。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

３区第４号集石（第６５図、第８５図）

位置 ３区西南側、K－７・８グリッドに位置している。

形状 長軸１m・短軸０．９mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の中位～下位から検出された。

遺物 第４号集石からは土器が１点（第８５図６）出土している。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないため、不明であるが、遺構の検出された位置から、子
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母口式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

４区第１号集石（第５３図、第８５図）

位置 ４区東側、G－７グリッドに位置している。

形状 長軸１．５m・短軸１mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。

層位 第Ⅲ面の上に位置する構成土壌である暗褐色土層の上面から遺構が検出された。

遺物 第１号集石からは稜磨石１点（第８５図７）・磨石１点（第８５図８）・削器１点（第８５図９）が出土している。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないが、遺構が検出された土層から鵜ヶ島台式期と考えら

れる。

４区第２号集石（第５３図）

位置 ４区東側、F－７グリッドに位置している。

形状 長軸０．８m・短軸０．４mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。

層位 第Ⅲ面の上に位置する構成土壌である暗褐色土層の上面から遺構が検出された。

時期 遺構内からは遺物が検出されていないが、遺構が検出された土層から鵜ヶ島台式期と考えられる。

５区第１号集石（第７２図）

位置 ５区の北東側、U－１４・１５グリッドに位置している。東南側に５区第１号焼土集中が位置している。

形状 長軸２m・短軸１．５mの間に石が分布していたため、一括して集石として認定した。この範囲内には石が

集中する地点が２ケ所認められており、その周囲に散漫に石が分布している。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の上位から検出された。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、鵜ヶ島台式期の遺構で

ある可能性が強い。

６区第１号集石（第６５図）

位置 ６区の北東側、N－１０グリッドに位置している。

形状 長軸０．８m・短軸０．３mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面と同じレベルから検出された。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

１１区第１号集石（第７２図、第８５・８６図）

位置 １１区の西側、P－９グリッドに位置している。

形状 長軸１．８m・短軸１mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。ただし、石のレベルは

平坦ではなく、若干の上下差を有している。土器片を多く含むのもこの遺構の特徴であるが、他の集石と

は性格が異なる遺構である可能性を有している。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の中位～下位から礫・遺物は検出された。

遺物 １１区第１号集石からは土器が１６点（第８５図１０・１１、第８６図１２）出土した。

時期 出土した土器は、子母口式併行期が２点（第８５図１０・１１）、鵜ヶ島台式期が１１点（第８６図１２）である。出

土した鵜ヶ島台式期の土器片はほとんどが同一固体であり、集石に伴って検出された。したがって、子母

口式併行期の土器片は混ざりこんだものであり、鵜ヶ島台式期が遺構の年代と考えられる。

１１区第２号集石（第７２図）

位置 １１区の中央南寄り、P・Q－９グリッドに位置している。１１区土器集中地点の北側に位置している。

形状 長軸０．８m・短軸０．５mの間に石が集中して確認されたため、集石として認定した。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の下位から遺物は検出された。

時期 遺構内からは遺物が検出されていないが、１１区土器集中地点と同一レベルであり、近接していることから、

鵜ヶ島台式期と考えられる。

（４）配石

３区第１号配石（第６０図、第８７図）
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位置 ３区の北東側、O－１３グリッドに位置している。

形状 長軸０．７m・短軸０．７mの範囲に円形に配された石が認められたため、配石と認定した。検出段階において、

配石中央には径２５cmの礫が確認されたが、その下には平坦な面を上に向けた石が並べられていた。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面と同じレベルから検出された。また、３区第１号配石は、３区第１０３号土坑覆土上面

とほぼ同じレベルに構築されている。

遺物 第１号配石からは稜磨・敲石が１点（第８７図１）出土している。

時期 遺構内より時期比定可能な遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口

式併行期～鵜ヶ島台式期の遺構と考えられる。

１１区第１号配石（第７１図）

位置 １１区の中央南寄り、Q－９グリッドに位置している。

形状 長軸０．５m・短軸０．４mの範囲に円形に配された石が認められたため、配石と認定した。配された石の間に

空隙があり、３区第１号配石より雑な形状である。また、配石の下部に石は確認されなかった。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面と同じレベルから検出された。また、１１区第１号配石は、１１区第８号土坑覆土上面と

ほぼ同じレベルに構築されている。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

（５）礫集中

５・６区第１号礫集中（第７２図、第８６図）

位置 ５区の西側と６区の東側、P・R－１０～１２グリッドに位置している。

形状 集石ほどに石が集中していないものの、散漫に分布する石が検出された。この散漫に石が分布する範囲を

礫集中と認定した。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の中位～下位から検出された。

遺物 ５・６区第１号礫集中からは稜磨石が２点（第８６図１・４）、石核が１点（第８６図２）、凹・敲石が１点（第

８６図３）出土している。

時期 遺構内より遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺構と考えられる。

（６）焼土集中

５区第１号焼土集中（第７２図、第８７図）

位置 ５区の東側、U－１４グリッドに位置している。北西側に５区１号集石が位置している。

形状 長軸０．７m・短軸０．５mの範囲に焼土の広がりが認められたため、掘り下げたところ不整形の掘り方を有す

ることが把握された。

層位 焼土は遺構確認面及び覆土の中位にも認められている。

遺物 第１号焼土集中の遺構検出面からは稜磨石が１点（第８７図１）出土している。

時期 遺構内より時期比定が可能な遺物が出土していないため不明であるが、遺構の検出された位置から、鵜ヶ

島台式期の遺構である可能性が強い。５区１号集石が近接しているため、関連遺構であると推察される。

（７）遺物集中地点

５区石器集中地点（第７３図、第８７～９５図）

位置 ５区の中央北寄り、R・S－１２・１３グリッドに位置している。

形状 長軸７m・短軸３mの範囲に小形の石器が集中して出土したため、石器集中地点として認定した。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の上面から遺物は検出された。

遺物 土器が２７点（第８７図１～１６）、石鏃未成品２点（第８８図１７・１８）・削器７点（第８８図２０～２２・第９２図５２～

５４・第９４図７１）・楔形石器１点（第８８図１９）・稜磨石（第９４図７２）・磨石２点（第９４図７３・第９５図７５）・

磨凹石１点（第９４図７４）・剥片２４点（第９３図５９・６１～６５・第９４図６６～７０）・細片２０点・砕片２点・石核２４

点（第８８図２５・第８９図２７～３５・第９０図３６～４３・第９１図４４～５１・第９２図５５～５７・第９３図５８）・微細剥離痕を
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有する剥片３点（第８８図２３・２４・第９３図６０）・２次加工痕を有する剥片１点（第８８図２６）・原石５点・台

石１点（第９５図７６）が出土している。

時期 遺構内より伴出している遺物から、鵜ヶ島台式期と考えられる。

性格 出土した範囲の内、S－１３グリッドの中央西寄りに集中地点を有し、そこから外側に向けて散漫に分布し

ている。確認された石器類の内、石核・剥片・細片・砕片や未成品が組成し、石器製作跡だと考えられる。

また、削器・微細剥離痕を有する剥片・２次加工痕を有する剥片・台石など作業を行ったことを示唆する

石器も確認された。このため、５区石器集中地点とその周囲を対象に遺構確認を行ったが、遺構を示す掘

り込み等は検出されなかった。

５区土器集中地点１（第７３図、第９５図）

位置 ５区の中央南寄り、T－１１グリッドに位置している。

形状 長軸０．５m・短軸０．４mの範囲に土器が集中して出土したため、土器集中地点として認定した。土器は口縁

部を東側に向けて横倒しとなった状況で検出されている。遺構に伴う遺物である可能性が考えられたため、

遺構確認を行ったが、遺構プランは確認されなかった。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の上位から検出された。

遺物 ほぼ完形の個体資料（第９５図１）であることが把握された。文様構成から鵜ヶ島台式期と考えられる。

５区土器集中地点２（第７３図、第９５図）

位置 ５区の東側、U－１４グリッドに位置している。北側に５区１号集石、東側に５区１号焼土集中が検出され

た。

形状 ０．２m四方の範囲に同一個体と考えられる土器が集中して出土したため、土器集中地点として認定した。

土器が検出された地点の北側には径３０cmの石が確認された。ただし、この石に使用痕などは認められな

い。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の上位から検出された。

遺物 金色の雲母片を含んでおり、文様構成から鵜ヶ島台式期と考えられる（第９５図２）。

１１区土器集中地点（第７３図、第９５図）

位置 １１区の東側、Q－９グリッドに位置している。

形状 長軸０．５m・短軸０．４mの範囲に土器が集中して出土したため、土器集中地点として認定した。

層位 第Ⅲ面の遺構確認面の上に堆積する暗褐色土層の下位から遺物は検出された。

遺物 金色の雲母片を多量に含んでおり、鵜ヶ島台式期と考えられる。当初、出土した土器片全てが同一個体で

あると考えられたが、第９５図３と第９５図４の頸部の厚さが異なるため、数個体の土器が集積した可能性も

考えられる。

第３節 出土遺物と遺物分布について

１． 遺物の時期区分について

玉川金山遺跡からは、縄文時代早期後半から江戸時代までの幅広い遺物が検出された。遺物の分類をする際に

は次のように区分を行った。なお、分類において数量が多いものについては細分し、少ないものは広い分類基準

で統括している。

第１類 縄文時代早期 繊維と微量の金色雲母を胎土に含み、押型文が施文された土器が該当する。

第２類 縄文時代早期 繊維と砂粒を胎土に含み、絡条体圧痕文・微隆起線文・沈線文が施され、子母口式併行

期（清水柳Ｅ式・ミヲ坂式）に比定される土器が該当する。

第３類 縄文時代早期 繊維と砂粒を胎土に含み、微隆起線文・沈線文が施される土器で、野島式に比定される

土器と、縄文が施文された古屋敷式に比定される土器が該当する。

第４類 縄文時代早期 繊維・砂粒・金色雲母を胎土に含み、押引文・刺突文・微隆起線文・沈線文・条痕文が

施される土器で、鵜ヶ島台式に比定される土器が該当する。
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第５類 縄文時代早期 連続する刺突文・沈線文が施されるもの、２～４条の結束した竹管で押引文を施すもの、

器壁が非常に薄い一群の土器が該当する。胎土の特徴は土器によって異なり、微量の繊

維と砂粒を含むものや微量の金色雲母と砂粒を含むもの、繊維と砂粒を含むものなどが

ある。

第６類 縄文時代前～晩期 数量が少ないため、縄文時代前～晩期を一括して第６期とした。第６期に該当する

もので細分が不可能なものは第６期とした。

第６―１類 縄文時代前期の土器である諸磯 b式に比定される。

第６―２類 縄文時代中期の土器である勝坂式・曽利式に比定される。

第６―３類 縄文時代後期の土器である堀之内式・加曽利B式に比定される。

第６―４類 縄文時代晩期の土器である清水天王山式に比定される。

第７類 弥生時代の前期～中期の土器が該当する。

第８類 古墳時代の土器が該当する。

第９類 奈良時代の土師器・須恵器が該当する。

第１０類 平安時代の土師器・須恵器が該当する。

第１１類 中世の磁器・陶器が該当する。

第１２類 近世の陶磁器が該当する。

この他、繊維を含有しており、縄文時代早期に位置づけられるものの、第１類～第５類に分類が困難である土

器（条痕文・無文土器）については細分を行っていない。

２． 遺物分布について

検出された土器・石器・金属製品などについて分類ごとの分布と接合関係を示したのが第１８１～１９２図である。

なお、遺構内での接合関係については遺構の図版で示したため、ここでは扱っていない。ただし、遺構内外の土

器が接合関係にあるものについては、図中に示してある。以下に分布の特徴を記述する。

第１期（第１８１図）

３区・５区に散漫に分布しており、明確なまとまりを持たない。

第２期（第１８１図・第１８４～１８６図）

３区・４区・５区西南側・６区に広がり、N・O－８～１４、P－８～１０、Q－９～１１、R－１１グリッドに集中を

有する。接合関係がある資料については、３・４区・５区東南側・６区の全てに確認されるが、特にN・O－８～

１３グリッドにおいて最も多くの資料が接合している。

第３期（第１８１図）

３区東側・４区・５区西南側・６区に分布しており、分布の中心を６区の南側に持つ。

第４期（第１８１図・第１８７～１８９図）

３区・４区・５区中央～西側・６区に広がり、N－８～１４、P・Q－９～１３、R－９～１２、S－１０～１３、T－１１グ

リッドに集中を有している。接合関係がある資料については、３区と６区に確認されるが、特に P・Q－９～１２、

R－１０～１２グリッドにおいて最も多くの資料が接合関係を有している。

第５期（第１８２図）

４区・５区西南側・６区に分布しており、分布の中心を４区のG－６・７、Q・R－１０グリッドに持つ。

第６期（第１８２図）

３区西側・４区・５区西南側・６区に分布しており、分布の中心を５区のQ・R－９・１０グリッドに持つ。

第７期（第１８２図）

３区・４区・５区西南側・６区に分布し、分布の中心を４区のＧ－７・８と E－６、５区のQ・R－１０グリッ

ドに持つ。

第８期（第１８２図）

４区に分布し、接合資料を２点含む。
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第９・１０期（第１８３図）

奈良時代の遺物は、９・１１・１２区を除く全ての調査区において出され、特に４区における集中が著しい。また、

２区・３区から集中して出土しているが、これは住居跡出土遺物である。これに対して、平安時代の遺物は１・

４・５・７・８区に分布するが、１区・７区・８区東側にややまとまって出土する以外は散漫である。

第１１期（第１８３図）

１区・２区・３区北西側・４～８区に分布している。最も多く出土するのが１区・８区であり、２区で集中し

ているのは、２区第２４号土坑から出土した遺物である。

石鏃・石鏃未成品（第１９０図）

石鏃は３～６区に分布し、Q～T－９・１０グリッドにまとまって出土しており、剥片・石核・細片・砕片など

の石器製作を示唆する遺物と分布域が同一である。石鏃未成品は３～６区に分布するが、分布は散漫である。

石錐（第１９０図）

３～６区に分布し、Q～T－１０・１１グリッドにまとまって出土している。剥片・石核・細片・砕片などの石器

製作を示唆する遺物と分布域が重なっている。

石匙（第１９０図）

４・６区から出土しているが、分布状況は非常に散漫である。

楔形石器（第１９０図）

３～６区に分布し、Q・R－１０～１２グリッドにまとまって出土している。

削器・掻器（第１９１図）

削器は３～６区に分布し、O～S－８～１１グリッドにまとまって出土している。剥片・石核・細片・砕片など

の石器製作を示唆する遺物と分布域が重なっている。掻器は３・５・６区に分布するが、分布は散漫である。

礫器・打製石斧（第１９１図）

礫器は３～６区に分布するが、分布は散漫である。打製石斧は３・６区から出土した。

微細剥離を有する剥片（MF）・２次加工を有する剥片（RF）（第１９１図）

微細剥離を有する剥片は３～６区に分布し、Q～S－１０・１１グリッドにまとまって出土している。２次加工を

有する剥片は３～６区に分布するが、分布は散漫である。

石核・剥片（第１９１図）

石核・剥片はN・O－８～１４、Q～Ｓ－１０～１２、S－１３グリッドにまとまって出土している。N・O－８～１４グ

リッドは３区第４４～４６・５５・８５号・６区第５７号土坑、３区第９７～９９・１０２～１０４号土坑などの炉穴群、Q～S－１０～

１２グリッドは５区１号礫集中、S－１３グリッドは５区石器集中地点と重なっており、遺構の時期と同時期と考え

られる。

細片・砕片（第１９２図）

石核・剥片の分布傾向とほぼ同一であるが、３～５区における分布が少ない。

原石（第１９２図）

２・３・５・６区に分布し、Q～S－１０・１１グリッドにまとまって出土している。剥片・石核・細片・砕片な

どの石器製作を示唆する遺物と分布域が重なっている。

磨石類（第１９２図）

３・５・６区に分布し、Q～S－１０～１２、N－９グリッドにまとまって出土している。剥片・石核・細片・砕片

などの石器製作を示唆する遺物と一部分布域が重なっている。

台石（第１９２図）

３・６区から出土しているが、分布状況は散漫である。

恩馳島系黒曜石（第１９３図）

３～６区に分布し、N－９グリッドにまとまって出土している。

西霧ヶ峰系黒曜石（第１９３図）

３～６区に分布し、Q～S－１０～１２、S－１３グリッドにまとまって出土している。Q～S－１０～１２グリッドは５
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区１号礫集中、S－１３グリッドは５区石器集中地点に分布しており、遺構の時期と同時期と考えられる。

その他の黒曜石（第１９３図）

和田峠・鷹山系、和田峠系Ⅰ、男女倉系Ⅲなどが確認されているが、いずれも分布は散漫である。判別不明の

黒曜石はQ～S－１０～１２グリッドからまとまって出土している。

緑色凝灰岩（第１９３図）

３～６区に分布し、N・O－１３・１４、Q～S－１０・１１、L－８グリッドからまとまって出土している。N・O－１３

・１４グリッドは３区第９７～９９・１０２～１０４号土坑、Q～S－１０～１２グリッドは５区１号礫集中と同時期に所属する

可能性がある。

金属製品（第１９４図）

１～８区に分布し、最も多く出土しているのが、１区・８区である。第１８０図１～３・５・６は奈良・平安時

代に比定される。第１８０図４も形態的には奈良・平安時代の鉄斧に類似するが、出土した位置がやや高く、中世

に所属する可能性もある。あくまで形態的に検討する必要性はあるが、１区・８区に集中するという出土傾向は

中世の遺物と共通していることから、１区・８区出土の不明鉄製品は中世のものである可能性が指摘される。ま

た、銭貨は１・４・７区から検出されており、いずれも中国銭であるが、中世において流通－使用されたものだ

と言える。
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第Ⅴ章 理化学的分析
第１節 AMS年代測定分析

１．目的

遺跡が所在する都留市は火山灰によって厚く被覆されており、遺構面の間に観察される火山灰を同定すること

が、極めて重要な問題である。玉川金山遺跡からも火山灰と考えられる複数の層位が検出されたことから、火山

灰の年代比定について上杉陽氏の助言を頂きながら検討を進めた。検討を進める中で年代比定された火山灰と遺

構の年代について大きな差が生じたため、火山灰の中に含まれる炭化物を対象にAMS年代測定分析を行った。

また、遺構の所属時期を検討するために遺構覆土内から検出された炭化物を対象にAMS年代測定分析を行った。

２．分析

上杉陽氏が火山灰の年代を検討したところ、３区において奈良時代の遺構が構築された土層の下位に位置する

火山灰はB．C．３，０００年前に降灰した忍野スコリアと考えられ、奈良時代の遺構確認面はB．C．２，９００年前の大室

スコリアである可能性を有しているという。また、縄文時代早期の遺構確認面・遺物包含層である暗褐色土層の

下位はB．C．７，０００～８，０００年前の火山灰が含まれているという。特に忍野スコリアと湯船第１スコリアを含む土

層の間には、火山灰の純層が認められており、非常に遺存状態が良好である。仮に火山灰の年代が検討通りだと

すると、縄文時代早期に係わる遺構と火山灰の年代は整合的であるが、奈良時代については齟齬が生じる。そこ

で、土層内に含まれる炭化物を検出し、加速器分析研究所に委託し、AMS年代測定分析を実施した。分析の方

法については、加速器分析研究所の方法に準拠している。

３．対象

上杉陽氏が分層した層中に含まれる炭化物を採取し、分析を行った。対象とした土層は２区東壁のⅢ・Ⅳ層、

４区北壁のⅥ・Ⅹ～ⅩⅡ・ⅩⅣ・ⅩⅤ層であり、それぞれ１点ずつ採取した。なお、上杉陽氏による火山灰比定

によると、Ⅳ層は大室スコリア・Ⅴ層は忍野スコリア・Ⅵ層は湯船第１スコリアの可能性を有しているという。

４．結果と考察

分析結果については次表の通りである。

第３表 分析対象炭化物一覧表

分析番号 試 料 ＢＰ年代および炭素の同位体比
１ 試料採取場所： ３区１号住居跡 Libby Age（yrBP） ： １，４９０ ± ４０

カマド Ｃ－３ δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２６．３８ ± ０．８６
試料形態： 木炭 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －１６９．７ ± ３．７
試料名（番号）： Ｈ１６ ＮＯ１ ｐＭＣ（％） ＝ ８３．０３ ± ０．３７

δ１４Ｃ（‰） ＝ －１７２ ± ３．４
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ８２．８ ± ０．３４

Age（yrBP） ： １，５２０ ± ３０
２ 試料採取場所： ２区３号住居跡 Libby Age（yrBP） ： １，３６０ ± ４０

Ｃ－５ δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２８．６８ ± ０．７３
試料形態： 木炭 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －１５５．４ ± ３．８
試料名（番号）： Ｈ１６ ＮＯ２ ｐＭＣ（％） ＝ ８４．４６ ± ０．３８

δ１４Ｃ（‰） ＝ －１６１．８ ± ３．５
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ８３．８２ ± ０．３５

Age（yrBP） ： １，４２０ ± ３０
３ 試料採取場所： ２区 焼土集中３ Libby Age（yrBP） ： ４００ ± ４０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２８．７１ ± ０．７６
試料形態： 木炭 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －４８．８ ± ４．１
試料名（番号）： Ｈ１６ ＮＯ３ ｐＭＣ（％） ＝ ９５．１２ ± ０．４１

δ１４Ｃ（‰） ＝ －５６ ± ３．８
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ９４．４ ± ０．３８

Age（yrBP） ： ４６０ ± ３０
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分析番号 試 料 ＢＰ年代および炭素の同位体比
４ 試料採取場所： ４区北壁 Libby Age（yrBP） ： ３０ ± ３０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２１．０４ ± ０．９３
試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －４．３ ± ３．６
試料名（番号）： Ｈ１７ Ⅲ層 ｐＭＣ（％） ＝ ９９．５７ ± ０．３６

δ１４Ｃ（‰） ＝ ３．８ ± ３．１
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ １００．３８ ± ０．３１

Age（yrBP） ： Ｍｏｄｅ

ｒｎ５ 試料採取場所： ４区北壁 Libby Age（yrBP） ： ４８０ ± ３０
δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２２．８５ ± ０．７３

試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －５７．７ ± ３．５
試料名（番号）： Ｈ１７ Ⅳ層 ｐＭＣ（％） ＝ ９４．２３ ± ０．３５

δ１４Ｃ（‰） ＝ －５３．６ ± ３．２
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ９４．６４ ± ０．３２

Age（yrBP） ： ４４０ ± ３０
６ 試料採取場所： ３区東壁 Libby Age（yrBP） ： ２，８７０ ± ４０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －１７．１９ ± ０．８
試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －３００．１ ± ３．４
試料名（番号）： Ｈ１７ Ⅵ層 ｐＭＣ（％） ＝ ６９．９９ ± ０．３４

δ１４Ｃ（‰） ＝ －２８８．８ ± ３．３
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ７１．１２ ± ０．３３

Age（yrBP） ： ２，７４０ ± ４０
７ 試料採取場所： ３区東壁 Libby Age（yrBP） ： ４，３９０ ± ４０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２４．２４ ± ０．７３
試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －４２０．９ ± ２．８
試料名（番号）： Ｈ１７ Ⅹ層 ｐＭＣ（％） ＝ ５７．９１ ± ０．２８

δ１４Ｃ（‰） ＝ －４２０ ± ２．６
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ５８ ± ０．２６

Age（yrBP） ： ４，３８０ ± ４０
８ 試料採取場所： ３区東壁 Libby Age（yrBP） ： ４，４７０ ± ４０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２０．６ ± ０．８４
試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －４２６．４ ± ２．６
試料名（番号）： Ｈ１７ ⅩⅠ層 ｐＭＣ（％） ＝ ５７．３６ ± ０．２６

δ１４Ｃ（‰） ＝ －４２１．３ ± ２．４
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ５７．８７ ± ０．２４

Age（yrBP） ： ４，３９０ ± ３０
９ 試料採取場所： ３区東壁 Libby Age（yrBP） ： ７，７００ ± ４０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２１．９７ ± ０．８９
試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －６１６．４ ± ２
試料名（番号）： Ｈ１７ ⅩⅡ層 ｐＭＣ（％） ＝ ３８．３６ ± ０．２

δ１４Ｃ（‰） ＝ －６１４ ± １．９
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ３８．６ ± ０．１９

Age（yrBP） ： ７，６５０ ± ４０
１０ 試料採取場所： ３区東壁 Libby Age（yrBP） ： ７，７１０ ± ５０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２２．９２ ± ０．９９
試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －６１７．１ ± ２．２
試料名（番号）： Ｈ１７ ⅩⅣ層 ｐＭＣ（％） ＝ ３８．２９ ± ０．２２

δ１４Ｃ（‰） ＝ －６１５．４ ± ２．１
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ３８．４６ ± ０．２１

Age（yrBP） ： ７，６８０ ± ４０
１１ 試料採取場所： ３区東壁 Libby Age（yrBP） ： ７，８７０ ± ５０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －１６．５６ ± ０．８６
試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －６２４．５ ± ２．１
試料名（番号）： Ｈ１７ ⅩⅤ層 ｐＭＣ（％） ＝ ３７．５５ ± ０．２１

δ１４Ｃ（‰） ＝ －６１８ ± ２
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ３８．２ ± ０．２

Age（yrBP） ： ７，７３０ ± ４０
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土層の中に含まれる炭化物を対象としたAMS年代測定分析によると、概ね検出された遺構の年代と整合的で

ある。ただし、奈良時代の遺構と火山灰について、検討された火山灰の年代とは大きく異なることとなった。火

山灰分析は重鉱物分析などを経ておらず、肉眼観察であるため、その妥当性については留保をつけることが必要

である。ただ、火山灰分析が正しいと仮定した上で考察を進めると、縄文時代晩期に降灰した大室スコリア以降

土層の堆積が極めて微弱であったため、時代の異なる遺構を隔てる土層が生じなかったと考えられる。

また、遺構内の覆土から検出された炭化物によるＡＭＳ年代測定分析をみると、第Ⅰ面の２区第３号焼土集中

からはA．D．１，４６０～１，５２０年、４区第４号土坑からはA．D．９２０～１，０８０年という値が出ている。第Ⅱ面に所属す

る遺構の内、３区第１号住居跡はA．D．４００～４６０年、２区第３号住居跡はA．D．５００～５６０年といずれも伴出する

遺物から考えられる年代より古い値が得られた。４区第１号住居跡はA．D．６６５～７３５年であり、伴出する遺物の

年代と比較して概ね妥当な数値が得られている。遺構の時期比定が困難であった、第２８号土坑はA．D．６５０～７３０

年という値が出ている。４区の遺構確認面直上から検出された炭化物の年代はB．C．５，６６０～５，８５０年であり、遺

構の年代より新しい結果が出ている。

第２節 出土動物骨の分析

１．目的

中近世と考えられる土坑（３区第１５号土坑）内より出土した骨の種類を調べ、当時の動物利用に関する情報を得

るために、動物骨の分析を行った。

２．分析

（１）試料

骨同定試料は、中近世の３区第１５号土坑から出土した獣類の顎骨と四肢骨片である。いずれも土壌が付着した

分析番号 試 料 ＢＰ年代および炭素の同位体比
１２ 試料採取場所： 第Ⅰ面 Libby Age（yrBP） ： １，０９０ ± ４０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －１７．６７ ± ０．８８
試料形態： 木炭 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －１２７．３ ± ３．７
試料名（番号）： Ｈ１７ Ｃ－５ ｐＭＣ（％） ＝ ８７．２７ ± ０．３７

δ１４Ｃ（‰） ＝ －１１４．１ ± ３．４
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ８８．５９ ± ０．３４

Age（yrBP） ： ９７０ ± ３０
１３ 試料採取場所： 第Ⅰ面 Libby Age（yrBP） ： ７７０ ± ３０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２０．８５ ± ０．８１
試料形態： 木炭 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －９１．３ ± ３．８
試料名（番号）： Ｈ１７ Ｃ－１６ ｐＭＣ（％） ＝ ９０．８７ ± ０．３８

δ１４Ｃ（‰） ＝ －８３．６ ± ３．５
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ９１．６４ ± ０．３５

Age（yrBP） ： ７００ ± ３０
１４ 試料採取場所： 第Ⅱ面 Libby Age（yrBP） ： ７３０ ± ３０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －２２．２５ ± ０．７９
試料形態： 木炭 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －８６．４ ± ３．５
試料名（番号）： Ｈ１７ Ｃ－１７ ｐＭＣ（％） ＝ ９１．３６ ± ０．３５

δ１４Ｃ（‰） ＝ －８１．２ ± ３．２
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ９１．８８ ± ０．３２

Age（yrBP） ： ６８０ ± ３０
１５ 試料採取場所： 第Ⅲ面 Libby Age（yrBP） ： ６，８７０ ± ４０

δ１３Ｃ（‰）、（加速器） ＝ －１９．１１ ± ０．８１
試料形態： 炭化物 Δ１４Ｃ（‰） ＝ －５７４．９ ± ２．２
試料名（番号）： Ｈ１７ Ｃ－２７ ｐＭＣ（％） ＝ ４２．５１ ± ０．２２

δ１４Ｃ（‰） ＝ －５６９．７ ± ２．１
（参考） δ１３Ｃの補正無し ｐＭＣ（％） ＝ ４３．０３ ± ０．２１

Age（yrBP） ： ６，７７０ ± ４０
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状態で、特に顎骨はブロック塊として取り上げられている。

（２）分析方法

試料に付着した砂分や泥分を乾いた筆・竹串、あるいは水に浸した筆で除去する。一部の試料については、一

般工作用接着剤を用いて接合する。また、保存の悪いものに関してはバインダーNo．１７を塗布し、補強を行う。

自然乾燥後、試料を肉眼およびルーペで観察し、その形態的特徴から、種類および部位の特定を行う。なお、同

定および解析には、金子浩昌先生の協力を得た。

３．結果と考察

出土骨は、脊椎動物門（Vertebrata）哺乳綱（Mammalia）ウマ目（奇蹄目：Perissodactyla）ウマ科（Equidae）ウマ

（Equus caballus）の下顎骨と左中手骨である。なお、ウマの骨格各部の名称を図１に示す。

下顎骨は、ブロック塊として取り上げられており、左右下顎骨が咬み合わせた状態が確認される。左右ともに

第２前臼歯～第１後臼歯までが植立し、第２後臼歯の歯槽部が残される。第２後臼歯は、おそらく脱落したと想定さ

れる。出土したウマは、第２前臼歯の全歯高が２２．３４mmを計り、西中川ほか（１９９１）の研究例を参考とすると、１２

歳前後と推定される。

また、左中手骨は、骨体部を残すのみの破片であるが、破損部が新しく、埋存時に完存していた可能性もある。

推定される骨体中央幅３０．６mm前後である。この中手骨の大きさから推定されるウマは日本在来馬としては中小

型、体高１２５cm、現生する御崎馬程度であったと思われる。中近世遺跡検出の馬としては、最も普通にみる大き

さである。なお本馬の由来について明らかでないが、何らかの目的で埋置されたものと思われる。馬骨、馬歯が

祭祀的な意味で埋置された例は中近世において類例が多い。

第３節 黒曜石産地分析

１．目的

考古学研究では、遺物が遺跡へと至るまでの来歴を辿ることによって、個々の時代における人々の行動様式や

流通関係に迫ることが可能となる。特に狩猟・採集によって生計を立てていたと考えられている石器時代におい

ては、石器に使用する石材の原産地推定が、空間的な人の動きに迫るための有効な分析方法となる。なかでも、

火山の噴出物として生成された黒曜石は、結晶構造をもたず、斑晶の含有量が少ないことから元素組成が安定し

ており、このような黒曜石の岩石学的特質に着目して、今日まで様々な理化学的分析方法を用いた原産地推定が

行われている。特に蛍光Ｘ線分析装置を用いた分析は、装置の操作や測定の前処理が容易である点や、特に資料

を非破壊で測定できるなどといったメリットにより、考古資料の扱いに適している。また、比較的短い時間で測

定できるという点で、分析対象が出土遺物全般におよぶ石器研究においては非常に有効な測定手段といえる。以

上のような経緯で、今回も蛍光Ｘ線分析装置を用いた原産地推定を行った。石器石材（黒曜石・サヌカイト等）

の元素組成を根拠とした原産地推定のフローチャートを第１９７図に示す。

２．分析

（１）測定方法

蛍光X線法を用いて黒曜石の正確な元素分析値を得るには、内部が均質で表面形態が一様な試料を作成し、

検量線法などによって定量的に分析を行うのが一般的である。そのためには、試料を粉砕してプレスしたブリケッ

トを作成するか、もしくは溶融してガラスビードを作成する必要がある。しかしながら、遺跡から出土した遺物

は、通常、非破壊での測定が要求されるため、上記の方法をとることは困難である。そのため、遺物に直接Ｘ線

を照射する定性（半定量）分析が行われている。このような直接照射によって発生する蛍光X線の強度そのも

のは、試料の状態や装置の経年変化によって変動する可能性が高いが、特定元素の強度同士の比を採った場合は

その影響は小さいと考えられている。今回は測定強度比をパラメータとして原産地推定を行った。

（２）試料の前処理

比較用の原産地採取原石については、必要に応じて新鮮な破断面または研磨面を作製し、超音波洗浄器による

クリーニングを行った。遺跡出土石器は、多くの場合新鮮で平滑な剥離面があるため、試料表面をメラミンスポ
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ンジとアルコールで洗浄してから測定を行った。特に汚れがひどい遺物のみ超音波洗浄器を用いた。

（３）装置・測定条件

蛍光X線の測定にはエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置ＪＳＸ－３２０１（日本電子データム製）を用いた。X

線管球は、ターゲットがRh（ロジウム）のエンドウインドウ型を使用した。管電圧は３０KV、電流は抵抗が一定

となるよう自動設定とした。X線検出器は Si（ケイ素）／Li（リチウム）半導体検出器を使用した。試料室内の

状態は真空雰囲気下とし、Ｘ線照射面径は２mmとした。測定時間は，産出地採取原石が６００sec、遺跡出土資料

が３００sec である。測定元素は、主成分元素はケイ素（Si）・ チタン（Ti）・アルミニウム（Al）・鉄（Fe）・

マンガン（Mn）・ マグネシウム（Mg）・カルシウム（Ca）・ナトリウム（Na）・カリウム（K）の計９元素、

微量元素はルビジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）の計４元素の合

計１３元素とした。また、X線データ解析ソフトには、明治大学文化財研究施設製；X－JSN－１．０３を使用した。

（４）原産地推定の方法

黒曜石はケイ酸、アルミナ等を主成分とするガラス質火山岩であるが、その構成成分は産出地による差異が認

められる。とりわけ微量元素のRb・Sr・Y・Zr では産出地ごとの組成差がより顕著となっている。望月は、こ

の産地間の組成差から黒曜石の産地推定が可能であると考え、上記の４元素にK・Fe・Mnの３元素を加えた計

７元素の強度比を組み合わせることで産地分析を行っている（望月ほか １９９４・望月 １９９７）。これら７元素に

よる原産地分析の有効性は、ガラスビードを用いた定量分析によっても裏付けられている（嶋野ほか ２００４）。

ここでも、上記の判別方法に準拠することとし、原産地推定のパラメータにRb分率｛Rb 強度×１００／（Rb 強度

＋Ｓｒ強度＋Y強度＋Zr 強度）｝、Sr 分率｛Sr 強度×１００／（Rb 強度＋Sr 強度＋Y強度＋Zr 強度）｝、Mn強度×１００

／Fe 強度、log（Fe 強度／K強度）を用い、判別図の作製、および判別分析を行った。

（５）黒曜石原産地の判別

５－１．判別図

判別図は、視覚的に分類基準が捉えられる点、および判定基準が分かりやすいというメリットがある。また、

測定結果の提示に際し、読者に理解しやすいという点も有効であろう。まず、各産出地採取試料（基準試料）の

測定データを基に２種類の散布図グラフ（Rb分率 vs Mn×１００／Fe と Sr 分率 vs log（Fe／K））を作製し、各原産

地を推定するための判別域を決定した。次に遺物の測定結果を重ね合わせて大まかな判別を行った。基準試料の

測定強度比の平均値を第４表に示す。

第４表 関東・中部地方における黒曜石の測定値（強度比）
原産地 Rb分率 Sr分率 Mn×１００／Fe Log（Fe／K）
和田峠・鷹山系 平均値： ５４．７６９０ ３．０８１５ １１．６７１１ －０．００３１

標準偏差： ２．５９４６ ２．１０９７ １．０４９３ ０．０３５３
西霧ヶ峰系 平均値： ４０．８１５６ １３．２４３７ １０．０２０７ －０．０６２０

標準偏差： １．４４２７ １．１８８６ ０．２２６６ ０．０１８６
男女倉系Ⅰ 平均値： ３８．４７７７ １４．４７０７ ６．４７５６ ０．０７８４
（ブドウ沢・高松沢） 標準偏差： ２．０２２５ １．５２５９ ０．２３２８ ０．０３９０
男女倉系Ⅱ 平均値： ２９．６８３９ ２２．０２０９ ６．４０１０ ０．０９９８
（牧ヶ沢） 標準偏差： ０．９８７６ １．７８９４ ０．１６３１ ０．０１５４
男女倉系Ⅲ 平均値： ４６．９９６０ ８．２２８３ ８．１３７５ ０．０２７９
（高松沢） 標準偏差： ２．０５５８ １．７４７０ ０．４３６６ ０．０２９１
冷山・麦草峠系 平均値： ２４．５７０１ ３０．４８８７ ４．４９４６ ０．１９４５

標準偏差： ２．０４６２ １．７６６３ ０．１８９９ ０．０２８６
横岳系 平均値： ２９．４７２３ ２７．２２７０ ４．９７４６ ０．０９６２

標準偏差： １．４１４６ １．１０４５ ０．１５７２ ０．０２０１
恩馳島系 平均値： ２２．５４８４ ２７．９７５３ ７．６８０１ ０．２００４

標準偏差： １．７２０４ ２．５３１１ ０．３５１０ ０．０２５２
砂糠崎系 平均値： ２６．２０２５ ２４．８８７３ ８．６５４６ ０．１２６９

標準偏差： １．４４３３ ２．００７９ ０．３４４４ ０．０１５７
畑宿系 平均値： ５．７３４１ ３６．３１１５ ３．１３５６ １．１３４２

標準偏差： ０．９９２９ １．１７９８ ０．０９１８ ０．０２３１
芦之湯系 平均値： ３．４９１０ ５３．３０６６ ２．８７６１ １．６６０３

標準偏差： ０．９７２６ １．１１６７ ０．０８２７ ０．０３７８
鍛冶屋系 平均値： ６．３７８０ ３５．１３５９ ３．１３２８ ０．９５６３

標準偏差： １．２８１７ １．６３１９ ０．０８３５ ０．０１７７
上多賀系 平均値： ７．６４２９ ３３．１３６９ ２．８７８１ ０．７８９１

標準偏差： １．１７９２ ２．０８４４ ０．１９４４ ０．０２２１
柏峠系 平均値： ９．９６１８ ２６．１２８２ ２．２９１１ ０．７１９７

標準偏差： ０．９０３０ １．５５４９ ０．１１６５ ０．０３６３
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原産地細分 Rb分率 Sr分率 Ｍn×１００／Fe Log（Fe／K）
高原山系 平均値： ２２．３８８５ ２４．５４２２ ２．５１５２ ０．５８２１

標準偏差： １．０８４７ １．１６３６ ０．１１５０ ０．０３６５
和田峠系Ⅰ 平均値： ５２．３７７５ ４．９２６６ １０．５７１９ ０．０１９６
（小深沢・ツチヤ沢・東俣採掘場） 標準偏差： １．８３６０ ２．０２９６ ０．７７２４ ０．０２６２
和田峠Ⅱ・鷹山系 平均値： ５５．７７２２ ２．０１７０ １２．３１０８ －０．０３０２
（東餅屋） 標準偏差： １．１３９６ ０．９３５８ ０．２５９３ ０．０２１９
和田峠系Ⅲ 平均値： ５８．８５００ １．２０３７ １２．７６５５ ０．０３５２
（丁字御領） 標準偏差： １．０４６０ ０．８５３０ ０．３７９３ ０．００８７

５－２．判別分析

判別図や測定値の比較による原産地の推定は、測定者ごとの恣意的な判断を完全に排除することは難しい。そ

こで、多変量解析の一つである判別分析を行った。判別分析では、判別図作製に用いたパラメータを基にマハラ

ノビス距離を割り出し、各原産地に帰属する確率を求めた。距離と確率とは反比例の関係にあり、資料と各原産

地の重点間の距離が最も短い原産地が第一の候補となる。なお、分析用ソフトには明治大学文化財研究施設製；

MDR１．０２を使用した。また、判別結果の参考資料として、各原産地（重点）間のマハラノビス距離を提示した

（第５表）。

（６）黒曜石原産地の名称と地理的な位置づけ

今回の黒曜石の原産地推定にあたっては、日本の黒曜石産出地データベース（杉原・小林 ２００４・２００６）を使

用し、この中から、既存の文献・資料を参考にして現地調査を行い、石器石材に利用可能と思われる黒曜石の産

出地を選択した。ただし、ここでは黒曜石の原産地候補を関東・中部地方に限定して考察しており、北海道・東

北・北陸・九州地方の各産出地については、検討していない。

黒曜石原産地（obsidian source）の判別にあたっては、各産出地を火山帯・島嶼・河川流域・岩石区等の地形

・地質的条件によって枠組みを行い、これを「地区；area」と名づけ、現在、黒曜石を産出する地点（露頭・散

布地など）を「産出地区域（単に産出地とよぶ）；district」とした。今回の原産地推定に使用した「系；series」

は、「地区」内の「産出地」のうち、蛍光Ｘ線分析の結果に地形・地質情報を参考にして判別された地理的に隣

接する「産出地」群で、岩石化学的原産地を指す。それぞれの「系」内の黒曜石産出地については、火道や貫入

岩の位置、噴出物の産状や分布状態、黒曜石の岩石学的特徴（含有する斑晶鉱物・球顆の有無・色調・透明度な

ど）についても検討を行い、この原産地設定が火山地質学的に有意義であることを確認している。ただし、同一

の「系」内の産出地でも、複数の判別域が存在する場合や、異なる「系」どうしで判別が困難な例も存在する。

また、黒曜石産出地には、噴出源に近い１次産出地のほか、河川や海流によって遠方に運ばれた２次産出地があり、

ここでの判別域は、必ずしも考古学的原産地（石器時代における採取地）を示すのではないことは言うまでもな

い。

「霧ヶ峰地区」：霧ヶ峰火山からは複数火口からの黒曜石が岩脈・溶岩・火砕流など多様性ある産状を示す。

これらの黒曜石は噴出源や噴出年代によって元素組成に地域性が認められる（杉原・小林 ２００４、杉原ほか ２００４、

長井ほか ２００６）。ここでは西霧ヶ峰系・男女倉系・和田峠系・鷹山系に分類したが，和田峠系と鷹山系は産出

地域が離れているにも拘らず、判別図では明瞭な識別が不可能であるので、この２つの原産地を和田峠・鷹山系

として一括した扱いをする。なお、和田峠系は小深沢・東俣採掘場・ツチヤ沢の和田峠Ⅰグループ、東餅屋の和

田峠Ⅱグループ、丁字御領の和田峠Ⅲグループと細分することも可能である。この分類では和田峠系Ⅱと鷹山系

がほぼ同じ領域に入ることになる。また男女倉系はブドウ沢・高松沢の男女倉系Ⅰグループ、牧ヶ沢の男女倉系

Ⅱグループ、高松沢の男女倉系Ⅲグループについても細分が可能である。しかし、これらの黒曜石原産地は判別

域が一部重複し、しかも黒曜石遺物の分析では、形状・水和作用・付着物の存在によって、測定値にバラツキが

生じることから過度に詳細な区分は遺物の原産地を推定するうえで混乱を招く。この報告書では、通常は原産地

名称「系」で示し、必要に応じて細分名称「グループ」を使用するに止める。

「北八ヶ岳地区」：八ヶ岳火山列では、比較的活動年代が新しい北八ヶ岳において黒曜石が産出する。このう

ち冷山系と麦草峠系が代表的な原産地である。ただし、この２つの黒曜石は、主要元素の組成が酷似しており、

判別図・判別分析による原産地識別が不可能であることから、ここでは冷山・麦草峠系として一括して扱う。横
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４０
．８
２８
１

１９
０４
．１
０９
２

鍛
冶
屋
系

１２
４２
９
．５
５９
８

８９
６９
．９
７０
９

３６
２６
．４
１６
３

３４
３７
．３
６１
３

５６
５１
．１
８６
２

２２
６８
．３
５６
２

２９
０９
．７
３９
５

４２
３９
．２
８６
６

５８
３５
．３
１０
７

１２
２
．７
４１
３

１８
０９
．８
７３
６

０
．０
００
０

７４
．９
８６
０

２３
２
．０
４７
０

４３
５
．３
５４
８

上
多
賀
系

３８
４０
．７
７６
０

２８
４７
．３
６０
２

１７
５４
．０
６１
０

１３
８１
．６
８９
７

２４
７０
．４
１８
９

９２
６
．６
５６
５

１３
１９
．５
６４
１

１１
８４
．４
１５
５

１６
１０
．２
１６
３

２９
１
．９
０９
４

１９
４１
．８
０９
１

７４
．９
８６
０

０
．０
００
０

８１
．２
１６
３

２３
７
．４
４７
８

柏
峠
系

１３
８４
９
．９
９６
８

８０
１８
．６
６５
９

３１
４６
．５
４６
７

２４
３０
．１
０２
９

６０
４５
．３
６１
１

１０
８９
．４
０７
１

１５
６４
．９
７３
５

３４
５７
．３
２４
８

４８
３２
．１
２６
４

４２
６
．０
９６
４

１４
４０
．８
２８
１

２３
２
．０
４７
０

８１
．２
１６
３

０
．０
００
０

１５
２
．８
５６
９

高
原
山
系

９４
２６
．２
７５
９

５５
１２
．６
３６
３

１４
９６
．７
７６
５

１３
１７
．０
０３
１

３３
５４
．６
０４
９

４０
８
．３
９０
２

５８
０
．６
６２
１

２６
０７
．５
２８
７

３６
５９
．９
０３
７

６５
５
．８
１８
４

１９
０４
．１
０９
２

４３
５
．３
５４
８

２３
７
．４
４７
８

１５
２
．８
５６
９

０
．０
００
０

地
区
（
ar
ea
）

系
（
se
rie
s）

産
地
（
di
st
ric
t）

霧
ヶ
峰
地
区

西
霧
ヶ
峰
系

星
ヶ
塔
，
星
ヶ
台

男
女
倉
系

ブ
ド
ウ
沢
，
牧
ヶ
沢
，
高
松
沢

和
田
峠
系

小
深
沢
，
東
餅
屋
，
東
俣
採
掘
場
，
丁
字
御
領
，
ツ
チ
ヤ
沢

鷹
山
系

星
糞
峠
，
鷹
山
川
河
床

北
八
ヶ
岳
地
区

冷
山
系

冷
山

麦
草
峠
系

麦
草
峠

横
岳
系

大
岳
林
道
，
双
子
池

箱
根
地
区

芦
之
湯
系

芦
之
湯

畑
宿
系

畑
宿

鍛
冶
屋
系

鍛
冶
屋

上
多
賀
系

上
多
賀

天
城
地
区

柏
峠
系

柏
峠

高
原
山
地
区

高
原
山
系

八
方
ヶ
原
（
桜
沢
），
甘
湯
沢

神
津
島
地
区

恩
馳
島
系

恩
馳
島
，
観
音
浦
海
蝕
崖
，［
長
浜
海
岸
，
沢
尻
湾
，
観
音
浦
］

砂
糠
崎
系

砂
糠
崎
，［
長
浜
海
岸
，
沢
尻
湾
，
観
音
浦
］

注
）「
地
区
」
内
に
は
，
黒
曜
石
の
産
出
す
る
地
域
が
１
つ
の
「
系
」
し
か
存
在
し
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
１
つ
の
「
系
」
内
に
複
数
の
種
類
の
黒
曜

石
が
産
出
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
，
岩
石
学
的
・
地
域
的
に
細
分
が
出
来
る
場
合
は
「
グ
ル
ー
プ
；
Ⅰ
，
Ⅱ
，
Ⅲ
…
」
と
呼
ぶ
。

和
田
峠
系
Ⅰ
和
田
峠
Ⅱ
・

鷹
山
系

和
田
峠
系
Ⅲ

和
田
峠
系
Ⅰ

０
．０
００
０

６２
．９
１６
４

７２
．６
６９
９

和
田
峠
Ⅱ
・
鷹
山
系

６２
．９
１６
４

０
．０
００
０

６８
．１
０２
２

和
田
峠
系
Ⅲ

７２
．６
６９
９

６８
．１
０２
２

０
．０
００
０

第
５
表
判
別
分
析
に
お
け
る
群
間
距
離
（
マ
ハ
ラ
ノ
ビ
ス
距
離
）

第
６
表
関
東
・
中
部
地
方
に
お
け
る
黒
曜
石
原
産
地
の
区
分
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岳の山頂付近では大岳林道沿いで比較的良質な黒曜石の礫が産出し、このほか双子池付近や滝ノ湯川上流などで

も黒曜石の礫が認められ、転石として山麓斜面や河床でも散見できる。ここでは、横岳山頂の大岳林道沿いに産

出する黒曜石を横岳系とよぶ。

「箱根地区」：箱根火山の噴出物中からは芦之湯・畑宿・鍛冶屋・上多賀で黒曜石が産出する。これらは判別

図によって、それぞれの原産地推定が可能である。須雲川沿いの畑宿付近では、火砕流堆積物中から石器石材と

して利用可能な黒曜石が産出する。しかし、その他の地域から産出する黒曜石は石器石材としては良質とは言え

ず、遺跡からの出土も少ない。

「天城地区」：天城火山に近い柏峠から産出する黒曜石である。柏峠では黒曜石が岩脈または転石として認め

られる。黒曜石原産地としての規模は大きくないが、周辺地域の遺跡からはしばしば、ここを原産地とする石製

遺物が出土する。

「高原山地区」：高原山火山では八方ヶ原、甘湯沢に黒曜石の産出地がある（栃木県教育委員会（編）２００６）。

とくに剣ヶ峰から八方ヶ原に至る尾根筋近くには溶岩ドームの一部を形成していたと考えられる黒曜石岩塊が認

められ、その周辺には黒曜石礫が産出する。また山体を刻んだ桜沢の北支谷沿いには火砕流堆積物中に比較的良

質な黒曜石が多く認められる。さらに桜沢の北支谷沿いには黒曜石の河床礫や転石が分布する。また塩原付近で

箒川に合流する甘湯沢でも黒曜石の河床礫が認められる。これらの黒曜石は、すべて同じ判別域に入る。このほ

か南麓斜面の湯沢・枝持沢・七尋沢の河床にも黒曜石の産出が知られているが、石器石材としては不向きである。

ここでは八方ヶ原（桜沢）産、甘湯沢産の黒曜石に限り高原山系とする。

「神津島地区」：神津島は複数の流紋岩質単成火山から構成されていて、黒曜石の産出が各地で認められる。

このうち神津島の沖約６kmにある恩馳島とその周囲海底および多幸湾に臨む砂糠崎からは、黒曜石が豊富に産

出する。判別分析から、両地域の黒曜石を識別することが可能であることから、それぞれ恩馳島系と砂糠崎系と

して扱う（杉原ほか ２００６）。神津島ではこのほか各地で黒曜石を産出する。このうち観音浦海蝕崖に露出する

黒曜石は判別図では恩馳島系に含まれる（吉谷 ２００２）。神津島西海岸の長浜海岸や沢尻湾、および同東海岸の

観音浦では黒曜石の海浜礫が産出するが、これらも恩馳島や砂糠崎から産出する黒曜石の判別域に入るが、地理

的な位置関係や沿岸流（とくに海浜流）による漂礫の状況からみて、海浜礫のすべてをこれらの産出地からの２

次的産出地とすることはできない。海底に露出している噴出物（火砕流や泥流）中の黒曜石が海浜に打ち上げら

れた可能性もあり、今後は未知の産出地に関する海底地質の調査が必要になると考えられる。

３．結果

今回測定を行ったのは、山梨県玉川金山遺跡（縄文時代早期後半；子母口式併行期・鵜ヶ島台式期）から出土

した黒曜石製遺物である。測定した点数は３４９点であり、原産地が判別できた点数は２８８点である。

原産地推定の結果は、霧ヶ峰地区西霧ヶ峰系が２４９点（８６．５％）であり、次いで神津島地区恩馳島系が３１点

（１０．８％）であった。その他、霧ヶ峰地区和田峠・鷹山系が７点、同地区男女倉系Ⅲが１点推定された。今回の結

果では、西霧ヶ峰系に代表される霧ヶ峰地区が非常に高い割合を示しながらも、時期的な傾向であろうか恩馳島

系も認められた。なお、ＴＧＫ１－２７１・２７４は藁科・東村（１９９５）が設定しているＮＫ群の可能性がある。

黒曜石製遺物の原産地推定は、明治大学文化財研究施設に設置されている「黒曜石原産地推定システム」で行っ

たものである。なお、この報告書を参考に論文を作成する場合は、原産地推定の結果を遺物の出土状況からも検

討していただきたい。

－４８－



試料№ Rb分率 Sr 分率 Mn×１００／Fe Log（Fe/K） 候補１ 確率 距離 候補２ 確率 距離 器種 図版番号 年度 調査区 注記番号
TGK１―００１ ４０．４００６ １１．６７７２ ９．９７４６ ―０．２４８７ 判別不可 ― ― ― ― ― 石錐 第１２４図６２ １７４区 S―３５
TGK１―００２ ３８．５９９６ １５．０４３７ ９．９３８１ ―０．０５５４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．２２０２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６７．５５ 石鏃 第１６２図１ １８５区 S―２
TGK１―００３ ４２．４５９６ １２．３１３９ ９．７１４１ ―０．１７１８ 判別不可 ― ― ― ― ― MF 第１６２図９ １８５区 S―４
TGK１―００４ ４１．７７７５ １３．２５１１ １０．１７０４ ―０．０５５４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．０６６１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．６２ 石核 第１６３図１８ １８５区 S―５
TGK１―００５ ４２．０８５０ １５．７１０５ ９．７１６８ ―０．０７３８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １５．６４１４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．６０ MF 第１６２図１０ １８５区 S―８
TGK１―００６ ４１．９１８３ １３．９３８３ ９．９３４７ ―０．０３５９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．９８３６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．６８ 石核 第１６３図１７ １８５区 S―１２
TGK１―００８ ３９．６７８４ １４．４１１１ ９．８１５１ ―０．０５７４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．１８６６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５７．５１ MF 第１３８図１８２ １８５区 S―１７
TGK１―００９ ４３．６８６１ １２．９４０５ ９．８１６１ ―０．２８６１ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２３図４７ １８５区 S―１８
TGK１―０１０ ４２．４８２５ １３．４１２７ ９．３５６３ ―０．０２０２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １２．６７０２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３４．１４ 石鏃 第１２２図８ １８５区 S―１９
TGK１―０１１ ４２．６４１２ １１．３９０５ ９．５９０２ ―０．０５１１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．７１２５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３２．３６ 石核 第１４２図２３３ １８５区 S―２０
TGK１―０１２ ４１．１１３４ １２．０９３９ ９．８９４６ ―０．０５７８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．５６４８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．０９ 楔形石器 第１２６図７７ １８５区 S―２７
TGK１―０１３ ３９．５６４５ １４．２３２４ ９．７８９４ ―０．０６１１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．６２７５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５７．８１ 石核 第１４９図２８６ １８５区 S―３３
TGK１―０１４ ４０．４８３５ １１．８９４７ ９．４３９９ ―０．１１９５ 判別不可 ― ― ― ― ― 石錐 第１２４図５７ １８５区 S―３７
TGK１―０１５ ２３．２３７０ ２８．３８９６ ７．７１７４ ０．２１０６ 恩馳島系 １．００００ ０．９０３１ 砂糠崎系 ０．００ ３５．１６ MF １８５区 S―３９
TGK１―０１６ ４３．３９２３ １２．３５００ ９．８５７２ ―０．０５７０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．９０３０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３４．９９ MF 第１３８図１８５ １８５区 S―４１
TGK１―０１７ ３９．９８５６ １５．４１６９ ９．８４３６ ―０．０４５４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．７９９７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５９．１８ MF 第１３８図１８１ １８５区 ２トレンチ一括
TGK１―０１８ ４１．２６４７ １５．７４８４ １０．４４７８ ―０．０７７６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．３２５６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６８．７７ MF 第１３６図１６６ １８６区 S―３
TGK１―０１９ ４０．４２２４ １３．５９０７ ９．８００１ ―０．０４１７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．６４１３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．６８ 石核 第１４６図２６１ １８６区 S―４
TGK１―０２０ ４１．８９５５ １３．７６３７ ９．９０１９ ―０．０４９３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．６２４８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．５２ 楔形石器 第１２６図８４ １８６区 S―５
TGK１―０２１ ４１．２９８３ １２．６７２０ ９．５６７９ ―０．０３８５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．６０３２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３９．４２ MF 第１３７図１７６ １８６区 S―６
TGK１―０２２ ４０．１２８１ １５．１０３５ ９．８５１９ ―０．０５８７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．６９００ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５９．００ MF 第１３７図１７８ １８６区 S―１０
TGK１―０２３ ４１．０９４９ １１．０６９６ ９．７２１０ ―０．０４９４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．０００７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４１．６４ 石鏃 第１２２図１６ １８６区 S―１１
TGK１―０２４ ３９．２３０３ １５．２１４６ ９．９２０４ ―０．１０５３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．２２１１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７４．２０ MF 第１３６図１６７ １８６区 S―１７
TGK１―０２５ ４１．０４３６ １４．５６２５ ９．５８２８ ―０．０５０７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．１８４６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４９．４８ 石鏃未製品 第１２３図４８ １８６区 S―１８
TGK１―０２６ ３９．５１５９ １５．７１９１ ９．８８６３ ―０．０５０８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．１４８８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６４．１１ 石核 第１４２図２３６ １８６区 S―２１
TGK１―０２７ ２５．０９５２ ２５．９４７０ ７．５６０７ ０．２２４４ 恩馳島系 １．００００ ３．７７８０ 砂糠崎系 ０．００ ４３．９９ 石匙 第１２５図６６ １８６区 S―２３
TGK１―０２８ ４３．７７９１ １２．８８０１ ９．６８７９ ―０．０８１１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．９４５６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．０５ MF 第１３７図１７９ １８６区 S―２４
TGK１―０２９ ２３．５２２４ ２９．１１４１ ７．３２８７ ０．２２７９ 恩馳島系 １．００００ ２．１３０５ 砂糠崎系 ０．００ ４５．９５ 石鏃 第１２２図３ １８６区 S―２６
TGK１―０３０ ４３．２１１２ １４．２６９６ ８．９１５０ ―０．１０７５ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２３図３２ １８６区 S―２９
TGK１―０３１ ２３．０４６９ ２９．７１４３ ７．６４６４ ０．２２１１ 恩馳島系 １．００００ ２．２５０４ 砂糠崎系 ０．００ ４５．７６ MF 第１３６図１６５ １８６区 一括
TGK１―０３２ ４０．２３９４ １５．４０３５ ９．４３６４ ―０．０５１１ 西霧ヶ峰系 １．００００ １１．６８０４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５５．８３ 石錐 第１２４図６５ １８６区 S一括
TGK１―０３３ ４４．６４０６ １２．７３５３ ９．６５９３ ―０．０４９３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １１．８３１７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３４．０８ 石核 第１４０図２１３ １９５区 S―５６１
TGK１―０３４ ４１．１４７８ １３．３６５５ ９．８７３１ ―０．３３８７ 判別不可 ― ― ― ― ― RF 第８８図２６ １９５区石器

集中地点
S―６３０

TGK１―０３５ ４３．９９３１ １３．３２４０ ８．６６４６ ―０．２０６１ 判別不可 ― ― ― ― ― 石核 第１４５図２５５ １９５区 S―６４５
TGK１―０３６ ３９．１７４２ １２．７９１４ ９．５２０７ ―０．０３６８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．４００４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．２７ 石核 第１４４図２５１ １９５区 S―６５８
TGK１―０３７ ４１．８８５９ １３．９９８５ ９．４２６６ ―０．０５３３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．２２３６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．１２ 石核 第１４０図２１２ １９５区 S―７２０
TGK１―０３８ ４４．５８１０ １１．３８６６ ９．２８０３ ―０．０２５５ 西霧ヶ峰系 ０．９２２２ １７．７６７１ 和田峠・鷹山系 ０．０８ ２２．７１ 石核 第１４１図２２２ １９５区 S―７８４
TGK１―０３９ ４０．４５８１ １４．３７８７ ９．４５０１ ―０．０６８２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １０．２１０４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．１２ 削器 第１２７図９４ １９５区 S―７９８
TGK１―０４０ ４３．３３７１ １４．７８８８ ９．４８４９ ―０．０６０３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １７．８２８８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５１．３３ 楔形石器 第１２６図８３ １９５区 S―８３３
TGK１―０４１ ４０．０２３６ １２．８３５４ ９．７４２７ ―０．０５８２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．０８１１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．８８ RF 第１３９図２０４ １９５区 S―８６６
TGK１―０４２ ３９．７２８９ １５．０００９ １０．０８３３ ―０．０５５４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．３３６６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．２０ 石核 第１４４図２５３ １９５区 S―８９３
TGK１―０４３ ４１．６２１５ １４．２７５４ ９．６５６７ ―０．０３２６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．４６６２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．８９ 石鏃 第１２２図１７ １９５区 S―９０１
TGK１―０４４ ４３．０５２６ １１．６１７８ ９．７２１８ ―０．０５５１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．００１０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３２．４６ 石核 第１４５図２５６ １９５区 S―９０８
TGK１―０４５ ４０．７６８７ １３．４７９０ １０．０６１３ ―０．０４９０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．７７４３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４９．６８ 石鏃 第１２２図１３ １９５区 S―９１０
TGK１―０４６ ４１．５８１４ １３．３７５１ ９．５６８６ ―０．０６６３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．３４０２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．０１ 原石 １９５区 S―９１１
TGK１―０４７ ４２．２０９８ １３．８９２０ ９．６２７７ ―０．１６４３ 判別不可 ― ― ― ― ― MF 第１３６図１６２ １９５区 S―９１４
TGK１―０４８ ４０．２８２２ １２．１０８３ ９．９２６４ ―０．０４４７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．５５９２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４９．１４ 楔形石器 第１２６図８２ １９５区 S―９１６
TGK１―０４９ ４３．４２７７ １２．０３３４ ９．７６６５ ―０．０５３７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．３５３２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３２．６８ 削器 第１２７図９７ １９５区 S―９１７
TGK１―０５０ ４２．８７６０ １２．７４６６ ９．７７１３ ―０．０４２４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．４３６７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３５．１３ 剥片 １９５区 S―９２２
TGK１―０５１ ３８．３９８３ １２．６８６４ ９．８４１８ ―０．０４９４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．０９２５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６４．８９ 石核 第１４９図２８５ １９５区 S―９２８
TGK１―０５２ ４０．３８９７ １３．５４６７ １０．１２６８ ―０．０７６７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．８７９４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．４５ 石錐 第１２４図６１ １９５区 S―９３５
TGK１―０５３ ４３．７９７９ １１．５５２５ ８．６７０５ ―０．２２９７ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２３図３５ １９５区 S―９４４
TGK１―０５４ ４０．１３０９ １４．７０４０ ９．９１８３ ―０．０５７３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．９４９２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５７．３５ 石核 第１４５図２５７ １９５区 S―９４６
TGK１―０５５ ４０．２３０３ １３．４１４５ ９．７７７８ ―０．０５６６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．５５５４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．８１ MF 第１３７図１７５ １９５区 S―９４８
TGK１―０５６ ４１．４３７７ １４．４３３３ ９．９５０１ ―０．０４８６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．５０７９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４９．７２ 石鏃 第１２３図２６ １９５区 S―９４９
TGK１―０５７ ４１．９５９６ １３．０１２５ ９．６０１６ ―０．０４７５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．９３４０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３８．９９ MF 第１３８図１８３ １９５区 S―９５３
TGK１―０５８ ４１．４７０２ １３．５４３９ ９．７１６４ ―０．１２２７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １９．３５０８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．６３ 石核 第１４４図２５２ １９５区 S―９５４
TGK１―０５９ ４５．８２０７ １１．９５２０ ７．５１６４ ―０．１０３３ 判別不可 ― ― ― ― ― 石核 第１４８図２８２ １９５区 S―９５７
TGK１―０６０ ３８．５１１１ １３．４４６５ ９．７０００ ―０．０４４８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．６４８７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６１．４７ 石核 第１４２図２３４ １９５区 S―９６１
TGK１―０６１ ４２．５０９０ １３．８０９１ ９．６５４１ ―０．００７６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．９２４９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３６．３５ 石核 第８１図１０１ １９５区６７土 S―９６３
TGK１―０６２ ４２．５６９４ １５．０３４９ １０．０６０７ ―０．０６５６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １０．６４６３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５５．８２ 石核 第１３９図２０６ １９５区 S―９６８
TGK１―０６３ ４１．３４３６ １３．７４９４ ９．９０３９ ―０．０５８９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．０８７７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４７．９６ 削器 第１２７図９６ １９５区 S―９７１
TGK１―０６４ ３９．３８７３ １２．３７４６ ９．８５２６ ―０．０５５５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．０６６５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．３８ 石鏃 第１２２図６ １９５区 S―９７３
TGK１―０６５ ４０．３８７５ １４．３９１７ ９．７４０９ ―０．０３２９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．８６１６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．１０ 石鏃 第１２３図３８ １９５区 Q―１１一括
TGK１―０６６ ４１．０１８４ １５．７９０７ ９．４７１６ ―０．０２４８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １５．２７６７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５２．２６ 石核 第１４１図２２３ １９１１区 S―２
TGK１―０６７ ２３．５１５０ ２６．６８８９ ７．７２９０ ０．２２４２ 恩馳島系 １．００００ ２．９９０２ 砂糠崎系 ０．００ ４９．６９ 石鏃 第１２２図２５ １９１１区 S―９
TGK１―０６８ ４０．４０３３ １２．３４０１ ９．９５０９ ―０．０２９２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．０９７４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４７．９０ 石鏃 第１２２図２４ １９１１区 S―１４
TGK１―０６９ ２３．５９９６ ２７．４９２９ ８．０２９３ ０．２１３９ 恩馳島系 １．００００ ５．１０４５ 砂糠崎系 ０．００ ４５．３５ 掻器 第１３１図１７３ １９１１区 S―１９
TGK１―０７０ ４１．６２２１ １３．４３４５ ９．８１８５ ―０．０６０２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．４５４９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．２０ 石鏃 第１２３図３４ １９１１区 S―２１
TGK１―０７１ ２５．８３９１ ２７．５６５３ ７．６２４８ ０．２１２１ 恩馳島系 １．００００ ４．８４５５ 砂糠崎系 ０．００ ３２．５４ 石核 第１４８図２８３ １９１１区 S―２２
TGK１―０７２ ４０．６８５７ １３．８６６７ ９．６５７０ ―０．０５５９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．１５８７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．８９ 削器 第１２７図９５ １９１１区 S―２５
TGK１―０７３ ３９．０９３５ １３．２８２８ ９．８０２６ ―０．０６２５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．２３４３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５９．２３ 石核 第１４４図２４９ １９１１区 S―２７
TGK１―０７４ ３９．９６８９ １４．１２５５ ９．５７０８ ―０．０２０９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．９１０５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．９４ 削器 第１２７図８９ １９１１区 S―３２
TGK１―０７５ ４０．０９０２ １４．００２９ ９．３９３９ ―０．０２５１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．３２９８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４６．５１ 石鏃 第１２２図１４ １６３区 S―１
TGK１―０７６ ２４．１７７３ ２４．１２２９ ７．６０９６ ０．２１５７ 恩馳島系 １．００００ ３．３１１０ 砂糠崎系 ０．００ ３９．５７ 掻器 第１３１図１３１ １６３区 S―２
TGK１―０７７ ３８．７２４２ １３．６４２４ ９．４５８５ ―０．０６３４ 西霧ヶ峰系 １．００００ １２．４５５９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５９．１２ 石核 第１４２図２３０ １６３区 S―４
TGK１―０７８ ４１．５７１４ １１．９０４０ ９．５３７３ ―０．０４４７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．８７７７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３７．１５ 石鏃未成品 第１２４図５５ １６３区 S―７
TGK１―０７９ ２３．０７７１ ２９．９３１２ ７．６６４８ ０．２２７５ 恩馳島系 １．００００ ３．６６４１ 砂糠崎系 ０．００ ５３．７５ MF 第１３７図１７２ １６３区 S―８
TGK１―０８０ ２３．６３９０ ２４．７７５２ ７．７０６７ ０．２２１４ 恩馳島系 １．００００ ３．６１２９ 砂糠崎系 ０．００ ４７．７３ MF 第１３７図１６９ １６３区 S―１０
TGK１―０８１ ３８．７５６４ １５．４８４１ ９．９１５５ ―０．０５０１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．０４８９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６７．３３ 石核 第１４８図２７９ １６３区 S―１８
TGK１―０８２ ４１．９０３６ １３．１９６３ １０．０９１４ ―０．０４６７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．６０４２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．０８ 石核 第１４６図２６３ １６３区 S―２８
TGK１―０８３ ４２．２０３５ １３．８８４７ １０．０５０６ ―０．０６０７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．４２１６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４７．２１ 石核 第１４１図２２７ １６３区 S―２９
TGK１―０８４ ３８．９１４７ １３．４４８０ ９．６３５９ ―０．０５６４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．７２７７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５８．３５ 石核 第１４５図２５８ １６３区 S―３１
TGK１―０８５ ４２．９２３２ １３．６５８３ ９．５１４６ ―０．０４９９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．０５５９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４０．２１ 石核 第１４０図２１６ １６３区 S―３４
TGK１―０８６ ４０．８９７７ １３．１９１６ ９．４８３１ ―０．０５３９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．９７６９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．２０ MF 第１５１図２９７ １６３区 S―４７
TGK１―０８７ ２５．６６３２ ２７．０４４４ ７．５４１１ ０．２３８０ 恩馳島系 １．００００ ７．４２７９ 砂糠崎系 ０．００ ５９．９７ 石鏃 第１２２図２０ １６３区 S―５１
TGK１―０８８ ２３．３０１２ ２５．８５３１ ７．７３９１ ０．２１９２ 恩馳島系 １．００００ ２．５２８５ 砂糠崎系 ０．００ ４５．３６ 石核 １６３区 S―５４
TGK１―０８９ ４０．３４１２ １４．５８２４ １０．３８１８ ―０．０５５２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．８９４２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６０．４４ 剥片 第１５１図３０１ １６３区 S―５６
TGK１―０９０ ４０．１１３６ １４．８６９５ ９．６７６２ ―０．０４０９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．７７７０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．７０ 石核 １６３区 S―６２
TGK１―０９１ ４１．３６５５ １６．５３７８ １０．１５８２ ―０．０５８１ 西霧ヶ峰系 １．００００ １６．４２８０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６８．７５ 石核 第１４２図２３１ １６３区 S―６４
TGK１―０９２ ４２．２２１３ １２．９３３１ ９．０２５２ ―０．０３６３ 西霧ヶ峰系 ０．９９９３ １９．５９７２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３４．１４ 石鏃 第１２２図４ １６３区 S―６５
TGK１―０９３ ２１．２３６７ ２７．８３９９ ７．５２７３ ０．２３０７ 恩馳島系 １．００００ ２．７２７１ 砂糠崎系 ０．００ ５９．７６ MF 第１３６図１６１ １６３区 S―６９
TGK１―０９４ ４０．６１９３ １３．８８８０ ９．９３３６ ―０．０７２７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．３１３６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５４．２５ RF 第１３９図２０５ １６３区 S―７０
TGK１―０９５ ２１．５６３１ ３１．４５９３ ７．１２８８ ０．２２０４ 恩馳島系 １．００００ ３．９１０６ 砂糠崎系 ０．００ ４４．７９ 石錐 第１２４図５９ １６３区 S―７２
TGK１―０９６ ２７．０６１９ ２７．５１６６ ７．１１３２ ０．２３０４ 恩馳島系 １．００００ １１．２２４４ 砂糠崎系 ０．００ ４５．７１ 石核 第１４６図２６０ １６３区 S―８７
TGK１―０９７ ３９．１７１５ １４．７１３２ ９．９１３６ ―０．０５８８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．２７１２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．７９ 石核 第１４１図２２９ １６３区 S―８８
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試料№ Rb分率 Sr 分率 Mn×１００／Fe Log（Fe/K） 候補１ 確率 距離 候補２ 確率 距離 器種 図版番号 年度 調査区 注記番号
TGK１―０９８ ４２．８８６３ １２．８７０２ ９．７９５１ ―０．０３７２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．３４０９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３５．０２ RF 第１３９図２０３ １６３区 S―９２
TGK１―０９９ ４１．９０６０ １３．８０２２ ９．８２３９ ―０．０６２６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．７６８３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４６．５９ 石核 第１４１図２２５ １６３区 S―９３
TGK１―１００ ２７．４２４１ ２８．１５９５ ７．２５０７ ―０．０１０３ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃未成品 第１２４図５１ １６３区 S―１０２
TGK１―１０１ ４１．０９２８ １４．３５６８ ９．４６１６ ―０．０７７２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １１．８９１７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．４５ MF 第１３７図１７１ １６３区 S―１０３
TGK１―１０２ ４１．５７２６ １２．７３４７ ９．３２９２ ―０．０５５７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．９３７０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３９．６３ MF 第１３７図１７０ １６３区 一括
TGK１―１０３ ４３．０８４８ １４．８０１６ ９．４９０８ ―０．０２１９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １８．８２７６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４２．５７ 楔 １６３区 K―７G
TGK１―１０４ ２４．８７６７ ２６．９８４２ ７．２５０６ ０．２４５６ 恩馳島系 １．００００ ５．７０１３ 砂糠崎系 ０．００ ６３．２３ RF １７４区 S―５
TGK１―１０５ ５５．７９１８ ２．２４９２ １１．２５８６ ―０．０５１２ 和田峠系Ⅰ １．００００ ９．６８０６ 和田峠Ⅱ・鷹山系 ０．００ ３５．４６ 石核 第１５１図２９８ １７４区 S―１５
TGK１―１０６ ２４．６６５８ ２７．１２５１ ７．５７３６ ０．２１６０ 恩馳島系 １．００００ ２．１７６４ 砂糠崎系 ０．００ ３５．４６ 石核 第１４６図２６６ １７４区 S―１７
TGK１―１０７ ４３．４８０５ １２．９９６９ ９．１７６５ ―０．０３５７ 西霧ヶ峰系 ０．９９９５ １７．３３６５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３２．６９ 楔 第１２５図７１ １７４区 S―１８
TGK１―１０８ ４４．９５３２ １２．５９８９ ９．５８６１ ―０．０５７４ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．４２０４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３５．４４ MF 第１３７図１６８ １７４区 S―２０
TGK１―１０９ ５５．６９１３ ２．９４２８ １２．４９６４ ―０．０２３２ 和田峠・鷹山系 １．００００ １．１０７６ 男女倉系Ⅲ ０．００ ２９７．６１ MF 第１５１図２９９ １７４区 S―２６
TGK１―１１０ ５５．６２９０ １．７３４２ １１．９７４８ ―０．００９９ 和田峠・鷹山系 １．００００ ０．５７０６ 男女倉系Ⅲ ０．００ １８５．１３ MF 第１５１図３００ １７４区 S―２６
TGK１―１１１ ２６．７２４９ ２６．８５６０ ７．３９９３ ０．２３９６ 恩馳島系 １．００００ ９．８７９０ 砂糠崎系 ０．００ ５９．３３ 石匙 第１２５図６８ １７４区 S―２８
TGK１―１１２ ５３．４７８３ ５．０５８５ １１．５２３７ ―０．００５５ 和田峠系Ⅰ ０．９９９９ ２．１３７５ 和田峠Ⅱ・鷹山系 ０．００ ２０．２１ MF 第１３８図１８４ １７４区 S―３１
TGK１―１１３ ４３．３２９１ １３．５０１１ ９．６３１４ ―０．１３６８ 判別不可 ― ― ― ― ― RF 第１３９図２０７ １７４区 S―３７
TGK１―１１４ ２２．２９６２ ２６．２５８９ ７．２５１３ ０．２３２６ 恩馳島系 １．００００ ３．１６５０ 砂糠崎系 ０．００ ５４．３５ 石匙 第１２５図６７ １７４区 S―３８
TGK１―１１５ ３７．６９０２ １３．８２４１ １０．１４１７ ―０．１７２６ 判別不可 ― ― ― ― ― 石核 第１４１図２２０ １７４区 S―３９
TGK１―１１６ ４０．７６８２ １３．８２７７ １０．１８０２ ―０．０４８３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．０４５６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５２．００ 石鏃 第１２２図５ １７４区 S―４１
TGK１―１１７ ２４．２８７４ ２９．９１６０ ７．５５３９ ０．２１８４ 恩馳島系 １．００００ ３．６２３１ 砂糠崎系 ０．００ ４０．０２ 楔 第１２６図７４ １７４区 S―４２
TGK１―１１８ ４２．７５２４ １４．８７９６ ９．４６４４ ―０．０４８４ 西霧ヶ峰系 １．００００ １５．３９３１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．４３ 石鏃 第１２３図４３ １７４区 S―４８
TGK１―１１９ ４３．２５５８ １２．３１０５ １０．０１７３ ―０．０５９１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．４７６９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３６．１６ 石核 第１４１図２２１ １７４区 S―５０
TGK１―１２０ ４０．８１３５ １２．７００５ ９．８６５２ ―０．０２９０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．８２１０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．２０ RF １７４区 D―６
TGK１―１２１ ４１．９０３６ １４．１５２１ ９．６０１９ ―０．０５５５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．３１５０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４６．０８ 石鏃 １７４区 S―２４
TGK１―１２２ ３９．９５０８ １３．３９７５ ９．９７６３ ―０．０６６５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．８１６０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５５．６６ MF 第８８図２３ １９５区石器

集中地点
S―５１８

TGK１―１２３ ４０．２７８１ １２．３３１８ １０．０３３１ ―０．０６０６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．８８６２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５１．６２ MF 第８８図２４ １９５区石器
集中地点

S―６１１

TGK１―１２４ ４２．６４５５ １５．７４２５ ９．８４８１ ―０．０５１０ 西霧ヶ峰系 １．００００ １６．６９６３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５７．６２ MF 第１３７図１８０ １９５区 S―７７８
TGK１―１２５ ３９．４８５３ １３．７９２３ ９．０５１２ ０．００４６ 判別不可 ― ― ― ― ― MF 第１３７図１７３ １９５区 S―８６４
TGK１―１２６ ４０．５８１４ １３．２６５０ ９．３９４４ ―０．０８０３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．３３４２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．５０ 石錐 第１２４図６４ １９５区 S―５９９
TGK１―１２７ ４２．４１７８ １３．１７０７ ９．９４１４ ―０．０５１７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．５３５０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４０．７０ 石錐 第１２４図５８ １９５区 S―６４１
TGK１―１２８ ４１．５９１７ １２．４８７５ １０．２１４７ ―０．０６５９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．４０１８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．８５ 石錐 第１２４図６０ １９５区 S―７８０
TGK１―１２９ ４４．０２６５ １３．７４５０ ９．５８９３ ―０．０６２７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．４２６８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．２０ 石錐 第１２４図６３ １９５区 S―８１２
TGK１―１３０ ４３．１０６７ １２．７６７２ １０．１６３９ ―０．０５３４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．３８２３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３８．４３ 掻器 第１３１図１２８ １９５区 S―７２２
TGK１―１３１ ４０．３６３６ １２．１７７６ ９．４３０５ ―０．０４３７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．４９１８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．８８ 楔形石器 第１２６図７８ １９５区 S―７３１
TGK１―１３２ ４１．３７１９ １５．０４６７ ９．９３１８ ―０．０３２８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．９５４９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５１．１５ 楔形石器 第８８図１９ １９５区石器

集中地点
S―７６３

TGK１―１３３ ４３．３３１９ １２．５６６１ ９．６０２４ ―０．０５２７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．１８７９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３４．５３ 楔形石器 第１２５図７２ １９５区 S―８１９
TGK１―１３４ ３９．６６５６ １１．２９６４ ９．８９０８ ―０．０３６９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １０．６０００ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５４．９９ 削器 第８８図２１ １９５区石器

集中地点
S―５１３

TGK１―１３５ ４７．３５０７ ９．２６６４ ９．６２９６ ―０．２３８５ 判別不可 ― ― ― ― ― 削器 第８８図２０ １９５区石器
集中地点

S―６５６

TGK１―１３６ ４２．０１９０ １４．７０２１ ８．０５５５ ―０．２４１１ 判別不可 ― ― ― ― ― 削器 第１２７図９３ １９５区 S―８８２
TGK１―１３７ ２５．９５４１ ２５．５２８３ ７．３８９７ ０．２２８０ 恩馳島系 １．００００ ５．７５４８ 砂糠崎系 ０．００ ４４．９８ 削器 第１２７図９２ １９５区 S―８８３
TGK１―１３８ ４１．０２２７ １６．０４７９ １０．１６５５ ―０．０４５８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １２．００９４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．９９ 石鏃未製品 第１２４図５２ １９５区 S―５７３
TGK１―１３９ ４０．８２６６ １４．２７９３ ９．６２３４ ―０．０５２２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．４２３４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４９．２７ 石鏃未製品 第８８図１７ １９５区石器

集中地点
S―７６４

TGK１―１４０ ４２．４１９１ １３．０５３１ １０．０３７０ ―０．１０２４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．３０４４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５２．０７ 石鏃未製品 第８８図１８ １９５区石器
集中地点

S―７６６

TGK１―１４１ ４１．１４１１ １３．７１７１ ９．７３２６ ―０．０６２６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．４０５５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．１０ 石鏃未製品 第１２３図４５ １９５区 S―８９９
TGK１―１４２ ４１．２３５９ １４．７９９６ ９．３５５４ ―０．０２３９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．２３３８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．７０ 石鏃 第１２３図３７ １９５区 S―５９２
TGK１―１４３ ４２．２１８１ １３．３８９４ ９．９７２０ ―０．０４３０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．５０８０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４１．２６ 石鏃 第１２２図２３ １９５区 S―６０１
TGK１―１４４ ４０．６５７８ １５．５０９９ ９．９０２９ ―０．０６２９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．２４５９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６０．８７ 石鏃 第１２４図５０ １９５区 S―６０４
TGK１―１４５ ４２．１３９７ １３．７４７３ ９．６０１８ ―０．０５３０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．５３９７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４２．８０ 石鏃 第１２２図１２ １９５区 S―６０８
TGK１―１４６ ４０．９８０９ １３．５８６３ ９．４４９１ ―０．０５０８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．７６７５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．４８ 石鏃 第１２３図２７ １９５区 S―６４４
TGK１―１４７ ４３．５１１１ １３．２３９３ ９．６６９９ ―０．２８３２ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２２図１９ １９５区 S―６８５
TGK１―１４８ ４２．５７８５ １０．２８４０ ９．８９６６ ―０．０５６７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．９７２９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３３．９７ 石鏃 第１２３図２８ １９５区 S―７０１
TGK１―１４９ ４０．５２３６ １５．２６４０ ９．５６９９ ―０．０６０７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．１７２７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．９０ 石鏃 第１２２図２１ １９５区 S―７２８
TGK１―１５０ ４６．６４３２ １２．２７４５ ９．６６３９ ―０．２５５２ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２３図４６ １９５区 S―７５９
TGK１―１５１ ４２．４１９９ １４．１５３５ １０．０３２４ ―０．０５７４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．３１１９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４７．６１ 石鏃 第１２２図１０ １９５区 S―７８７
TGK１―１５２ ４１．２９７５ １３．４２９０ ９．８８０２ ―０．０５４２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．７４３４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．９１ 石鏃 第１２２図１５ １９５区 S―７９０
TGK１―１５３ ４０．１４４６ １２．６１７４ ９．８９８８ ―０．０４７９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．０８９５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．３２ 石鏃 第１２４図５３ １９５区 S―８０１
TGK１―１５４ ４１．９４０１ １３．０９１５ ９．６２１７ ―０．１８３４ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２２図７ １９５区 S―８０３
TGK１―１５５ ４１．５６９７ １３．３７７２ １０．１４０５ ―０．２８４１ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２２図２２ １９５区 S―８０８
TGK１―１５６ ４０．６７６０ １３．８１７５ １０．１２５８ ―０．１０６７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．０２０８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．８１ 石鏃 第１２４図５４ １９５区 S―８１７
TGK１―１５７ ４３．９９１７ １２．８３７６ ９．３０８７ ―０．１５７８ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２３図３１ １９５区 S―８５２
TGK１―１５８ ４１．５１９５ １２．８０７７ ９．４４２８ ―０．０２８６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．６５９４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３６．８２ 石鏃 第１２４図４９ １９５区 S―８７４
TGK１―１５９ ４１．３０７８ １１．６７２８ ９．８９３９ ―０．２７１９ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２３図２９ １９５区 S―８８７
TGK１―１６０ ３８．３２０５ １５．３１６１ １０．２５７８ ―０．０６４２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．４０９３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７５．７６ 石鏃 第１２４図５６ １９５区 一括
TGK１―１６１ ４１．０６２８ １３．３５９３ １０．４８９１ ―０．０９２０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．３７３７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５８．３８ 石鏃 第１２３図３３ １９５区 一括
TGK１―１６２ ４４．５３３５ １３．３９４２ ９．６６２１ ―０．０３４５ 西霧ヶ峰系 ０．９９９９ １５．９９５２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３５．３５ 石鏃 第１２３図３６ １９５区 一括
TGK１―１６３ ４５．２１９２ １２．７６８８ ９．５２３５ ―０．２７６７ 判別不可 ― ― ― ― ― 石鏃 第１２３図３９ １９５区 一括
TGK１―１６４ ４２．６８７１ １５．４００５ ９．６５１６ ―０．０７８０ 西霧ヶ峰系 １．００００ １７．９２４１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６１．４３ 石核 第８９図２９ １９５区石器

集中地点
S―５４３

TGK１―１６５ ４２．４４８１ １３．９７０１ １０．３１０７ ―０．０８１７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．７６６２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．２７ 石核 第９０図３７ １９５区石器
集中地点

S―５４５

TGK１―１６６ ３９．７８１０ １５．３０６７ １０．２３６３ ―０．０７６６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．７０４５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６８．５０ 石核 第８９図３１ １９５区石器
集中地点

S―５１４

TGK１―１６７ ４４．４６９９ １３．２７２２ ８．９１７４ ０．００８９ 判別不可 ― ― ― ― ― 石核 第９０図３８ １９５区石器
集中地点

S―５１９

TGK１―１６８ ４１．０９９０ １４．２１７３ １０．２１４０ ―０．０５３６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．１１９２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５２．９６ 石核 第９０図３９ １９５区石器
集中地点

S―５２３

TGK１―１６９ ４０．６７２６ １４．３０４４ １０．０６９７ ―０．０７４６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．８１９６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５７．３５ 石核 第９１図５０ １９５区石器
集中地点

S―５２４

TGK１―１７０ ４２．６５２７ １１．４９９２ １０．１８５０ ―０．０７４８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．１４４１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３９．３０ 石核 第８９図２８ １９５区石器
集中地点

S―５２５

TGK１―１７１ ４２．４８９４ １３．７９６７ ９．９４７１ ―０．３７１５ 判別不可 ― ― ― ― ― 石核 第１４８図２７８ １９５区 S―５２６
TGK１―１７２ ３９．１０２３ １２．５４６４ １０．１５８７ ―０．０５５９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．８７１２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．７６ 石核 第９０図４０ １９５区石器

集中地点
S―５４１

TGK１―１７３ ４３．５８１１ １５．７９６７ １０．０１９７ ―０．０７９３ 判別不可 ― ― ― ― ― 石核 第９０図４１ １９５区石器
集中地点

S―５４２

TGK１―１７４ ３９．８６３３ １５．２９７３ １０．２９２３ ―０．０７１２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．７８５２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６７．７２ 石核 第８９図３０ １９５区石器
集中地点

S―５４３

TGK１―１７５ ３９．６３９３ １３．７４２７ １０．３４９５ ―０．０６６５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．５１２４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．８５ 石核 第９０図４２ １９５区石器
集中地点

S―５４４

TGK１―１７６ ４０．８６１０ １４．１９７０ １０．３４３９ ―０．０７３０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．３２６７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５８．１６ 石核 第９１図４９ １９５区石器
集中地点

S―５４５

－５０－



試料№ Rb分率 Sr 分率 Mn×１００／Fe Log（Fe/K） 候補１ 確率 距離 候補２ 確率 距離 器種 図版番号 年度 調査区 注記番号
TGK１―１７７ ４０．０６４２ １３．４７４４ １０．１３５３ ―０．０８５５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．２６５４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５９．７１ 石核 第９１図４８ １９５区石器

集中地点
S―５４６

TGK１―１７８ ４０．１２６３ １３．０５８１ １０．０７８２ ―０．０９００ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．４１７９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５８．５２ 石核 第９１図４６ １９５区石器
集中地点

S―５４７

TGK１―１７９ ４２．１６１６ １３．７３９７ ９．７７３７ ―０．０９３７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．２９２３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．３２ 石核 第１４１図２２６ １９５区 S―５８７
TGK１―１８０ ４０．７８４１ １３．８９０８ １０．１６２５ ―０．０７３６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．１３０３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５５．５５ 石核 第１４６図２６２ １９５区 S―５８８
TGK１―１８１ ４１．６６９１ １０．３８６１ １０．１４６２ ―０．０６０８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．１３２９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４２．４５ 石核 第８９図３２ １９５区石器

集中地点
S―６１０

TGK１―１８２ ３７．５４９６ １８．１１８１ ９．８３９９ ―０．０５２１ 西霧ヶ峰系 １．００００ １８．５８９５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ８８．５０ 石核 第８９図３５ １９５区石器
集中地点

S―６１６

TGK１―１８３ ４０．２２１５ １３．６９２５ ９．８３５０ ―０．０５９３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．０７４１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５２．５２ 石核 第９１図５１ １９５区石器
集中地点

S―６２２

TGK１―１８４ ４３．０８４５ １３．３５１７ ９．９５９６ ―０．０５７３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．８４８９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４１．１５ 石核 第８９図３３ １９５区石器
集中地点

S―６２３

TGK１―１８５ ４３．４８５８ １４．０３１３ ９．８７３９ ―０．０７８０ 西霧ヶ峰系 １．００００ １０．１８３４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．４５ 石核 第９１図４４ １９５区石器
集中地点

S―６２４

TGK１―１８６ ４１．１０４８ １０．８７１９ ９．７５６９ ―０．０６８０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．８５３４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．９１ 石核 第９０図４３ １９５区石器
集中地点

S―６２６

TGK１―１８７ ４０．３６７５ １４．７２６５ ９．８１４９ ―０．０７４１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．５２２４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５８．７０ 石核 第９１図４７ １９５区石器
集中地点

S―６２７

TGK１―１８８ ３９．７７８３ １６．４１７１ １０．３４２５ ―０．０８０５ 西霧ヶ峰系 １．００００ １１．５９８６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７７．７７ 石核 第９１図４５ １９５区石器
集中地点

S―６３６

TGK１―１８９ ３８．９４７６ １５．７４９８ １０．１７８４ ―０．０８１３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．５７２２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７５．３５ 石核 第８８図２５ １９５区石器
集中地点

S―６３７

TGK１―１９０ ４４．０４１７ １０．９３０８ ９．１２６９ ―０．２８０５ 判別不可 ― ― ― ― ― 石核 第９０図３６ １９５区石器
集中地点

S―６４９

TGK１―１９１ ４０．９５０９ １４．２４８１ １０．５３８１ ―０．０７５８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．９２１４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６０．４７ 石核 第１４１図２２４ １９５区 S―７０４
TGK１―１９２ ４１．６６０８ １４．６４３４ １０．０４４２ ―０．０７２２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．８２３３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５５．５３ 石核 第１４８図２７４ １９５区 S―７２３
TGK１―１９３ ４２．４３７５ １３．８１１１ １０．５７６８ ―０．０８２７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １０．８８７６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５４．２８ 石核 第１４９図２８４ １９５区 S―７２５
TGK１―１９４ ３９．４００５ １３．９３３１ ９．８０５０ ―０．０７５３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．３９２６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６０．２５ 石核 第１４０図２１５ １９５区 S―７３８
TGK１―１９５ ３８．８８７５ １５．２１７１ １０．４８４７ ―０．０７２０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．５１８７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７５．５３ 石核 第１４０図２１８ １９５区 S―７４３
TGK１―１９６ ４０．９９９３ １３．７８２４ １０．２２００ ―０．０６１０ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．５３６６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５２．５８ 石核 第８９図２７ １９５区石器

集中地点
S―７６５

TGK１―１９７ ４１．６４７７ １２．６２４９ ９．７１７９ ―０．０４３６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．４９４８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３９．２０ 石核 第８９図３４ １９５区石器
集中地点

S―７６７

TGK１―１９８ ４０．９２７９ １２．２７９３ ９．６９７９ ―０．０７９５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．５６６８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４７．５１ 石核 第１４４図２５０ １９５区 S―７７９
TGK１―１９９ ４１．５７５９ １４．５２１５ ９．６４０２ ―０．０６４７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．９２８０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５１．１０ 石核 第１４４図２４５ １９５区 S―７８２
TGK１―２００ ４０．８８３５ １５．８２３１ ９．８７２６ ―０．０９９８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １６．０３５１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７２．３８ 石核 第１４４図２４８ １９５区 S―８１０
TGK１―２０１ ４１．８８２４ １５．３６３１ ９．８１５６ ―０．０８６２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．１４６６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６３．４６ 石核 第１４８図２７７ １９５区 S―８１３
TGK１―２０２ ４０．４７７５ １４．０００４ １０．１７５８ ―０．０６９１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．９６９５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．８８ 石核 第１４６図２６５ １９５区 S―８２３
TGK１―２０３ ４０．３４３８ １３．９８２０ １０．０３０２ ―０．０７２３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．９２６３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．６６ 石核 １９５区 S―１４１
TGK１―２０４ ３９．８７１７ １２．００５６ ９．５１５５ ―０．０４９１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．８４８８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．６４ 石核 第１４８図２８１ １９５区 S―８３４
TGK１―２０５ ４０．５４６４ １５．１３１８ １０．１００５ ―０．０７８０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．８４６０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６３．４５ 石核 第１４２図２３５ １９５区 S―８４１
TGK１―２０６ ４１．８７８８ １４．７４９１ １０．１７５２ ―０．０６７９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．４５１１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５５．７０ 石核 第１４１図２２８ １９５区 S―８５６
TGK１―２０７ ４０．６５７７ １２．９５６１ ９．８３５２ ―０．０７４９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．１８２５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．５４ 石核 第１４８図２７５ １９５区 S―８６０
TGK１―２０８ ４２．４４８３ １４．２９９２ ９．５３５８ ―０．０７８２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １２．４５９０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５１．９７ 石核 第１４０図２１７ １９５区 S―８７１
TGK１―２０９ ４１．７４５８ １３．３６２１ ９．９８６７ ―０．０７４４ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．３１６６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．１９ 石核 第１４４図２４６ １９５区 S―８７５
TGK１―２１０ ４３．４５７７ １３．６７４４ １０．０４２２ ―０．０７１３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．６１２６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４６．２９ 石核 第１４４図２４７ １９５区 S―８８６
TGK１―２１１ ４２．０４９４ １２．０８９６ １０．１５９２ ―０．２４６２ 判別不可 ― ― ― ― ― 石核 第１４８図２８０ １９５区 S―８９０
TGK１―２１２ ４２．２６７８ １１．３９５８ ９．８２６１ ―０．０５３０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．２６９２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３５．５４ 原石 １６２区 ２・３住 S―５３
TGK１―２１３ ４１．８５３３ １３．０１７２ ９．３８３４ ―０．０３１９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．７３４４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３６．０８ 原石 １６３区 ３・２住 Sー４８
TGK１―２１４ ４１．７７３３ １３．６０６９ ９．９０２０ ―０．０５７１ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．５７５３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．４４ 原石 １６３区 ３・S―５
TGK１―２１５ ４１．８０３３ １０．９９４０ ９．５８４７ ―０．０４２３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．０９８１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３５．２７ 原石 １６３区 ３・S―２３
TGK１―２１６ ４１．０４６０ １４．４０３９ ９．１５１８ ―０．０４４４ 西霧ヶ峰系 １．００００ １７．０３５０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．３９ 原石 １６３区 ３・S―７７
TGK１―２１７ ２３．０２１９ ２７．９０４６ ７．５３８６ ０．２１９０ 恩馳島系 １．００００ ０．７１８２ 砂糠崎系 ０．００ ４０．６７ 原石 １６３区 ３・S―９０
TGK１―２１８ ４２．４７９９ １２．８６８２ ９．７６５７ ―０．０３５１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．６１４２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３５．８４ 原石 １８５区 ５・２トレ S―３２
TGK１―２１９ ４２．９０５２ １４．２９３４ ８．８８１６ ―０．００５９ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １８６区 ６・S―９
TGK１―２２０ ３９．６４２２ １３．５９６３ ９．９０５２ ―０．０５７７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．１８９２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．３３ 原石 １８６区 ６・S―２５
TGK１―２２１ ４３．５８６５ １１．３４１０ ８．２２８６ ―０．０２８８ 男女倉系Ⅲ ０．９９７７ １４．５９４６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ２６．７４ 原石 １８６区 ６・S―２７
TGK１―２２２ ４１．５０９７ １２．０２１３ ９．５５８０ ―０．０４３５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．３６１５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３７．６３ 原石 １９５区 ５・S―５１０
TGK１―２２３ ３９．４４６８ １４．４０１６ ９．７９１０ ―０．０５７０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．６４０９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５８．５１ 原石 １９５区 ５・S―５１６
TGK１―２２４ ４１．７７６８ １２．０９２２ ８．４０７４ ０．０３１２ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９５区 ５・S―５２０
TGK１―２２５ ４２．４５０２ １４．１２８８ ９．００５５ ０．１１３６ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９５区 ５・S―５５０
TGK１―２２６ ３９．８４９５ １３．７５２９ ８．９８２４ ―０．０１２２ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 第１５９図３６８ １９５区 ５・S―５５９
TGK１―２２７ ３８．６５３７ １３．９０２０ １０．３６０２ ―０．０５４６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．６６０９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７０．３６ 原石 １９５区 ５・S―５８１
TGK１―２２８ ４１．１２６５ １１．００８０ ９．２９６４ ―０．０６１６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １７．０４７３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４０．２２ 原石 １９５区 ５・S―５９５
TGK１―２２９ ４１．８１２１ １３．９０８１ １０．１０１３ ―０．２３８４ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９５区 ５・S―６５１
TGK１―２３０ ４７．０００４ １１．２８３６ ８．３６５６ ―０．２７６６ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９５区 ５・S―６９９
TGK１―２３１ ４１．３７６３ １２．９９４４ １０．００１１ ―０．０５５４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．３７０２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．１８ 原石 １９５区 ５・S―７０２
TGK１―２３２ ４０．４１５７ １３．２１１０ ９．８７３７ ―０．０５７３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．６４４７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．１７ 原石 １９５区 ５・S―７１５
TGK１―２３３ ４１．８７９１ １２．６２５８ ９．７３５４ ―０．０５８４ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．９２３１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４０．４１ 原石 第１５９図３６７ １９５区 ５・S―７３６
TGK１―２３４ ４１．１４８７ １３．８４６９ ９．１８７７ ―０．０１０４ 西霧ヶ峰系 １．００００ １６．５７５７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３８．２６ 原石 １９５区 ５・S―７４０
TGK１―２３５ ４０．１９２０ １３．４４２６ ９．８２８４ ―０．０４６７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．２５２９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．４５ 原石 １９５区 ５・S―７４１
TGK１―２３６ ４０．８４３５ １１．８６３０ ９．９１２５ ―０．０５３６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．６８４２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．４０ 原石 １９５区 ５・S―７４９
TGK１―２３７ ４１．４９６４ １４．４８２１ ９．９７６２ ―０．１１０５ 西霧ヶ峰系 １．００００ １２．１４８０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６５．０５ 原石 １９５区 ５・S―７５５
TGK１―２３８ ４３．９５４７ １５．１２０２ ９．２０１６ ―０．０２９７ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９５区 ５・S―７５６
TGK１―２３９ ４１．９２３３ １２．５８４１ ９．５２０９ ―０．００２３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １３．３０２１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３３．３３ 原石 １９５区 ５・S―７５８
TGK１―２４０ ４２．１５０７ １２．０６１４ ９．６５６８ ―０．０３９３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．３３７２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３４．６３ 原石 １９５区 ５・S―７９６
TGK１―２４１ ４１．５６１７ １２．１０２４ ８．７７７１ ―０．１８７５ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９５区 ５・S―８０７
TGK１―２４２ ４２．１６３８ １３．４１６８ ９．８２８３ ―０．０５５６ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．３８３２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４２．６２ 原石 １９５区 ５・S―８１１
TGK１―２４３ ３８．９６７８ １４．８２７８ １０．２８７６ ―０．０３５１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．９９７４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６７．７０ 原石 １９５区 ５・S―８２９
TGK１―２４４ ３８．８４２７ １４．９６８３ ９．８２５４ ―０．０６２８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．２６９７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６５．３２ 原石 １９５区 ５・S―８４２
TGK１―２４５ ４５．１３１０ １０．４５７１ ８．７１７２ ―０．２６３１ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９５区 ５・S―８４４
TGK１―２４６ ３９．３７３９ １２．６３１８ １０．００９４ ―０．０４６０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．９１０８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５７．８１ 原石 １９５区 ５・S―８４６
TGK１―２４７ ４１．７５４６ １２．５３８１ ９．２５４５ ―０．００４５ 西霧ヶ峰系 ０．９９９６ １６．４１６６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３２．２２ 原石 １９５区 ５・S―８４７
TGK１―２４８ ４０．０２７６ １６．０２２５ ９．７４３１ ―０．０２９０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．９１７９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５９．４９ 原石 １９５区 ５・S―８４９
TGK１―２４９ ４０．３９６０ １１．９２７２ ９．９１５２ ―０．０６００ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．２６１９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４９．３１ 原石 １９５区 ５・S―８６９
TGK１―２５０ ４３．６３５８ １１．８５２２ ９．８１３０ ―０．１３６５ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９５区 ５・S―８８８
TGK１―２５１ ３９．８４１７ １３．９１４１ ９．５７０５ ―０．０１１１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．８９１８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．９１ 原石 １９５区 ５・S―８９２
TGK１―２５２ ４３．５５０６ １３．９５３３ １０．０４８１ ―０．０４５９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １１．４６０７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４２．６８ 原石 １９５区 ５・S―９００
TGK１―２５３ ４１．９７９６ １３．６４３５ ９．２１１１ ―０．０２７７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １４．４４５４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３６．８３ 原石 １９５区 ５・S―９１８
TGK１―２５４ ４１．５２４３ １４．４２７６ ９．４３１６ ―０．０３２９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １０．００２６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．６３ 原石 １９５区 ５・S―９３０
TGK１―２５５ ４１．３８６２ １３．２０７１ １０．５５７１ ―０．０４５２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １０．７２２９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５０．４９ 原石 １９５区 ５・S―９３７
TGK１―２５６ ４１．９１７２ １４．４３５７ ９．０６５３ ―０．０１２７ 判別不可 ― ― ― ― ― 原石 １９１１区 １１・S―１２
TGK１―２５７ ４１．４１９７ １２．８６６８ １０．０１６９ ―０．０４８８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．００９８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．９１ 原石 １９１１区 １１・S―３０
TGK１―２５８ ４０．３２５２ １３．９２７７ １０．３３７３ ―０．０６９５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．２１８２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５９．１８ 剥片 １６２区 ２・深掘り地点３―１
TGK１―２５９ ４０．３８５３ １５．６６４１ ８．７３６６ ―０．０５６４ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １６２区 ２・深掘り地点３―２
TGK１―２６０ ４３．２４２４ １４．５４０３ ９．９６２６ ―０．０５４７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １１．３４２２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．６８ 剥片 １６２区 ２・深掘り地点３―３
TGK１―２６１ ４２．１３７０ １４．０５０３ ９．８１２３ ―０．０４７３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．６０３４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．４８ 剥片 １６３区 ３・S―６
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TGK１―２６２ ２５．６４２９ ２６．２６３０ ７．７１３３ ０．２３１４ 恩馳島系 １．００００ ７．４７９２ 砂糠崎系 ０．００ ５５．９５ 剥片 １６３区 ３・S―９
TGK１―２６３ ３９．９８４８ １４．６０６５ ９．９１６３ ―０．０５４８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．６３８７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５７．２６ 剥片 １６３区 ３・S―１３
TGK１―２６４ ４２．８４９７ １３．１１４９ ９．９９６３ ―０．０６１４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．２０８８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４１．３０ 剥片 １６３区 ３・S―１４
TGK１―２６５ ２５．４８５９ ２６．００１６ ７．５３０６ ０．２２４２ 恩馳島系 １．００００ ４．３６８１ 砂糠崎系 ０．００ ４２．９０ 剥片 １６３区 ３・S―２１
TGK１―２６６ ４０．３５３４ １５．４２６１ １０．１１９９ ―０．１０４９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １１．６７５３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７３．０３ 剥片 １６３区 ３・S―２４
TGK１―２６７ ２４．４３６４ ２６．２０９８ ７．６６３２ ０．２２２９ 恩馳島系 １．００００ ３．１２２３ 砂糠崎系 ０．００ ４５．０６ 剥片 １６３区 ３・S―３３
TGK１―２６８ ２３．８４２０ ２８．６９９１ ７．４７９３ ０．２２３６ 恩馳島系 １．００００ １．９７９２ 砂糠崎系 ０．００ ４３．０６ 剥片 １６３区 ３・S―３７
TGK１―２６９ ２１．０３５９ ２９．４５５５ ７．８３８２ ０．２１６５ 恩馳島系 １．００００ ３．１１８９ 砂糠崎系 ０．００ ５１．３２ 剥片 １６３区 ３・S―４２
TGK１―２７０ ４０．４５０４ １５．０２１９ ９．６９６９ ―０．０７４７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．６１３４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５９．４８ 剥片 １６３区 ３・S―４４
TGK１―２７１ １８．４４６５ ４５．７７０８ ６．４２２９ ０．２９７５ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １６３区 ３・S―５８
TGK１―２７２ ３８．４６８６ １３．３７３０ １０．３５５８ ―０．０７１８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ５．８１６０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７２．６２ 剥片 １６３区 ３・S―５９
TGK１―２７３ ４０．５５６２ １４．４８８７ ９．６０７１ ０．００４１ 西霧ヶ峰系 １．００００ １４．２４１７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４６．３１ 剥片 １６３区 ３・S―７８
TGK１―２７４ １５．１１９５ ４６．０２００ ６．３８９４ ０．２５５６ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １６３区 ３・S―８２
TGK１―２７５ ４２．６２５２ １１．８１４５ １０．１４５４ ―０．０６８９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．４１２２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３８．９９ 剥片 １６３区 ３・S―９３
TGK１―２７６ ２４．０１３２ ２４．３２８７ ７．５６８９ ０．２１０１ 恩馳島系 １．００００ ２．６５８２ 砂糠崎系 ０．００ ３３．８２ 剥片 １６３区 ３・S―９６
TGK１―２７７ ２１．８８５９ ２９．４０３１ ８．０８０８ ０．２３３１ 恩馳島系 １．００００ １２．１１５５ 砂糠崎系 ０．００ ７９．２７ 剥片 １６３区 ３・S―９７
TGK１―２７８ ５６．０９２１ ０．００００ １１．３８９９ ―０．１３４９ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １７４区 ４・S―１３
TGK１―２７９ ５４．３１９９ ４．７９０５ １１．７６３８ ―０．０２６７ 和田峠系Ⅰ ０．９８９７ ５．０７９３ 和田峠Ⅱ・鷹山系 ０．０１ １４．２１ 剥片 １７４区 ４・S―２１
TGK１―２８０ ４０．７７６０ １３．０４８０ ９．６１０６ ―０．３１４７ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １７４区 ４・S―２２
TGK１―２８１ ４１．６５３６ １３．８６９３ ９．４３０６ ―０．０５７１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．６２８０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．７２ 剥片 １７４区 ４・S―２３
TGK１―２８２ ４０．１５３９ １５．３５７２ ９．５８７０ ―０．０８７９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １４．７１９３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６５．２０ 剥片 １７４区 ４・S―２５
TGK１―２８３ ５５．２９４１ ２．７２７１ １２．１５８７ ―０．０３３１ 和田峠・鷹山系 １．００００ ０．８２４９ 男女倉系Ⅲ ０．００ ２２２．７３ 剥片 １７４区 ４・S―２９
TGK１―２８４ ５４．７８３９ ２．６４９４ １１．８１１５ ―０．００９６ 和田峠・鷹山系 １．００００ ０．１６１７ 男女倉系Ⅲ ０．００ １８５．７９ 剥片 １７４区 ４・S―３０
TGK１―２８５ ４０．７５４１ １３．１１１６ ９．２６１１ ―０．０７６６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １６．８９５４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．００ 剥片 １７４区 ４・S―４４
TGK１―２８６ ２７．７１３４ ２３．４９２７ ７．３１４５ ０．２３９３ 恩馳島系 １．００００ １３．０９９２ 砂糠崎系 ０．００ ６０．２７ 剥片 １７４区 ４・S―５２
TGK１―２８７ ３８．７５４２ １２．９６１４ １０．０７８６ ―０．１０６７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １２．６９３７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ７１．２１ 剥片 １７４区 ４・S―５３
TGK１―２８８ ４２．４１６４ １３．５８６０ ９．６１１８ ―０．２８３０ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １８５区 ５・S―１６
TGK１―２８９ ３９．６６５２ １４．９５３３ ９．８１７６ ―０．０２９１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．７１８３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．６７ 剥片 １８５区 ５・S―２３
TGK１―２９０ ４２．６４８４ １３．０３７２ ９．９２０７ ―０．０８０１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．３１３１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．１４ 剥片 １８５区 ５・S―２４
TGK１―２９１ ３９．９２３５ １４．８７６２ ９．５２４４ ―０．０４２８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．１９０６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．５２ 剥片 １８５区 ５・S―２９
TGK１―２９２ ３８．８４９５ １２．９２１０ ９．７２０５ ―０．１９６４ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １８５区 ５・S―３５
TGK１―２９３ ２５．４４５５ ２９．１６９０ ７．２０５３ ０．２３４８ 恩馳島系 １．００００ ６．９４３５ 砂糠崎系 ０．００ ５０．６３ 剥片 １８６区 ６・３７土 S―３３
TGK１―２９４ ４１．８４８４ １１．８４６３ ９．４４９５ ―０．０５９７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．９０５６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３７．４４ 剥片 １８６区 ６・S―２
TGK１―２９５ ４０．３１８５ １５．７５９２ ９．５２２１ ―０．２７９１ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １８６区 ６・S―８
TGK１―２９６ ４０．５５２６ １２．５７３５ １０．２１９９ ―０．０７１５ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．５７７９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．１３ 剥片 １８６区 ６・S―１３
TGK１―２９７ ４０．３４６２ １２．８０６６ １０．２４４３ ―０．０７７２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．８３８５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５５．９７ 剥片 １８６区 ６・S―１６
TGK１―２９８ ４１．５４６９ １２．９９４５ １０．０２４３ ―０．０６４３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．２８９０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．８７ 剥片 １８６区 ６・S―２０
TGK１―２９９ ４２．５４０９ １１．８７７０ ９．５２５２ ―０．２５４０ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １８６区 ６・S―３０
TGK１―３００ ４２．７９６３ １３．４４３５ ９．７９２８ ―０．０８８７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．３８３３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４９．３３ 剥片 １９５区 ５・S―５０２
TGK１―３０１ ４０．３２４９ １３．０１４６ ９．５９１０ ―０．０５８９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．７８４５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．１５ 剥片 １９５区 ５・S―５０６
TGK１―３０２ ４２．０３１４ １３．８８６９ ９．５５２５ ―０．０６５２ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．３３７０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４６．２６ 剥片 １９５区 ５・S―５０７
TGK１―３０３ ４１．１６９１ １２．９８５５ ９．６８８１ ―０．０６２８ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．５２７７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．０３ 剥片 １９５区 ５・S―５０８
TGK１―３０４ ４１．６５８４ １３．１７０４ ９．８０４０ ―０．０６４３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．４３９５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４４．６３ 剥片 １９５区 ５・S―５１７
TGK１―３０５ ４４．４９２５ １１．３６７２ １０．１７４６ ―０．０５８３ 西霧ヶ峰系 １．００００ ９．１５２３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ２９．８１ 剥片 １９５区 ５・S―５２２
TGK１―３０６ ４２．８４３５ １２．６１２２ １０．１４６１ ―０．０３７０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．２４３７ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３６．４０ 剥片 １９５区 ５・S―５６３
TGK１―３０７ ４０．１６２１ １４．０５１５ ９．３６１７ ―０．０１２８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １１．７９９０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．１５ 剥片 １９５区 ５・S―５７４
TGK１―３０８ ４２．５３４３ １４．３６７６ ９．４８９５ ―０．２７７１ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １９５区 ５・S―５７７
TGK１―３０９ ４５．５４８９ １１．８６８８ ７．７５８８ ―０．１３１７ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １９５区 ５・S―５７９
TGK１―３１０ ３８．８９９５ １５．１２３０ １０．０１３８ ―０．０６３５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．００７２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６７．８０ 剥片 １９５区 ５・S―５８９
TGK１―３１１ ４６．８１９２ １２．２９９９ ９．９５６４ ―０．３７５１ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １９５区 ５・S―５９１
TGK１―３１２ ４１．８７９１ １２．５９０４ ９．９４０２ ―０．０６８７ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．７３１４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４３．２５ 剥片 １９５区 ５・S―５９３
TGK１―３１３ ３６．１１５６ １６．１２４２ ９．８６１１ ―０．０７１１ 西霧ヶ峰系 １．００００ １５．４５６４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ９１．１７ 剥片 １９５区 ５・S―６０２
TGK１―３１４ ４２．６２４８ １２．０６６７ ９．９０６７ ―０．０５９２ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．８５１５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３６．７９ 剥片 １９５区 ５・S―６０３
TGK１―３１５ ４１．６１７８ １０．７０３５ １０．０２１３ ―０．２０６７ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １９５区 ５・S―６０６
TGK１―３１６ ４１．４４２１ １３．２１４８ １０．０３５５ ―０．０５２０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．８５３８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．４２ 剥片 １９５区 ５・S―６０９
TGK１―３１７ ３８．８６３３ １４．２９４５ ９．９７７５ ―０．０３３４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ３．５１８５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６２．６１ 剥片 １９５区 ５・S―６２０
TGK１―３１８ ４１．０２１２ １６．２２０３ ９．６１６５ ―０．０４６３ 西霧ヶ峰系 １．００００ １４．５０６０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６０．１６ 剥片 １９５区 ５・S―６２５
TGK１―３１９ ４０．２４１０ １１．１９０８ ９．８２９５ ―０．０７１９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ８．６４１０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５１．２９ 剥片 １９５区 ５・S―６２８
TGK１―３２０ ３９．３５１８ １４．８０８３ ９．７４２５ ―０．０１９４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．４６９０ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．６７ 剥片 １９５区 ５・S―６２９
TGK１―３２１ ３９．７５０５ １５．１０９０ １０．２２９３ ―０．２１４３ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １９５区 ５・S―６３３
TGK１―３２２ ４１．９６６１ １２．９８９９ ９．７２１５ ―０．０４５５ 西霧ヶ峰系 １．００００ ２．６６２１ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３９．２４ 剥片 １９５区 ５・S―６４７
TGK１―３２３ ３７．５６９４ １３．４６８１ ９．６５１１ ―０．０２５８ 西霧ヶ峰系 １．００００ １２．６６７６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６９．６１ 剥片 １９５区 ５・S―６５２
TGK１―３２４ ４２．７８６０ １３．５５３４ ９．６８１３ ―０．１０５７ 西霧ヶ峰系 １．００００ １４．４９６６ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５５．５０ 剥片 １９５区 ５・S―６５３
TGK１―３２５ ４３．１２２６ １２．３４６７ ９．７０２７ ―０．１６０９ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １９５区 ５・S―６６１
TGK１―３２６ ４２．２３４３ １１．４５６０ ９．３５３４ ―０．０５５５ 西霧ヶ峰系 １．００００ １０．６８９４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３４．０５ 剥片 １９５区 ５・S―６６８
TGK１―３２７ ４３．６４７０ １４．１７５９ ９．６５００ ―０．０２８６ 西霧ヶ峰系 １．００００ １５．６７５２ 和田峠・鷹山系 ０．００ ３９．５８ 剥片 １９５区 ５・S―６８０
TGK１―３２８ ４２．７２８０ １３．５０２４ ９．７６２４ ―０．０４９４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．９２０４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４０．２７ 剥片 １９５区 ５・S―６８２
TGK１―３２９ ４０．８３９５ １２．７０２５ ９．８５０３ ―０．０７１９ 西霧ヶ峰系 １．００００ １．６８９４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４８．４９ 剥片 １９５区 ５・S―６８８
TGK１―３３０ ３７．１３４６ １４．８２９９ １０．１３３１ ―０．０６４０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．０７８９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ８２．６９ 剥片 １９５区 ５・S―６８９
TGK１―３３１ ３９．９９６２ １５．９４３１ １０．２１６４ ―０．０６０９ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．２５９８ 和田峠・鷹山系 ０．００ ６８．５０ 剥片 １９５区 ５・S―６９５
TGK１―３３２ ４１．５７３９ １３．４５９９ ９．９２１４ ―０．０５８４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ０．８８５４ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４５．８５ 剥片 １９５区 ５・S―７０３
TGK１―３３３ ４６．９８３７ １２．３５７０ ９．６２６６ ―０．３０７２ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １９５区 ５・S―７０９
TGK１―３３４ ４１．７４３６ １４．６９０６ ７．３６８７ ０．１４２９ 判別不可 ― ― ― ― ― 剥片 １９５区 ５・S―７１０
TGK１―３３５ ４２．９９７５ １３．７３３２ ９．７２２７ ―０．０５７０ 西霧ヶ峰系 １．００００ ６．７４７９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４２．６８ 剥片 １９５区 ５・S―７１８
TGK１―３３６ ４１．０９１５ １４．４６５９ ９．４８８２ ―０．０４７１ 西霧ヶ峰系 １．００００ ７．７００３ 和田峠・鷹山系 ０．００ ４７．６４ 剥片 １９５区 ５・S―７３３
TGK１―３３７ ３９．４０５５ １４．６２２１ ９．７１３０ ―０．０３２４ 西霧ヶ峰系 １．００００ ４．４２７９ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５６．１１ 剥片 １９５区 ５・S―７３７
TGK１―３３８ ４１．９１４１ １４．３２２５ ９．４４９４ ―０．０８２４ 西霧ヶ峰系 １．００００ １４．５１９５ 和田峠・鷹山系 ０．００ ５３．５１ 剥片 １９５区 ５・S―７４２
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第４節 土壌分析

１．はじめに

各遺構面で検出された遺構の中には焼土や炭化物等が含まれるものが存在することから、遺構覆土の微細物分

析を行うことによって、土坑内容物の検討を行う。

２．分析

（１）試料

微細物分析試料は、中世の地下式土坑である２区第２４号土坑、縄文時代早期の３区第６７号土坑と３区第１０２号

土坑、奈良時代の３区第１号住居跡内焼土の計４点である。

（２）分析方法

試料各２００cc を水に浸し、０．５mm目の篩を通して水洗する。残渣を粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡

下で観察し、同定可能な種実や２mm角以上の炭化材などの遺物を抽出する。現生標本および原色日本植物種子

写真図鑑（石川 １９９４）、日本植物種子図鑑（中山ほか ２０００）との対照から、種実の種類と部位を同定し、個数を

求める。実体顕微鏡下の観察による判別が困難な複数の分類群は、ハイフォンで結び表示する。炭化材や炭化物

は、７０℃４８時間乾燥後の重量を求める。分析後の種実遺体等は、種類毎に容器に入れて保管する。

３．結果と考察

結果を第８表に示す。

第８表 微細物分析結果

２区 ３区
備考

分類群 部位 状態 第２４号土坑 第６７号土坑 第１０２号土坑 第１号住居跡
アワ－ヒエ 胚乳 炭化 ７個 － － －
イネ科 胚乳 炭化 １個 － － －
炭化材 炭化 ０．０６g ＜０．０１g ０．１g ＜０．０１g
不明炭化物 炭化 ０．０２g － ＜０．０１g ＜０．０１g

分析量
２００cc ２００cc ２００cc ２００cc
２８５．３g ２４６．９g ２６２．１g ３１０．７g

分析の結果、種実遺体３種類（イネ、アワ－ヒエ、イネ科）のほか、炭化材、不明炭化物（部位や種類を特定でき

ない炭化物）が検出される。なお、３区第６７号土坑から検出されたイネは炭化しておらず、破片ではあるが表面

模様等の状態が良好であることから、後代から混入したものと考えられる。

縄文時代早期の３区第６７号土坑・３区第１０２号土坑、奈良時代の第１号住居跡内焼土に関しては、いずれの試料

も炭化材が微量認められるのみである。これらの試料では、土壌中に２mm前後の炭化物が肉眼で散見されるが、

微細物分析の結果では微量検出されたのみである。土壌内にみられた炭化材は、いずれも脆弱であるため、一部

は水洗の際に壊れたと推測される。

中世の地下式土坑からは、アワーヒエが少量検出される。アワーヒエの炭化種子は、県内では弥生時代以降、

複数の遺跡で出土例がある（櫛原 １９９９、松谷 ２００１）。今回は検出量が微量であること、焼土を伴うことから、

炭化した胚乳をまとめて投棄したとは考えにくい。その由来は不明であるが、当時、アワーヒエが周辺で栽培・

利用されていたことは確実である。以下に、検出された種類の形態的特徴を記す。

・アワ－ヒエ（Setaria itarica（L．）P.Beauv.- Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno） イネ科エノコログサ属－ヒエ属

３区第２４号土坑から、胚乳が７個検出された。炭化しており黒色を呈す。広楕円体でやや偏平。径１－１．５mm

程度。背面は丸みがあり、腹面は平ら。正中線上基部に胚の凹みがある。アワ、ヒエは、走査型電子顕微鏡下に

よる内外穎の観察による区別が可能であるが（松谷 １９８０・２０００など）、検出された胚乳は遺存状態が悪く、表面

に穎が付着した個体は認められなかった。

・イネ科（Gramineae）

３区第２４号土坑から、胚乳が１個検出された。炭化しており黒色を呈す。楕円体でやや偏平。長さ１．４mm、幅

０．７mm程度で、アワ－ヒエよりも細長い。背面は丸みがあり、腹面は平ら。正中線上基部に胚の凹みがある。
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第５節 出土石器の使用痕分析

１．はじめに

調査によって、磨石と稜磨石という機能の異なることが想定される石器が出土した。この２つの石器の使用痕

形状について検討するために、分析を行った。また、研磨面のあるＭＦとして報告した資料についても、磨面に

ついて使用痕分析を実施した。

２．分析

（１）分析方法

キーエンス社のデジタルHDマイクロスコープ（VH－７０００）による高倍率ズームレンズ（VH－Z４５０、２００倍～

４５０倍）と低倍率ズームレンズ（１０～４０倍）を用いて使用痕観察をおこなった。観察面は、適宜アルコールを浸

した脱脂綿で軽く拭き取り、脂分などを取り除いた。観察範囲は、石器表面全体を詳細に観察し、使用痕光沢お

よび線状痕の認定をおこなった。

（２）分析対象

稜磨石としては第８７図１・第８５図７・第９４図７２・第１５４図３２０・第１５５図３２６、磨石としては第１５７図３４７・３４８、

研磨面のあるＭＦとしては第１３８図１８９を対象に分析を行った。

３．結果と考察

稜磨石・磨石

写真は稜磨石、第８７図１・第８５図７・第１５４図３２０・第１５５図３２６の磨面拡大である。平滑な面でなく、凹凸のあ

るザラザラした磨面である。線状痕などは確認できなかったので、どのような動きでこの面が形成されたかは、

不明である。また高倍率で検鏡したが、特に何も確認できなかった。稜磨石には、他に使用痕跡として、凹みや

長軸両端に敲打の痕跡がある。また、稜磨石の中には、写真にある第９４図７２などのように、稜磨石の使用痕を持

ちながらも形態的には磨石と同じものも確認される。

磨石の磨面は、平滑な面で形成され、稜磨石の機能面とは異なる。高倍率で検鏡したが、特に何も確認できな

かった。他に使用痕として、凹みの痕跡がある。

稜磨石・磨石の磨面の差は用途の差と考えられる。高倍率顕微鏡では使用痕は確認できなかったので、具体的

なことは明らかにできなかった。ただ、ほぼ同時期の忍野村笹見原遺跡において、磨石にBタイプ光沢が確認

されている。こうした石器は従来その用途については、軽視されがちであったが、こうしたデータを積み上げて

いくことで、その用途に何らかの方向性が得られるかもしれない。

稜磨石・磨石は、完形のものが少なく、程度はあるが、どこかしら破損している。中には第１５７図３４７・３４８に

みられるように、まっぷたつに叩き折っている資料もある。写真はその剥離面の開始部である。玉川金山遺跡で

はこの磨石のように意図的に叩き折っている資料が他にもみられる。磨石としての役割を終えた後、何らかの意

図で叩き割っている可能性がある。

第１３８図１８９は石器裏面側と正面刃部の一部に肉眼でも明瞭な研磨面が確認される。高倍率顕微鏡で検鏡したと

ころ、この部分にタイプ不明の光沢が確認できた。また写真の矢印方向に線状痕がみられるので、何かしらの意

図で研磨されたと思われる。後晩期の例であるが、富山県南砺市（旧利賀村）矢張下島遺跡において、石器裏面に

研磨面が残されている石器が確認されている。
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第Ⅵ章 調査の成果と課題
第１節 遺構の変遷と問題点

１．地形の変遷

調査区は東西方向に細長い形状であり、戸沢川付近に位置する西側から山塊に向かう東側までを含んでいる。

したがって、地形の変化が著しく、調査に着手する前の地表面において、西側に位置する１・２・７・８区が概

ね平坦であるのに対し、東側に位置する３・５・６・９～１２区は緩斜面を呈する。また、１・８区と２・４区、

２・４区と３・１２区、３区と６区の間には大きな比高差が存在した。このような地形的特徴の成立と、時代ごと

の地形の変遷を検討したい。

まず、調査前の地形がどの段階で成立したのかということであるが、『玉川村絵図』など近世段階の資料によ

ると、玉川金山遺跡周辺は水田などに用いられていたようであるが、調査前の状況と共通している。また、７区

の水田床土を除去した際に寛永通寳が出土していることから、調査に着手する前の地表面は概ね近世段階に開発

された可能性を有している。このため、調査区の西側に位置する１・２・７・８区は水田であったが、近世段階

に平坦面を造成したと推定される。１・８区と２・４区の間の段差はおそらく斜面を切土した際に生じた排土を

用いて、平坦面を形成するために盛ったものだと考えられる。これを証明するように第Ⅰ・Ⅱ面における遺構面

の傾斜を検討すると、７区と１・８区、１・８区と２・４区の間に若干の段差がある以外は、４区から１０区まで

は緩斜面が連続する（第Ⅰ・Ⅱ面の間にある土層は薄いため、ほとんど地形に変化はなかったと考えられる）。

つまり、近世段階以前には、調査に着手する前の地表面に存在した段差はなかったものと考えられる。第Ⅲ面に

おいては２・４区が平坦であり、３・１２区から１０区に至るまで緩斜面が連続する。４区西側の地山層の下には砂

礫層が堆積しており、縄文時代早期においては戸沢川の流路が東側に及んでいたと考えられる。地表面から第Ⅰ

・Ⅱ面、第Ⅰ・Ⅱ面から第Ⅲ面までに厚い土層が堆積している要因としては、前者は土地の開発に伴う地形の変

更、後者は火山灰の堆積や土砂の崩落に起因していると推定される。

２．遺構の変遷

調査によって確認された玉川金山遺跡における遺構の初源は縄文時代早期に遡る。この後、弥生～近世までの

遺物が時期的な断絶をはさみながらも出土しているため、様々な形で土地の利用がなされてきた。ただし、遺構

を伴いながら、多くの遺物が出土した時代は、縄文時代早期・奈良時代・中世・近世であるため、主にこれらの

時代における遺構の変遷を検討したい。なお、第Ⅲ面からは縄文時代早期以外の遺構は存在しないものの、第Ⅰ

面には中世と近世、第Ⅱ面には奈良時代と中世の遺構が混在している。

縄文時代早期の遺構を総体として眺めると、N～Q－８・９～１３・１４グリッドに集中する傾向が認められる。

遺構が集中する範囲は、３区東側から５区西側の間にあたる。４区と５区東側にも遺構は存在するものの散漫で

あり、分布状況が明確に異なる。縄文時代早期における遺構としては、第２期（子母口式併行期）と第４期（鵜

ヶ島台式期）に分化される。この他の時期に構築された遺構も存在する可能性を有するが、遺物を共伴していな

いため、所属時期が不明である遺構の方が多い。ここでは、時期が明確に確定している遺構のみを対象として議

論を進めたい。微視的に遺構の変遷を見ると、２期の遺構は４区～５区西側に広がり、N･O－８～１４グリッドに

集中する。第Ⅳ章に掲載した第２期と第４期の土器の分布も同様の傾向が窺える。すなわち、分布範囲が４区～

５区西側である２期に対して、４期の資料は４区～５区東側に広がっており、重複している範囲を含むものの領

域が明確に分化している。また、遺構の性格としては、炉穴が多く、複数の炉穴が複合した炉穴群が検出されて

いる２期に対し、４期の遺構は３区～５区東側まで広がっており、明確な遺構の集中をもたない。４期における

遺構の性格としても、炉穴と共に住居跡や石器製作跡など多様な機能が推定される遺構が確認されている。これ

らのことから、遺構の性格の差異性も第２期から第４期に移行した段階で、遺跡の機能が変容した、ないしは居

住地点が変更されたことを示唆している。

奈良時代の遺構は、２～４・７区において確認されている。特に２～４区には住居跡、２・４区には掘立柱建

物跡が確認されており、集落が展開していたと考えられる。７区においては河道に挟まれた微高地に溝状遺構が
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検出されている。これらの溝状遺構は畑の畝の凹部に対応していると捉えられる。このことから、山と川に挟ま

れた緩斜面に集落を展開し、戸沢川の流路脇に畑を展開していたと考えられる。２～４区を中心に集落が広がっ

ていたことから推定すると、１・８区、５～１１区においても、奈良時代の遺構が展開していたと考えるのが妥当

であろう。

中世の遺構は、１・２・７区において検出されている。その内容としては、１区第１号礫集中や２区第２４号土

坑など葬送に関わるものや７区第２～５号溝状遺構など地割に関係する遺構が確認されている。遺跡が所在する

字名である「玉川」については、近世以降の文書に見られる地名であり、中世段階における遺称地は不明である。

玉川の周辺における中世段階の遺称地としては法能があり、これは玉川の西側にある法能の集落を指すものと考

えられる。地名から類推すると、中世においては玉川に集落は存在せず、法能の集落に居住した人々が集落の外

縁部に位置する調査地点周辺を利用して集落とは異なる機能の遺構を構築したと考えられる。

近世の遺構は、１～７区において確認されている。遺構の性格としては、３区第１５号土坑・７区第１号土坑が

死んだ馬を埋めた遺構であり、６区第１号墓坑は土坑墓、５区１号石組と６区１号石組は土地区画を示す石垣の

下部であると想定される。これらの遺構の他には、焼土集中が分布する。近世段階においては玉川集落が成立し

ており、水田や畑等として調査区周辺が用いられたと考えられる。

第２節 時代ごとの成果

１．縄文時代

（１）炉穴について

炉穴の定義と分類

縄文時代早期の遺構を調査する中で、遺構の底面に焼土が堆積しているものと、遺構の覆土内に焼土粒子を含

むものが確認された。これらの遺構は焼土を含んでいることから、遺構が機能した際に、内部で燃焼させる行為

を伴ったと考えられる。したがって、これらの遺構を一括して炉穴と捉えた。また、炉穴として認識した土坑以

外に、確認面において焼土の広がりを伴うものを焼土集中として認定した。焼土集中の中には、焼土の下部に掘

り方を伴うものと、ほぼ水平な面に焼土が形成されたものがある。ただし、遺構底面までが浅いものが多く、土

坑との機能差が想定されるため、ここでは検討の対象としない。

炉穴の平面・断面形態としては、２つの種類が確認された。分類の内容と該当する遺構については下記の通り

である。

第１類 平面形状が不整円形・断面形状が丸形～浅丸形を呈しており、遺構の底面ないしは覆土中に焼土を伴う

もの

該当する遺構）

３区第３４号土坑、３区第３５号土坑、３区第４１・４２号土坑、３区第６８号土坑、３区第８６号土坑、３区第９３号土坑、

３区第９４号土坑、３区第９５号土坑、３区第９６号土坑、５区第５９・６０号土坑、５区第７８号土坑、５区第８１号土坑、

６区第４３号土坑、６区第４４号土坑、１１区第１６号土坑、１２区第２号土坑、１２区第３号土坑

第２類 平面形状が長楕円形、断面形状の長軸が丸形・短軸が円筒形を呈しており、遺構底面の一端に焼土を伴

うもの

該当する遺構）

３区第３８・４９・８３号土坑、３区第３９号土坑、３区第４４～４６・５５・８５号・６区第５７号土坑、３区第４８号土坑、３区

第５４・８９～９１号・６区第３９～４２号土坑、３区第６２号土坑、３区第６３・８７号土坑、３区第７３・１０５～１０７号土坑、３

区第９２・１００・１０１号土坑、３区第９７～９９・１０２～１０４号土坑、５区第５８号土坑、５区第７９・８０号土坑、５区第８２～

８６号土坑・６区第３３号土坑・１１区第８７・８８号土坑、６区第１３号土坑、６区第２３号土坑、６区第３１号土坑、１１区第

４～６号土坑、１１区第７～１１号土坑、１１区第１２～１５号土坑

第１類の形態は掘り方の内部がほぼ全て燃焼部であり、遺構内における機能の分化は認められない。これに対

して、第２類の形態は足場と炉部を有するもので、遺構の内部に機能差を有している。２類の多くは炉部を山側、
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足場を川側に設けており、地形を利用して炉穴を構築したと考えられる。分布の状況としてはさほど差異はなく、

N～Q－８～１４グリッドを中心に、４区から５区まで分布している。

炉穴の機能について

炉穴の機能については、第２類のように遺構内で機能分化が窺えるものを対象として、主に土器を煮沸するた

めの遺構であるとする説と燻製を行う施設であるとする説がある。玉川金山遺跡から検出された炉穴の多くは遺

構の機能時にその機能が失われたらしく、使用時の形状が残存していない。ただし、６区第２３号土坑は天井部が

残存しており、足場と炉部の位置についても、推定可能である。そこで、６区第２３号土坑を中心に炉穴第２類の

機能について考察したい。

既に第Ⅳ章において述べたように、６区第２３号土坑は２つの土坑が連なる形で構築されており、その間には天

井部が残存している。西側よりも東側の方がやや小さいものの、極端に平面形状が異なるということはなく、東

西をつなぐ穴も、東西の土坑の幅と比してやや狭くなる程度である。したがって、横位に穿たれた穴は、煙のみ

を送るという性格のものではない。また、土坑の底面において確認された焼土についても、東側の竪坑の直下に

形成され、地山の土壌が変化しており、燃焼が激しかったことが予想される。仮に竪坑の上部に燻製にする食材

を吊るした場合、燃焼部が近いため、目的を達するのはほぼ不可能ではないかと考えられる。このため、６区第

２３号土坑の機能は土器を煮沸するための遺構だったと考えられる。多くの遺構は天井部が崩落しているため、機

能の推定は困難であるが、土坑短軸の断面形状が円筒形を呈している点は６区第２３号土坑と同一であり、土坑底

面における焼土の形成も遺構の端部に位置しているものが多い。ただし、１１区第７号土坑からは焼土層を挟んだ

足場と対向する炉部のさらに北東側に、細長い掘り方が確認された。これは煙道とも考えられ、この遺構の機能

が燻製を行う施設であった可能性が指摘される。しかし、このような掘り方を持つ遺構は１１区第７号土坑のみで

あった。玉川金山遺跡において検出された炉穴第２類は燻製を行う施設であることを示唆するものが１事例のみ

把握されるものの、多くは土器を煮沸するための遺構であると推定される。

炉穴群の構築順序について

玉川金山遺跡からは、複雑に切りあった炉穴群が８単位検出された。調査の過程において、炉穴群は検出段階

において複雑な形状を呈しているものの、一定の構築順序にしたがっていることが把握された。ここでは確認さ

れた８単位の炉穴群を対象として、その構築順序について検討したい。構築順序を推定する方法としては、土層

断面観察の結果と遺構底面の形状がある。前者に対して、後者による推定は確度が落ちる。したがって、第２０８

・２０９図中の表記について土層断面観察による切り合い順序を単線の矢印・遺構底面の形状による切り合い順序

を二重線矢印で表現した。

３区第４４～４６・５５・８５号・６区第５７号土坑

炉穴として機能したのは３区第４４号土坑・第４６号土坑・第５５号土坑・６区第５７号土坑の４基であり、３区第４４

号土坑・第８５号土坑が足場だったと考えられる。炉穴群の東西土層断面によって、３区第４４・８５号土坑より３区

第４６号土坑、南北土層断面により３区第８５号土坑より３区第４５号土坑の方が新しいことが把握されている。さら

に遺構底面の形状から、３区第５５号土坑より３区第４５号土坑・第４６号土坑、６区第５７号土坑より３区第４６号土坑

の方が新しいと推定される。炉穴群は西側に位置を移した後に、小刻みに炉穴の主軸を変えて、３区第４５号土坑

・第４６号土坑の使用を最後に廃絶したと考えられる。

３区第５４・８９～９１号・６区第３９～４２号土坑

３区第５４・８９・９１号土坑について遺構認定は３単位に分けて扱ったが、遺構が機能した段階には一つの炉穴と

して用いたと考えられる。また、第Ⅳ章で述べたように、６区第３９号土坑と６区第４１号土坑・６区第４０号土坑と

６区第４２号土坑は平面形状・位置関係ともに共通しており、６区第３９号土坑・第４２号土坑は６区第４０号土坑・第

４１号土坑を炉穴として用いた際に同時に構築された可能性を有している。したがって、炉穴の単位としては、３

区第５４・８９・９１号土坑、３区第９０号土坑、６区第４０号土坑、６区第４１号土坑の４基の炉穴が想定される。炉穴群

の東西土層断面によって、６区第４１号土坑より３区第５４・８９・９１号土坑、南北土層断面により６区第４０号土坑よ

り６区第４１号土坑の方が新しいと考えられる。また、遺構底面の形状から、３区第９０号土坑より３区第５４・８９・

９１号土坑の方が新しいと推定される。炉穴群は遺構の主軸を北東側に向けた後に、西側に変遷し、３区第５４・８９
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・９１号土坑の使用を最後に廃絶したと考えられる。

３区第７３・１０５～１０７号土坑

炉穴として機能したのは３区第１０５～１０７号土坑の３基であり、３区第７３号土坑は足場であると考えられる。遺

構の構築順序を推定する手がかりは遺構底面の形状しかないが、底面形状から３区第１０６号土坑→３区第１０７号土

坑→３区第１０５号土坑の順に西側に変遷したと考えられる。

３区第９７～９９・１０２～１０４号土坑

全ての土坑中から焼土が確認されており、３区第９８号土坑内に２単位の焼土を含んでいることから、炉穴とし

ては７基存在したと考えられる。炉穴群の南北土層断面により３区第１０４号土坑より３区第１０３号土坑の方が新し

いと考えられる。また、遺構底面の形状から、３区第９７号土坑・３区第９９号土坑→３区第１０２号土坑→３区第１０３

号土坑・３区第１０４号土坑→３区第９８号土坑の順に構築されたと推察される。炉穴群は３区第１０２号土坑北西側付

近を足場に、当初北東側を主軸に炉部を設定し、軸を東南側に移して３区第１０２号土坑を使用した後に北西側に

変遷した。そして、３区第９８号土坑付近を足場に炉部を東南側に設けた後に、３区第９８号土坑の使用を最後に炉

穴群は廃絶したと考えられる。また、３区第１０３号土坑の北側には３区１号配石が構築されており、３区第９８号

土坑を使用したのと同時か、もしくは炉穴群が廃絶した後に異なる機能を持つ遺構を構築したと考えられる。

５区第８２～８６号土坑・６区第３３号土坑・１１区第８７・８８号土坑

全ての土坑から焼土が検出されており、炉穴としては８基存在したと考えられる。炉穴群の東西土層断面によっ

て、５区第８５号土坑が５区第８３号土坑・５区第８４号土坑・１１区第８７号土坑・１１区第８８号土坑、南北土層断面によ

り５区第８５号土坑が５区第８４号土坑を切っていることが確認された。また、遺構底面の観察から６区第３３号土坑

より５区第８２号土坑、１１区第８７号土坑より１１区第８８号土坑の方が新しく、５区第８３号土坑→５区第８４号土坑→５

区第８６号土坑の順に構築されたと考えられる。炉穴群は５区第８４号土坑の西側付近に足場を持ち、南北と東側に

炉部を設けたもの（５区第８２・８４・８６号土坑・６区第３３号土坑）と、５区第８５号土坑の西側付近に足場を持ち、

北東から南東方向にかけて主軸をずらしながら構築したもの（５区第８３・８５土坑・１１区第８７・８８号土坑）という、

２つの炉穴群が複合したものと考えられる。また、５区第８５号土坑の西側は不整円形・東側は長楕円形を呈し、

中央がテラス状になっているのに対し、東西それぞれが凹んでいる。土坑東側の底面に焼土が形成している点も、

６区第２３号土坑と類似しており、同じ機能が想定される。

１１区第４～６号土坑

全ての土坑から焼土が検出されており、炉穴としては３基存在したと考えられる。炉穴群の東西土層断面によっ

て、１１区第５号土坑が１１区第６号土坑を切っていることが確認された。また、遺構底面の観察から１１区第４号土

坑より１１区第５号土坑の方が新しいと推定される。炉穴群は１１区第６号土坑が廃絶した後、東側に移り１１区第４

号土坑を設け、さらに東南側に１１区第５号土坑を構築したと考えられる。

１１区第７～１１号土坑

１１区第７号土坑と１１区第９号土坑から焼土が検出されており、炉穴として２基存在し、１１区第８号土坑は１１区

第７号土坑、１１区第１１号土坑は１１区第９号土坑の足場に対応すると考えられる。１１区第７号土坑は１１区第６号土

坑と切りあっているが、遺構の形状を見る限り、１１区第７号土坑は１１区第６号土坑より新しい。調査区際に位置

しているため、１１区第８号土坑と１１区第９号土坑の切り合いは不明である。１１区第７号土坑の焼土層よりさらに

北東側に長楕円形の浅い掘り込みが確認されたが、これは煙道である可能性を有している。また、１１区第８号土

坑の南側には１１区１号配石が検出されており、１１区第７号土坑の東南側壁に不連続ながらも礫が直線的に並べら

れている。これらの礫は１１区第７号土坑の機能時に伴うものであるのかもしれない。

１１区第１２～１５号土坑

炉穴として機能したのは１１区第１２～１４号土坑の３基であり、１１区第１３号土坑と１１区第１４号土坑の西側は足場で

あると考えられる。１１区第１３号土坑は１１区第１１号土坑と切りあっているが、遺構の形状を見る限り、１１区第１３号

土坑は１１区第１１号土坑より新しい。炉穴群の東西土層断面によって、１１区第１４号土坑が１１区第１３号土坑を切って

いることが確認された。また、遺構底面の観察から１１区第１２号土坑より１１区第１３号土坑、１１区第１５号土坑より１１

区第１４号土坑の方が新しいと推定される。炉穴群は１１区第１３号土坑西側を足場に、北東側から東側に主軸を変更
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した後、西側に移り１１区第１４号土坑を構築したと考えられる。

炉穴群の事例ごとに構築順序を検討した。炉穴の変遷としては、炉穴群も足場を固定させ、使用した炉部が廃

絶したら異なる方向に炉部を構築するものと、炉部・足場ともに移動するパターンに分けられる。また、炉部・

足場を移す際に西側（川側）へ動かすものがほとんどであり、東側（山側）に変遷するのは１１区第４～６号土坑

のみである。いずれにせよ、一つの炉穴群が形成されて廃絶するまでの炉穴の動きは連続的であり、極めて限定

的な時間幅の中で構築されたものだと考えることができる。

（２）縄文時代早期後半の土器とその位置づけ

縄文時代早期に位置づけられる土器は第１期から第５期であり、遺構が確認される最下面である明茶褐色土層

から暗褐色土層の間に遺物は包含される。ただし、第１期から第５期までの遺物出土量は一定でなく、２期と４

期が卓越し、その他の時期は少量である。このような出土傾向と土層は概ね対応しており、暗褐色土層の上面か

らは４期の土器、明茶褐色土層の上面からは２期の遺物が多く出土する傾向にある。ただし、明茶褐色土層上面

から暗褐色土層上面の間より検出される土器は２期と４期が混在する傾向にある。このような現象が生じた背景

としては２つの事項が考えられる。第１には２期から４期に移行する時期には土層の堆積が希薄であったため、

さほど比高差のない位置から時期の異なる土器が出土するということ、第２には第４期の遺構面における地山層

が暗褐色土層であるのに対し、覆土も同質の土層であるため、第４期における遺構の覆土中に存在した遺物と第

２期の遺構外資料を弁別することが不可能であったことが挙げられる。「層位は型式に優先する」のが原則では

あるが、上記の条件により、出土土層により土器を細分しても土器を把握できない危険性を有している。このた

め、出土土器の型式学的な検討が要される。その方法としては、遺構内一括資料を軸に同時期の土器を把握し、

そこで得られた型式学的特徴から遺構外出土資料を分類したい。

このような方法が要される理由としては、２期（子母口式併行期）に比定される土器の特殊性にある。２期の

資料について、第Ⅳ章で「繊維と砂粒を胎土に含み、絡条体圧痕文・微隆起線文・沈線文が施され、子母口式併

行期（清水柳 E式・ミヲ坂式）に比定される土器が該当する」と定義した。つまり、２期の資料は東海地域を

中心に分布する絡条体圧痕文を主な施文原理とする土器に該当する。静岡県においては清水柳 E式として、清

水柳遺跡から出土した土器を標式資料として認識されている。しかし、多くの遺跡では他型式の資料が混在して

おり、「清水柳 E式」について一型式として把握が困難な状況である。玉川金山遺跡においては野島式など２期

・４期以外の出土量が少ないため、鵜ヶ島台式期との型式的差異性を認識できれば、２期について定義可能とな

る。このため、子母口式併行期と鵜ヶ島台式期の型式的差異性を抽出することを通じて、子母口式併行期（清水

柳 E式・ミヲ坂式）に比定される土器を検討したい。なお、ここで取り上げるのは、施文を有する土器である

が、条痕文が施された土器は１８５点、無文の土器は６４７点出土している。土器の胎土特徴（金色雲母が含まれるか、

否か）などから、大まかな時期区分はできるが、時期細分は困難であるため、これらの遺物については、検討の

対象とはしない。

２期の土器を伴出している遺構は、３区第１２号土坑、３区第３６号土坑、３区第３７号土坑、３区第４４～４６・５５号

土坑、３区第４８号土坑、３区第６３号土坑、３区第８３号土坑、３区第８７号土坑、３区第１００号土坑、３区第９８・１０２～

１０４号土坑、５区第８３・８５・８６号土坑、１１区第１２・１３号土坑、１１区第１号集石、３区第２９号焼土集中である。た

だし、一つの遺構における出土資料は少ないため、型式的に比較検討するのは困難である。しかし、前項で述べ

たように、炉穴群は連続的に構築されており時期的な幅は少ないと考えられる。このため、炉穴群出土資料を一

括して同時期資料として認識したい。以下に炉穴群単位に出土した資料を検討する。また、暗褐色土層上位から

検出され、鵜ヶ島台式期の土器を伴出している遺構は、３区第５号住居跡、３区第７５号土坑、３区第９３号土坑、

５区第６３号土坑、６区第１５号土坑、１１区第１号集石、５区石器集中地点、５区土器集中地点１、５区土器集中地

点２、１１区土器集中地点である。これらの遺構の内、個体資料として出土したもの（５区土器集中地点１、５区

土器集中地点２、１１区土器集中地点、１１区第１号集石）を対象として取り上げ、２期の施文等の特徴と比較検討

したい。

３区第４４～４６・５５・８５号・６区第５７号土坑

３区第４４号土坑からは絡条体圧痕文（第７６図７～９）、３区第４５号土坑からは沈線文（第７７図１３）、３区第４６号
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土坑からは微隆起線文と沈線文（第７７図２７）、３区第５５号土坑からは刺突文が施文された土器（第７８図４８）が出

土している。第７７図１３は横位の沈線文が施され、口縁部から横位の沈線文の間を斜格子の沈線文が充填される。

口唇部には斜格子の沈線文と対応するように斜位の刻みが施される。第７７図２７の波状口縁の頂部からは３単位の

微隆起線文が垂下する。横位の微隆起線文の下には斜位の沈線文が施されているが、第７７図１３とは異なり、充填

的に施されているのではない。口唇部には横位の刻みが施される。第７８図４８は絡条体圧痕文を模倣して、刺突文

が施されている。また、第４４～４６号土坑の一括資料として、横位の微隆起線文と斜位の沈線文が施された土器（第

７８図４２）が出土している。

３区第５４・８９～９１号・６区第３９～４２号土坑

出土資料がすべて無文である。胎土には砂粒・繊維が含まれる。

３区第７３・１０５～１０７号土坑

出土資料がすべて無文である。胎土には砂粒・繊維と共に金色雲母が含まれる。

３区第９７～９９・１０２～１０４号土坑

３区第９８号土坑からは絡条体圧痕文・微隆起線文・沈線文（第８０図７３）、３区第１０２号土坑からは絡条体圧痕文

（第８０図７７）、３区第１０３号土坑からは沈線文（第８１図８４）、３区第１０４号土坑からは絡条体圧痕文（第８１図８５）が

出土している。第８０図７３は横位の微隆起線文を配し、その上に絡条体圧痕文を施している。口縁部から横位の微

隆起線文の間は斜位の沈線文を有する。口唇部には斜位の刻みが確認されるが、斜位の沈線文とは対応していな

い。また、横位の微隆起線文の下には絡条体圧痕文を施文している。第８０図７７には斜位の絡条体圧痕文が施され、

補修孔を有している。第８１図８４は横位の沈線文を有し、その上下に斜位の沈線文がある。これは矢羽状を呈する

沈線文である可能性が考えられる。第８１図８５には斜位の絡条体圧痕文が施される。

５区第８２～８６号土坑・６区第３３号土坑・１１区第８７・８８号土坑

５区第８３号土坑からは絡条体圧痕文・微隆起線文・沈線文（第８２図１１０）、沈線文（第８２図１１１）、絡条体圧痕文

（第８２図１１２）、５区第８５号土坑からは絡条体圧痕文・沈線文（第８２図１１３）が出土している。第８２図１１０は横位の

微隆起線文を配し、その上に絡条体圧痕文を施している。口縁部から横位の微隆起線文の間は斜位の沈線文を有

する。口唇部には斜位の刻みが確認されるが、斜位の沈線文とは対応していない。また、横位の微隆起線文の下

には絡条体圧痕文を施文している。第８２図１１１は横位と縦位の沈線文を施している。口唇部には斜位の刻みが確

認されるが、斜位の沈線文とは対応していない。第８２図１１２には横位と斜位の絡条体圧痕文を有している。第８２

図１１３は横位と縦位の沈線文を施し、区画された上位に斜位の沈線文、下位に絡条体圧痕文がある。

１１区第４～６号土坑

出土資料は無文である。胎土には砂粒・繊維が含まれる。

１１区第７～１１号土坑

出土資料は無文である。胎土には砂粒・繊維が含まれる。

１１区第１２～１５号土坑

１１区第１２号土坑からは沈線文（第８３図１２５）、１１区第１３号土坑からは絡条体圧痕文・微隆起線文（第８３図１２７）、

沈線文（第８３図１２９・１３０）が出土している。第８３図１２５は横位の沈線文を施し、その上位に斜位の沈線文を有し

ている。第８３図１２７は縦位に３単位、横位に２単位の微隆起線文を施文している。微隆起線文の下位に絡条体圧

痕文を施しているが、上下の微隆起線文上にも絡条体圧痕文が確認される。第８３図１２９は横位に沈線文を施し、

その上位に斜位の沈線文を有す。また、第８３図１３０は斜位の沈線文を有している。

５区土器集中地点１（第９５図１）

体部上半を施文範囲に設定し、下半には条痕文を施す。施文法としては沈線文を用いている。文様帯の構成と

しては、体部上半に横位の沈線文を施文し、上下に異なる文様帯を設けている。上位の文様帯においては、縦位

に２単位の沈線文を施した後に、沈線に区画された内部に斜位の沈線文を２単位施し、この施文によって生じた

上下左右の区画帯に縦位・斜位の沈線文を充填している。また、下位の文様帯には斜格子の沈線文を設けている。

口唇部には刻みを有し、底部は平底であるが、かなり幅狭である。胎土には金色雲母・砂粒・繊維が含まれる。

５区土器集中地点２（第９５図２）

－６１－



体部上半を施文範囲に設定し、下半には条痕文を施す。施文法としては沈線文・押引文を用いている。また、

内面にも条痕文が認められる。口縁部直下において、横位に幅広の沈線文、その下に６条の幅広沈線文を山形に

配し、これによって生じた山形の区画に縦位・斜位の沈線文を加えている。口唇部には刻みを有し、胎土には金

色雲母・砂粒・繊維が含まれる。

１１区土器集中地点 （第９５図３・４）

無文であるが、条痕文をナデ消した痕跡が認められる。胎土には金色雲母・砂粒・繊維が含まれる。

１１区１号集石（第８６図１２）

２段に屈曲した器体を呈し、その上半に上下に分かれた文様帯を有している。２段に屈曲した段の下には条痕

文を施している。口縁は波状を呈している。施文法としては微隆起線文・押引文・刺突文を用いている。文様帯

の構成としては上下共通しており、斜位に基軸となる２単位の微隆起線文を施し、その間に平行ないしは直交す

る微隆起線文を施文して、微隆起線文を施したことによって生じた区画に押引文を充填している。一部、微隆起

線文が縦位になる箇所を有するが、ここが波状口縁の頂部だと考えられる。また、微隆起線文が交差する場所に

刺突文を有し、口唇部上にも押引文を施している。

以上、炉穴群及び暗褐色土層上位から出土した資料から検討を進めてきたが、施文法として２期では絡条体圧

痕文・微隆起線文・沈線文、４期では微隆起線文・押引文・沈線文・刺突文を用いている。胎土として、砂粒・

繊維を主に含む点は共通しているが、２期には金色雲母を包含しないが、４期は含んでいる土器が一般的である

という点に特徴がある。この様な文様等の差異性から、土器は時期ごとに分類されうるが、どちらの時期でも沈

線文を用いているという共通点も認められる。しかし、２期の沈線文は幅狭で、断面三角形であり、４期の沈線

文は幅広で、半円形・断面四角形を呈している。これは、前者が先の尖ったヘラ状の施文具、後者が半截竹管等

の施文具を使用していると推定され、施文具の差異性が時期差を示していると考えられる。つまり、沈線文の形

状から時期区分は可能である。

これらの分類属性をもとに、縄文時代早期の土器を時期別に分類したのが、第９６～１２１図である。第９６図８～

第９９図１０９は絡条体圧痕文が施文されている。絡条体圧痕文の長さと幅については、第１１表に記載した。第９６図

８・９は施文範囲の下位を横位の絡条体圧痕文、その上に斜位の絡条体圧痕文、第９６図１１は上下に横位の絡条体

圧痕文、その間に矢羽状に絡条体圧痕文を施している。口唇部には刻みを施すもの（第９６図１１・１９・２３）と施さ

ないもの（第９６図８～１０・１２～１８・２０～２２・２４・２５）の両方が確認される。絡条体圧痕文には、縄を巻きつけた

軸の形状が把握されるものがある。第９６図１３・１５は半円形の凹みが器面に認められるため円形、第９６図９・１７は

線状の痕跡が認められるため、三角形ないしは四角形の軸が想定される。第９９図１１０～１１３は絡条体圧痕文を模倣

して刻みを器面に施したと考えられる文様である。第９９図１１４も絡条体圧痕文を模倣した刺突文が施される。第

９９図１１５～第１００図１３８は絡条体圧痕文と微隆起線文が施された土器である。この属性に分類された土器の全てに

横位の微隆起線文を有するが、縦位の微隆起線文が認められるものもある（第９９図１２０・１２５・１２９）。横位の微隆

起線文は２単位施文されることもある（第９９図１１８・１２６）。口唇部には刻みを施すもの（第９９図１１６～１１８・１２２・

１２３）、絡条体圧痕文を施すもの（第９９図１１７・１２１）、施文されないもの（第９９図１１５・１１９・１２０・１２４）が確認さ

れる。また、横位の微隆起線文上に絡条体圧痕文が施されるものもある（第９９図１１６・１１８・１２０・１２３・１２４、第

１００図１２５・１２７・１２９～１３１・１３４）。第１００図１３９～１４５は沈線文と絡条体圧痕文が施された土器である。上位に沈線

文・下位に絡条体圧痕文が施されるもの（第１００図１３９～１４３・１４５）と絡条体圧痕文と沈線文の施文範囲が重複す

るもの（第１００図１４４）に分けられる。沈線文は斜位に施されるものが多い。口唇部には刻みを施すもの（第１００

図１４０）と施さないもの（第１００図１３９）の両方が確認される。第１０１図１４６～１５２は絡条体圧痕文・微隆起線文・沈

線文が施文されている。絡条体圧痕文は横位の微隆起線文の下位に施されるものが多い。微隆起線文は横位のも

のが多く認められるが、縦位に２～３単位の微隆起線文を有するものもある。沈線文は微隆起線文の上位に存在

するものが主体を占める。口唇部には刻みを施すもの（第１０１図１４７～１５０）、絡条体圧痕文を施すもの（第１０１図

１４６）が確認される。第１０１図１５３～１５６は微隆起線文・沈線文が施文されている。この内、第１０１図１５３・１５４には

口唇部に刻みが施される。第１０１図１５７～１６３は微隆起線文が施文されている。縦位に１～３単位の微隆起線文を

有するもの（第１０１図１５７・１５８・１６３）があり、口唇部には刻みを施すもの（第１０１図１５８～１６０）と施さないもの
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（第１０１図１５７）の両方が確認される。第１０１図１６４～第１０２図１９７は沈線文が施文されている。沈線文としては、文

様帯を区画する横位の沈線文と文様帯内に充填される、斜位・格子状の沈線文に区分される。また、口唇部には

刻みを施すもの（第１０１図１６４・１６７・１７５・１７６・１７８～１８０）と施さないもの（第１０１図１６５・１６６・１６８・１７７・１８１）

の両方が確認される。第１０２図１９８～２０４は波状の沈線文が施文されている。これらの土器の文様属性は遺構単位

に検討した土器群には含まれないが、胎土の特徴から２期に分類した。波状文の中には、２単位の沈線文を併行

して施すもの（第１０２図１９８～２００）と５単位以上の沈線文を併行して施すもの（第１０２図２０２～２０４）がある。第１０２

図２０５は横位の押引文、第１０２図２０６～２０８は縦位・斜位の沈線文を有する土器である。これらの土器は２期の中で

も新しい要素を持つものと考えられる。

２期に分類した土器の内、遺構出土土器及び遺構外出土土器（第９６図８～第１０２図２０４）の特徴については、以

下の通りに要約される。１）口縁の形状は平縁が主体であるが波状口縁も含む。２）文様帯が多段化するものが

認められる。文様帯の単位としては３つに分化され、それぞれ微隆起線文・沈線文・絡条体圧痕文が施文される。

ただし、第２文様帯は第１文様帯と第３文様帯を横位に分割するように、微隆起線文・沈線文が施されるが、し

ばしば省略もされる。第１０１図１４６のように第２文様帯に入組状の沈線文を有すものは主体ではない。第１文様帯

に縦位に３単位の微隆起線文を施すのが、この土器型式の特徴である。また、沈線文の多くは充填的に施される

ものが多いが、第７７図２７のようにそのような性格を持たない沈線文も確認される。３）口唇部形状としては、刻

みを有すもの・絡条体圧痕文を有すもの・施文されないものの３種類が存在する。口唇部上と第１文様帯に施さ

れた沈線文について、連続的に施されるものとそうではないものが認められるが、これは時期差を示しているの

かもしれない。４）施文としては絡条体圧痕文が組成の主体を占めるが、絡条体圧痕文の施文範囲が広いことと、

破片資料が多いためであると考えられる。

２期を特徴付けている要素は、多段化した文様帯と文様属性の互換性である。つまり、２期の土器は口縁部下

位に２～３段の文様帯を設け、その中で絡条体圧痕文・微隆起線文・沈線文を使い分けながら施文している点に

特徴がある。この点は、清水柳遺跡と概ね共通する要素であり、特に第１文様帯において縦位に３単位、横位に

２単位の微隆起線文を施した後、横位の微隆起線文の上に斜位の沈線文を充填し、第３文様帯に絡条体圧痕文を

有す、施文特徴は全く同一であると言って良い。しかし、同じ特性を持つ土器の中に、異なる点も同時に存在す

る。３区第４６号土坑から出土した微隆起線文と沈線文が施文された土器（第７７図２７）であるが、これは清水柳遺

跡を含む静岡県東部地域からは出土していないタイプの土器である。また、絡条体圧痕文・微隆起線文が施文さ

れた土器（第１０１図１４６）の文様構成は多摩ニュータウンNo．１９２遺跡と全く同一である。土器型式としては東海

地域から確認される清水柳 E式と共通するが、その内部には異なる属性要素も含んでいることが、玉川金山遺

跡出土土器の特異性と言える。

山梨県を含む中部地域においては、子母口式期に併行する土器は判ノ木山西式であり、清水柳 E式に類似す

る資料は子母口式～野島古段階ないしは野島式に併行するとされてきた。その理由としては、分布域の中心であ

る静岡県において、型式的な一括性を有する資料が乏しかったため、時期的な位置づけと型式内容を捉えること

が困難であったことが挙げられる。しかし、玉川金山遺跡においては他型式と混在しない形で検出されたため、

野島式に客体的に含まれる土器ではなく、独立型式であることが把握された。静岡県において野島式に含めて考

えられる傾向があるが、堆積条件が良好でないために土器型式の混在を招いていると思われる。しかし、今回の

調査によって、野島式の組成が微弱であり、清水柳 E式の型式内容を把握可能な内容が出土したため、両者の

時期的な断絶を想定するほうが妥当であると言える。清水柳 E式の時期的な位置づけについては、文様帯の多

段化が認められることから野島式に含める説もあるが、文様帯の多段化は口縁部～胴部上半のみに認められ、胴

部中位～下半に及ぶ野島式とは質的に異なる。また、微隆起線文の採用を土器型式の画期として捉え、清水柳 E

式を野島式の古段階に含める考えもある。早期後半の条痕文系土器群と押型文・沈線文系土器群を断絶させて見

る視点であり、清水柳 E式を子母口式新段階併行とする考えと対立している。この点は土器型式の画期をどこ

に求め、短期的ないし長期的視点でみるかで、見解が異なることが予想されるが、清水柳 E式は絡条体圧痕文

が施文され、微隆起線文・沈線文などが複合した極めて独自性の高い土器型式である。器形・施文原理が異なる

野島式とは異なる土器型式として認識した方が良いのではないだろうか。なにより地域的に土器型式が独自性を
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持っていた縄文時代早期後半において、東海地方において子母口式併行期の土器として清水柳 E式が存在した

と考えるほうが適当であろう。なお、先行して２期を取り上げたが、以下に１・３～５期の土器についてもふれ

ていきたい。

１期は繊維と微量の金色雲母を胎土に含み、押型文が施文された土器と定義され、第９６図１～７が該当する。

第９６図１～６には楕円文が施されており、第９６図７は縄文と押型文（楕円文）を有している。３期に該当する土

器は第１０２図２０９～２１８である。この内、第９６図２０９～２１４は野島式、第９６図２１５～２１８は古屋敷式に分類される。４

期に該当する土器は第１０３図２１９～第１０７図３９３である。この内、文様属性として微隆起線文・押引文・沈線文・刺

突文・条痕文を有するものが第１０３図２１９～２２３、微隆起線文・押引文・沈線文・刺突文を有するものが第１０３図２２４、

微隆起線文・沈線文・刺突文・条痕文を有するものが第１０３図２２５・２２６、微隆起線文・押引文・沈線文・条痕文

を有するものが第１０３図２２７、押引文・沈線文・刺突文・条痕文を有するものが第１０３図２２８～２３３、微隆起線文・

沈線文・刺突文を有するものが第１０３図２３４・２３５、微隆起線文・沈線文・条痕文を有するものが第１０３図２３６、微

隆起線文・押引文・条痕文を有するものが第１０３図２３７、押引文・沈線文・刺突文を有するものが第１０３図２３８～第

１０４図２６２、沈線文・刺突文・条痕文を有するものが第１０４図２６３～２６８、押引文・沈線文・条痕文を有するものが

第１０４図２６９～２７３、沈線文・刺突文・縄文を有するものが第１０４図２７４、沈線文・刺突文を有するものが第１０４図

２７５～２７９、押引文・沈線文を有するものが第１０４図２８０～第１０５図３１７、沈線文・条痕文を有するものが第１０５図３１８～

３２６、沈線文を有するものが第１０６図３３５～３５６・３５８～３７７、刺突文を有するものが第１０７図３７８～３８０、押引文を有

するものが第１０７図３８１～３８９、隆起線文・微隆起線文を有するものが第１０７図３９０～３９３である。４期の土器の内、

全体の形状が把握可能なものが個体資料として出土している。この内、５区土器集中地点１出土土器（第９５図１）

と１１区１号集石出土土器（第８６図１２）を比較すると、第８６図１２は微隆起線文によって区画された中に押引文が充

填されるが、第９５図１は沈線文が施される。また、第８６図１２と第９５図１について、後者は前者に比べて、非常に

施文が粗雑である。胎土も異なっており、第８６図１２は内部と外面の色調が異なっているのに対し、第９５図１は色

調が単一であり、金色雲母が含まれる。第１０３図２１９～第１０７図３９３の中では、第９５図１に類似する胎土を持つ土器

が主体的であり、第８６図１２に類する胎土を持つものは非常に少ない。第８６図１２と第９５図１の差異性の要因として

は、２つの可能性が考えられる。第１には時期差である。第９５図１は第８６図１２よりも施文が退化していることか

ら、第８６図１２→第９５図１の順に変遷したという可能性が指摘される。第２には地域差である。第８６図１２が関東か

ら搬入された土器で、第９５図１が在地で製作されたと考えれば、文様と胎土の差異性は理解できる。ただし、山

梨県においては鵜ヶ島台式の出土事例はさほど多くないため、出土事例の増加を待ちたい。５期の土器としては、

刺突文を連続して施文するもの（第１０７図３９４～４０１）、３～５条の押引文を施文するもの（第１０７図４０２～４０５）、器

壁が薄手のもの（第１０７図４０６～４０９）という３種類の土器が該当する。この時期は、茅山上層式に併行・後続す

る東海系の土器群に比定される。第１０７図４０２～４０５は微量の金色雲母を伴う点では１期と共通しているが、器壁

が薄手の第１０７図４０７と施文原体が共通していることから、同じ分類として捉えたい。これらの土器は、大月市外

ガイド遺跡から出土している土器に施文が類似している。

（３）縄文時代早期後半の石器とその位置づけ

玉川金山遺跡から出土した縄文時代早期後半に位置づけられる石器の総点数は４４２点であり、出土した石器の

内訳は、石鏃３９点（遺構外出土３９点）、石鏃未成品１９点（遺構出土２点・遺構外出土１７点）、石錐１０点（遺構出土

１点・遺構外出土９点）、石匙３点（遺構外出土３点）、楔形石器２１点（遺構出土２点・遺構外１９点）、削器４９点

（遺構出土１０点・遺構外３９点）、掻器１５点（遺構外１５点）・礫器１８点（遺構内３点・遺構外１５点）、打製石斧２点

（遺構内１点・遺構外１点）、微細剥離を有する剥片４５点（遺構内４点・遺構外４１点）、２次加工を有する剥片１３

点（遺構内１点・遺構外１２点）、石核１２１点（遺構内３５点・遺構外８６点）、稜磨・磨石類６３点（遺構内１６点・遺構

外４７点）、台石２２点（遺構内８点・遺構外１４点）である。石器の石材組成と器種の技術形態的特性は下記の通り

である。

石鏃・石鏃未成品 石鏃の石材組成は黒曜石３５点（西霧ヶ峰系２３点・恩馳島系３点・不明９点）・緑色凝灰岩２

点・凝灰岩１点・安山岩１点であり、石鏃未成品の石材組成は黒曜石１５点（西霧ヶ峰系１３点・不明２点）・緑色

凝灰岩４点である。形態的には全て凹基鏃である（第１２３図２８は左右の脚部が欠損している）。長幅比１．５～１．７が
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９点（第１２２図１～３・５・６・１１・１７・２２・３１）、長幅比０．７～０．９が６点（第１２３図４・２７・３３～３５・３９）であ

るが、長幅比１．０～１．４が２４点で最も多く、主体的である。第１２２図１・３・７・９・１４・１６・１８・１９・２２・２３～

２５・２７・２８・３１～３８は器体の一部が欠損している。総点数３９点の内、欠損している石鏃は２２点であり、欠損率は

５６％である。この内、第１２２図７は先端が欠損しており、衝撃剥離の可能性が指摘される。第１２３図３０・３９は小形

であるのに加えて、左右非対称であるため、リダクションを経た最終形態であるのかもしれない。石鏃未成品か

ら窺える素材剥片の形状を見る限り、通常剥離によって得られた三角形・貝殻状剥片を素材としている。側縁に

比して基部の形成が微弱であるもの（第１２３図４４・４６、第１２４図４９・５０・５１）や調整段階の初期で製作を放棄した

もの（第８８図１７・１８、第１２４図５３～５６）なども確認されている。

石錐 石錐の石材組成は黒曜石９点（西霧ヶ峰系６点・恩馳島系１点・不明２点）・凝灰岩１点である。調整が

表裏両面に及んでいるものは、第８２図１０３と第１２４図５７の２点のみであり、他は素材剥片の形状を残し、機能部の

みに調整を加えている。第１２４図６３と６４は上端が欠損している。

石匙 石匙の石材組成は黒曜石３点（恩馳島系３点）である。形態的には横形（第１２５図６６・６７）・縦形（第１２５

図６８）に分けられる。第１２５図６８の表裏面には素材面が残置しているものの、全て両面調整である。ただし、第

１２５図６７・６８が押圧剥離によって成形されているのに対して、第１２５図６６はつまみ部や器体の周縁に認められるの

は押圧剥離であるが、中央に残されている剥離痕は通常剥離によるものと考えられる。石核を転用したのか、最

初から石匙を製作するつもりで剥離が加えられたのかで解釈が分かれる。第１２５図６６・６７は下端部、第１２５図６８は

左側縁を刃部に設定したと考えられるが、機能刃に確認される剥離痕は階段状を呈さない。このことから、さほ

ど使用されなかったことが想定され、全て恩馳島系であることを含め、位置づけについて検討を要する。

楔形石器 楔形石器の石材組成は黒曜石１０点（西霧ヶ峰系９点・恩馳島系１点）・凝灰岩５点・緑色凝灰岩２点

・水晶２点・安山岩１点・頁岩１点である。形態的には長幅比２．１～３．３の縦形が５点（第１２５図７１・７２、第１２６図

３８・７４・７６）の他は全て幅広形である。器体に残置している剥離痕形状から両極剥片を得るために使用された可

能性も考えられる。ただし、素材剥片の獲得が期待できないほど縮小化したもの（第１２６図７８～８４）や石器にな

い石材も含んでいる（第１２６図７６・７９）ため、石核と楔という両方の機能を想定するのが妥当であろう。

削器 削器の石材組成は緑色凝灰岩１４点・凝灰岩１２点・黒曜石９点（西霧ヶ峰系６点・恩馳島系１点・不明２

点）・頁岩８点・チャート２点・ホルンフェルス１点・鉄石英１点・結晶片岩１点・流紋岩１点である。形態的

には長幅比２．０～２．８の縦長形が２点（第１２７図８８・８９）、長幅比０．４～０．５の横長形が９点（第８８図２０、第１２７図９３～

９７・９９、第１３０図１１９・１２０）の他は全て幅広形である。この中でも、第１２８図１００～１０５の内、第１２８図１００・１０２・

１０３・１０５は素材の下端、第１２８図１０１・１０４は素材の側縁に加えられているが、調整の規模などが類似しており、

削器の中でも規範性の高いものといえる。刃部は直線的に成形されるものが主であるが、鋸歯状を呈するものも

ある（第１２７図９１、第１２８図１０６・１０８・１０９、第１２９図１１０・１１２・１１５～１１７）。また、刃部は素材縁部を用いている

が、器体の一部に成形を目的とした剥離痕を有すもの（第１２９図１１１・１１４）も削器に分類した。

掻器 掻器の石材組成は凝灰岩６点・黒曜石３点（恩馳島系２点・西霧ヶ峰系１点）・緑色凝灰岩２点・砂岩２

点・頁岩１点・安山岩１点である。小形（第１３１図１２７～１３１）と大形（第１３１図１３２～第１３２図１４１）に大別され、

形態的には長幅比２．２～２．８の縦長形が４点（第１３１図１２８～第１３２図１３１）以外は全て長幅比０．６～１．９の幅広形であ

る。この中でも、第１３１図１３４～第１３２図１３８は素材を分割・切断し、短辺に急斜度調整を加えている点で共通して

おり、掻器の中でも規範性の高いものといえる。刃部の形状としては、幅が厚い素材の端部に円形の刃部を作出

する典型的な形態（第１３１図１２８・１３２、第１３２図１３９）や素材の側縁に刃部を形成する形態（第１３１図１３１・１３３）な

ど多様である。なお、第１３１図１２７は素材剥片の打面に背面側から調整が加えられている。剥片剥離時の打面調整

のように見えるが、細かな調整が縁部に集中しており、刃部作出のための調整だと判断される。

礫器 礫器の石材組成は凝灰岩８点・緑色凝灰岩４点・砂岩３点・花崗岩１点・斑糲岩１点・礫岩１点である。

刃部の形状は平刃（第７５図１４、第８４図３、第１３３図１４２～１４４、第１３４図１４７、第１３５図１５１・１５３～１５５）、凸刃（第１３４

図１４６～１５０、第１３５図１５２）、凹刃（第７５図１３・第１３３図１４５）に分けられる。

打製石斧 打製石斧の石材組成はホルンフェルス１点・結晶片岩１点である。第７５図１６は刃部側が折損している。

第１３５図１５７は片面のみに調整を施し、円形の刃部を作出している。右側縁は階段状剥離が発達する。
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微細剥離を有する剥片（MF） 微細剥離を有する剥片の石材組成は黒曜石２３点（西霧ヶ峰系１６点・恩馳島系４

点・和田峠系Ⅰ１点・不明２点）・凝灰岩１４点・緑色凝灰岩４点・頁岩３点・砂岩１点である。小形（第８８図２３

・２４、第１３６図１５８～第１３８図１８５）と大形（第１３８図１８６～第１３９図１９８）に大別され、長幅比２．０～４．４の縦長形が９

点（第１３６図１５９・１６０・１６２・１６４・１６５、第１３７図１６９・１７０・１７２、第１３８図１８７）、長幅比０．４～０．５の横長形が３点

（第１３７図１７７・１７９・１８０）の他は全て幅広形である。この中でも、第１３７図１７４・第１３８図１９１～第１３９図１９５は素材

の短辺を刃部に設定していることや、刃部側の幅が最も大きく・基部側の幅が最も小さいなど共通する点が多く、

微細剥離を有する剥片の中でも規範性の高いものといえる。第１３８図１８９の腹面側中央と背面側の一部に磨面が確

認され、研磨具として用いられたと考えられる。

２次加工を有する剥片（RF） ２次加工を有する剥片の石材組成は黒曜石８点（西霧ヶ峰系６点・不明２点）

・緑色凝灰岩３点・水晶１点・砂岩１点である。小形（第１３９図１９９～２０７）と大形（第１４０図２０８～２１０）に大別さ

れる。その機能としては、加えられた調整部位を刃部に設定するものと、石器を製作する過程で放棄したものの

両方が想定される。

石核 石核の石材組成は黒曜石８２点（西霧ヶ峰系７１点・恩馳島系３点・不明８点）・凝灰岩１９点・緑色凝灰岩１０

点・頁岩１０点である。小形（第８８図２６、第１４０図２１１～第１４２図２３６、第１４４図２４５～第１４６図２６６、第１４８図２７４～２８６）、

大形（第１４２図２３７～第１４４図２４４、第１４６図２６７～第１４７図２７３、第１４９図２８７～第１５１図２９６）に大別される。石核を分

類するにあたっては、１）打面と作業面の関係（打面と作業面を固定するか、転移するか）、２）作業面の数量、

３）打面の数量を基準に分類を行った。項目についてはA類（打面と作業面を固定するもの）、B類（打面と作

業面を転移するもの）、C類（数回の剥片剥離を行った後に、石核を放棄しているもの）に分け、作業面の数と

打面の数を付した。分類の結果、小形石核においては、A－１－１類（打面と作業面を固定し、作業面・打面の

数がそれぞれ１であるもの）が１４点・A－１－２類が８点・A－１－４類が１点・A－２－２類が１１点・A－２－

３類が６点・A－２－４類が３点・A－２－５類が１点・A－３－３類が２点・A－３－５類が１点・B－２－２

類が１２点・B－２－３類が４点・B－２－４類が１点・B－２－５類が２点・B－２－６類が１点・B－３－３類

が２点・B－３－４類が１点・B－３－５類が１点・B－４－４類が３点・C－１－１類が１４点、C－１－２類が

２点、C－２－２類が２点、大形石核においては、A－１－１類が１点・A－１－２類が３点・A－２－２類が３

点・A－２－３類が１点・A－２－４類が１点・A－３－３類が１点・B－２－２類が３点・B－３－３類が１点

・B－４－４類が２点・B－４－６類が１点・C－１－１類が８点、C－１－２類が２点、C－２－２類が２点で

ある。小形の石核については、A類が４７点（５１％）・B類が２７点（２９％）・C類が１８点（２０％）であるが、素材

の形状が板状を呈しているものが目立つという点で共通する。作業面の数と打面の数もそれぞれ１～２をピーク

として減じており、打面転移を繰り返しながら石核を極限まで消費しようとする指向性とはやや異なる。むしろ、

作業面や打面をある程度保持しながら、剥片剥離を進めようとする傾向が窺える。この点からA類から B類に

連続的に移行した可能性が指摘される。また、さほど素材を消費せずに作業を終えたC類も一定量存在するこ

とから、石核素材が一定量保持されていたと想定される。これは、大形の原石（第１５９図３６７～３６９）を含め、４９

点の原石が出土していることからも首肯されよう。大形の石核については、A類１０点（３４％）・B類７点（２４％）

・C類１２点（４１％）であり、A～C類を通して石核消費の限界を迎えたのではないにも関らず、石核を放棄して

いるものが確認される。C類が最も多量であることからも、石核は素材の使用が「浪費的」である傾向が窺える

と言えよう。

稜磨・磨石類 器種の細分は稜磨石１６点、稜磨・敲石１１点、稜磨・凹石４点、稜磨・磨石１点、稜磨・磨・敲石

１点、稜磨・磨・凹石１点、稜磨・凹・敲石２点、磨石１７点、磨・凹石４点、磨・敲石１点、凹石２点、凹・敲

石２点、敲石１点であり、石材組成は花崗岩２６点・凝灰岩１９点・閃緑岩７点・安山岩６点・砂岩５点である。稜

磨石は機能面に細かな凹凸が観察され、磨石は平滑な機能部を有する石器である。名称の通りに稜磨石は礫の稜

部に機能部が形成されるが、平坦面に機能部を持つものもある（第１５３図３１３、第９４図７２）。稜磨面や磨面以外に

も凹石・敲石が確認されたが、これらの４つの機能が複合している石器も一定量組成される。機能が複合すると

いう現象は、機能的な互換性を有していたと考えられる。稜磨・磨・凹・敲という４つの属性の中で稜磨・磨が

多いが、稜磨と磨という属性で対比させてみると稜磨の機能を持つものが４２点、磨の機能を持つものが２７点、２
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つの機能を持つものが４点であり、稜磨石が最も多く用いられた器種であることが分かる。

台石 台石の石材組成は凝灰岩１３点・閃緑岩５点・安山岩２点・緑色凝灰岩２点である。ほぼ完形であるもの（第

８３図１２２、第１５８図３５３・３５５、第１５９図３６０・３６４）、側縁に剥離面を有するもの（第８０図７５・８２、第９５図７６、第１５８

図３５４・３５７）、分割されているもの（第７８図４９・５１、第８０図８３、第１５８図３５６・３５８・３５９・３６１～３６３・３６５・３６６）

に分けられる。機能部の形状としては、平坦（第７８図４９・５１、第８０図７５・７６・８２・８３、第１５８図３５６・３５８、第１５９

図３６１・３６３～３６５）、凸形（第１５８図３５３・３５４・３５７・３５９）、凹形（第１５８図３５５、第１５９図３６０・３６２・３６６）に分けら

れる。ただし、第１５９図３６６は石皿の形態に類似しているため、縄文時代早期以降に所属する遺物である可能性を

有する。

該期における石器製作技術の構造は、第２１１図の通りである。すなわち、小形石器製作システムと大形石器製

作システムに分けられ、重複する器種を含んでいる。小形石器製作システム・大形石器製作システムのどちらに

おいても、素材の獲得に際して剥片剥離を行っている訳ではないが、「石核」の項目で指摘したように剥片剥離

技術において作業面や打面などに対する意識は明確に認められる。また、石器形態のサイズや使用石材が異なる

ため、大形と小形に分けたが、技術的には共通している点が多い。例えば微細剥離を有する剥片において、第１３７

図１７４と第１３８図１９１～第１３９図１９５はサイズが異なるものの、素材剥片の使用法などの点では共通しており、サイ

ズに関係なく同一の方法で石器を使用する指向性が指摘される。また、第１３７図１７４と第１３８図１９１～第１３９図１９５は

素材剥片の短辺に刃部を設けているが、このような形状は削器の第１２９図１１０～１１７にも共通している。これらの

石器は刃部形状と調整の有無という点で異なるものの、縄文時代早期においては同一の器種として捉えられてい

た可能性を有する。いずれにせよ、素材の縁部を組み込んだ石器製作技術であり、目的剥片を獲得する際に製作

する石器を念頭において、剥片剥離を行った可能性が強い。また、掻器（第１３１図１３４・１３５、第１３２図１３６・１３７）

や石核（第１４３図２４２・第１４９図２８８・第１５１図２９６）の中には、調整・剥片剥離段階の前に分割作業を行い、器体の

両端を大きな剥離によって補正した後に、刃部作出・剥片剥離を行ったものもあり、通常の剥片剥離と共に、分

割・折り取りを石器製作技術に組み込んでいる状況が看取される。

（４）遺構の形成とその特徴について

縄文時代早期後半に形成された遺構の位置づけについて、検討したい。山梨県における子母口式併行期～鵜ヶ

島台式期の遺跡としては、北杜市大日川原遺跡、北杜市屋敷平遺跡、甲州市奥豊原遺跡、笛吹市西原遺跡・堂所

遺跡、上野原町談合坂遺跡・穴沢遺跡・仲大地遺跡、忍野村笹見原遺跡、富士吉田市古屋敷遺跡、北杜市丘の公

園第５遺跡、市川三郷町一条氏館跡などが知られている。この内、北杜市大日川原遺跡、北杜市屋敷平遺跡、甲

州市奥豊原遺跡、笛吹市西原遺跡、上野原町談合坂遺跡・穴沢遺跡、忍野村笹見原遺跡から出土した土器は判ノ

木山西式類似例として、検討されている。これに対し、２期に比定可能な土器が出土している遺跡としては、上

野原町談合坂遺跡、忍野村笹見原遺跡、富士吉田市古屋敷遺跡が挙げられる。判ノ木山西式類似例と２期に比定

可能な土器が出土した遺跡の分布状況を見ると、前者が中西部地域は４遺跡・東部地域は３遺跡であるのに対し、

後者は東部地域が３遺跡である。玉川金山遺跡を加えても清水柳 E式に比定可能な土器が出土している遺跡は

東部地域に限られる。この分布論的な偏在性は山梨県東部地域に東海地方を中心的な居住地とした集団が流入し

てきたということに求められよう。既に前項で考察した様に、玉川金山遺跡から出土した子母口式併行期の土器

は若干異なる要素も含みながらも、清水柳遺跡など静岡県から出土する土器と同様な施文原理によって製作され

ており、静岡県から集団が移動してきたと考えるのが妥当である。また、上に挙げた遺跡のうち、上野原町談合

坂遺跡、忍野村笹見原遺跡、富士吉田市古屋敷遺跡は遺物のみが出土したのに対して、玉川金山遺跡においては

遺構も検出されている点に留意すべき点である。玉川金山遺跡は東海系の集団が流入・居住したことを示す遺跡

であると言える。これは、黒曜石の分布状況からも裏付けられる。第１９３図は黒曜石の産地ごとの分布を示して

いるが、恩馳島系が３・４・５区西南端・６区に散漫に分布しているのに対して、西霧ヶ峰系は３・４区・５区

中央～西側・６区に分布し、特にQ･S－１０～１２、S－１３グリッドに集中する。これに対し、２期の土器は、３・

４区・５区西南側・６区に広がり、N･O－８～１４、P－８～１０、Q－９～１１、R－１１グリッドに集中し、４期の土

器は、３・４区・５区中央～西側・６区に広がり、N－８～１４、P･Q－９～１３、R－９～１２、S－１０～１３、T－１１

グリッドに集中を有している。産地別の黒曜石と２・４期の土器の分布を比較すると、西霧ヶ峰系と４期の分布

領域が重なっている状況を指摘できる。特に４期の遺構に比定される５区石器集中地点には黒曜石が集中してい
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るが、把握される限り全て西霧ヶ峰系であり、恩馳島系を含まない。恩馳島系は散漫ではあるが、２期の分布領

域と一致している。このことから、２期の集団は恩馳島系の黒曜石を用いる集団であり、４期の集団は西霧ヶ峰

系の黒曜石を用いたと考えられる。この現象は遺跡分布や遺跡から確認された土器型式などの状況と整合的であ

る。つまり、２期においては恩馳島系の黒曜石を携えた集団が遺跡を形成したと結論付けられる。ただし、２期

の集団が恩馳島系の黒曜石しか使用しなかったとの前提に立つと、石器組成の内容が非常に貧弱になるため、西

霧ヶ峰系の黒曜石も同時に用いたと考えたい。なお、遺跡からは石匙が３点出土しているが、この内の第１２５図

６６は器体が大きく、使用する過程で多数の剥片が生じたことが予想されるが、遺跡内から検出された恩馳島系の

黒曜石は少量であるため、石器は製作したものが持ち込まれたと考えられる。

これまで、遺跡を形成した集団の位置づけについて議論を進めてきたが、東海系の集団が山梨県東部地域に赴

き、遺跡を形成した理由としては、どのような点が考えられるであろうか。都留市内の東南側には道志山地を源

に桂川に合流する菅野川が位置しているが、菅野川上流域においては緑色凝灰岩や凝灰岩の原石が採取可能であ

る。遺跡内からも緑色凝灰岩や凝灰岩製の石器が多く出土しているが、その採取地点も菅野川上流域が比定され、

玉川金山遺跡は石材原産地の周縁に位置していると言える。これは、石核を数回の剥離の後に放棄してしまうと

いう、浪費的な使用傾向からも指摘できる。つまり、資源獲得としての東海系集団の北進の結果が玉川金山遺跡

の形成につながったと結論付けられる。遺物の分布傾向もこの説を支持している。すなわち、緑色凝灰岩は２期

の遺構・土器が分布しているN･O－８～１４グリッドと４期の土器が集中的に出土している P･Q－９～１３、R－

９～１２、S－１０～１３グリッドの両方にまとまりをもって出土しており、２期だけでなく４期においても緑色凝灰

岩を獲得－使用したことが推察される。また、忍野村笹見原遺跡において確認された判ノ木山西式と２期が子母

口式と併行関係にあるとの前提に立てば、山梨県東部地域において異なる集団が接触したということも想定され

る。

山梨県における鵜ヶ島台式の出土事例はさほど多くない。笛吹市堂所遺跡、上野原町穴沢遺跡・仲大地遺跡、

北杜市丘の公園第５遺跡・神取遺跡、市川三郷町一条氏館跡などで出土している。分布範囲を見る限り、中西部

地域・東部地域共に分布しているが、出土した遺物の量はいずれも少ない。炉穴については上野原町仲大地遺跡

に次ぐ発見であるが、住居跡・集石・炉穴群・石器製作跡などと共にまとまった土器が出土したため、今後の研

究に資する部分が大きいと評価される。ただし、前項で指摘した土器の搬入・伴出等の議論は、現状では困難で

ある。今後の出土事例の増加を待ってから行うものとしたい。

２．奈良時代

（１）出土遺物について

奈良時代の住居跡から出土した一括資料を基に、議論を進めていきたい。遺跡からは８軒の住居跡が確認され

たが、覆土中に一定量の遺物を伴う遺構は、３区第１号住居跡・３区第２号住居跡・２区第３号住居跡である。

これらの住居跡からは駿東型甕以外の土師器甕が出土した。これらの土器の内、第１６６図２３～２６は胎土の色調が

淡い肌色か古代紫色を呈しており、堀之内原 Type に比定することが可能である。しかし、胎土の色調は褐色の

ものが多く、堀之内原 Type の定義である「胎土には古代紫色をした１～３mm大の粒子を含有し、全体の色調

も淡い膚色或いは古代紫色を呈する」という要素を満たさないものも同時に認められる。このため、在地系甕と

して堀之内原 Type 以外の属性を持つ甕が存在していたと見られる。堀之内原 Type 以外と考えられる在地系甕

としては、第１６４図１６・第１６７図１２・１３などが挙げられる。第１６４図１６は内外面が無調整であるのに対して、第１６６

図１２は外面に縦ハケ、第１６６図１３は外面に縦ハケ・内面の頚部付近に横ハケを有している。また、第１６４図１６は球

胴であり、第１６６図１２は胴部が屈曲し、口縁が強く外反する。第１６６図１３は頚部が内反し、口縁が直線状に開いて

いる。第１６６図１２・１３に類する資料として、大月市南堀之内遺跡から口縁が強く外反する土師器甕が出土してい

る。ただし、南堀之内遺跡出土甕は内面に横ハケを伴うものを含んでおり、器面調整が異なるが、８世紀前半（山

梨県史編年Ⅱ期）に位置づけられており、年代はほぼ同じと考えられる。

３区第１・２号住居跡から出土した駿東型甕は、球胴形を呈し、胴部上位に最大径を有していることから、８

世紀第１四半期に位置づけられる。２区第３号住居跡から出土した駿東型甕も概ね同じ年代の資料だと推定され

る。これらの駿東型甕は赤褐色の胎土で焼成は良好であり、縦・斜方向のハケの上に横・斜方向のミガキを有し、
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静岡県東部地域で生産されたものが搬入されたと考えられる。

遺物の器種組成としては、３区第１号住居跡は土師器２８点（坏１点・甕２７点）・須恵器２点（蓋２点）で甕が

駿東型甕１３点・在地系甕８点・堀之内原 Type６点、３区第２号住居跡は土師器５８点（甕５６点・小型甕１点・鉢

１点）で甕が駿東型甕４７点・在地系甕２点・堀之内原 Type７点、２区第３号住居跡は、土師器３１点（坏９点・

甕２２点）・須恵器４点（蓋１点・坏２点・高台付坏１点）で甕が駿東型甕２点・在地系甕１２点・堀之内原 Type

８点が出土している。３区第１・２号住居跡では坏が全く組成しないか、少量であり、駿東型甕を非常に多く組

成する。これに対して、２区第３号住居跡は一定量の坏を有し、駿東型甕は２点のみである。２区第３号住居跡

からは半球形の底部を持つ坏が出土しており、３区第１・２号住居跡よりやや古い年代が考えられる。８世紀前

半に比定される高台付坏も出土しているが、遺物の多くが覆土中位に位置していることから、新しい年代の遺物

が混入したと推察される。仮にこの過程が正しいとすると、在地系甕から駿東型甕へ量的な組成が変化したと言

える。ただし、第Ⅳ章で述べたように、堀之内原 Type は８世紀前半に出現するとされているが、２区第３号住

居跡からも堀之内原 Type が８点出土しているため、遺構内遺物の一括性については慎重に考えるべきかもしれ

ない。

（２）集落の構成について

遺跡から検出された奈良時代の集落は、多良郷（都留市谷村が比定地）の周縁に展開していた集落であると考

えられる。都留市内における奈良時代の遺跡の分布については、「桂川とその支流からなる河川の合流点付近の

台地上の平坦地で、桂川の支流により形成された谷間を背負う位置」に遺跡が分布する傾向があり、これは「河

川の合流点と谷の玄関口において奈良時代の開発の拠点として集落が配置された」可能性が指摘されている（杉

本 ２００８）。玉川金山遺跡は戸沢川と菅野川の合流地点付近に立地している。このような立地は前記の説に整合

的であるが、都留市の地形が山地と河川沿いの低地が多いため、集落を形成する場所が限定されるのももう一つ

の理由であろう。都留市内において遺跡が減少する古墳時代の後に、土地開発の端緒を開いたのが奈良時代であっ

たと言える。

奈良時代の遺構の配置としては、河川沿いの７区に河道内の微高地を利用した畑があり、２～４区を中心に集

落が展開していたと考えられる。５区は傾斜がややきつくなるため、居住地としては適さなかったと考えられる。

集落内の分布としては、２・４区（２区と４区はほぼ同一の地盤高である）には住居跡５軒と掘立柱建物跡３軒、

３区には３軒検出されている。カマドの位置は北壁が３軒・東壁が２軒・東南壁が２軒・不明１軒であり、斉一

性は認められない。掘立柱建物跡の配置を見ると、３軒共に北西－南東方向を柱穴の主軸としており、北側に３

軒が位置をずらしながら配されている。このような遺構配置から集落を計画的に展開させようとする意図が窺え

る。集落が断絶的に発生したことや計画的な建物配置が確認されることは、為政者の施策を反映していると考え

られる。集落内において、駿東型甕を多量に組成するということは、集落の唐突な発生と関連性があるのかどう

かという点は今後の課題であろう。また、平安時代の遺物は確認されるものの、明確な遺構は確認されない。調

査地点の北西側には緩斜面・平坦地が広がっているため、集落の中心が移動したことも十分考えられるが、奈良

時代と平安時代の遺物の量的な多寡が歴然としており、平安時代においては集落が廃絶した可能性も指摘できる。

３．中世

（１）出土遺物について

遺跡から出土した遺物の器種組成は、土師質土器２点・蓋１点・碗１５点・皿５点・瓶４点・鉢８点・擂鉢３点

・片口鉢１点・壺４点・広口壺１点・甕４２点である。全て破片資料であるが、遺物組成の中では甕が最も多く、

土師質土器が少ないことが特徴として挙げられる。遺構外出土遺物において、図化した碗の内、４点（第１７６図

８～１１）が青磁であるが、これらは１２世紀中頃～後半に位置づけられる。第１７７図３０～４３は常滑産の甕であるが、

口縁部形態から第１７７図３２は１４世紀後半・第１７７図３１は１５世紀前半に位置づけられる。遺物の年代が１２世紀から１５

世紀に及んでいるものの、集中的な遺物の出土は確認されておらず、居住域以外の土地活用がなされたと考えら

れる。

（２）遺構の構成について

第１節の中で中世においては玉川に集落は存在せず、法能の集落に居住した人々が集落の外縁部に位置する調
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査地点周辺を利用して集落とは異なる機能の遺構を構築したと考えられると述べた。その理由としては、地下式

土坑や集石墓などの遺構しか確認されず、遺物の出土も散漫であることが挙げられる。玉川金山遺跡の北東側に

は中世の城館跡である、与縄館跡が存在しているが、その北側にある日影・日向集落は城下集落として成立した

可能性が指摘されている（『山梨県史』 ２００４）。また、『甲斐国志』に「近世其西ノ方山崩レテ空穴顕ハル。広

方七尺許リ」との記述があり、この空穴とは地下式土坑ではないかと推定されている（角川書店 １９８５）。中世

の都留市内において、城館跡や集落の周辺に地下式土坑を構築したと考えられ、調査地点において確認された地

下式土坑や集石墓も法能に居住した人々によって構築された可能性が指摘される。
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第１７１図 遺構外出土遺物図１（弥生時代）
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第１７２図 遺構外出土遺物図２（古墳・奈良時代）

－２３８－



第１７３図 遺構外出土遺物図３（奈良時代）

－２３９－



第１７４図 遺構外出土遺物図４（奈良時代）

－２４０－



第１７５図 遺構外出土遺物図５（奈良時代）

－２４１－



第１７６図 遺構外出土遺物図６（平安時代・中世）

－２４２－



第１７７図 遺構外出土遺物図７（中世）

－２４３－



第１７８図 遺構外出土遺物図８（中世）

－２４４－



第１７９図 遺構外出土遺物図９（近世他）
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第１８０図 遺構外出土金属製品図
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第１８４図 縄文早期土器分布図（２期）

－２５０－



第１８５図 縄文早期土器分布図（２期）

－２５１－



第１８６図 縄文早期土器分布図（２期）

－２５２－



第１８７図 縄文早期土器分布図（４期）

－２５３－



第１８８図 縄文早期土器分布図（４期）

－２５４－



第１８９図 縄文早期土器分布図（４期）
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第１９５図 炭化物採取地点平面・土層図

第１９６図 馬の骨格

－２６１－



第１９７図 石材遺物の原産地推定

－２６２－



第１９８図 玉川金山遺跡の判別図（Ｒｂ分率）

第１９９図 玉川金山遺跡の判別図（Ｓｒ分率）

－２６３－



第２００図 玉川金山遺跡における原産地構成

－２６４－



第２０１図 石器時代における関東・中部地方の黒曜石原産地
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第２０２図 「霧ヶ峰地区」における黒曜石原産地
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第２０８図 炉穴群の変遷１

－２７２－



第２０９図 炉穴群の変遷２

－２７３－



第２１０図 子母口式併行期の土器文様

－２７４－



第２１１図 石器群構造模式図

－２７５－
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(�  �-./0 3%*�" ��� +��, �� �� �J� �
(� ���-./0 4��� ��� ��� �� � �J� �
(� ������	 4��� ��� � �" �� �J� �
6� ��NOP '%&��%" !2� +�"", +�� , �� �J� RSTU
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6� ��NOP 9��%" �B +�"�, +���, �� �J� RSTU
6� ��NOP $�� �B +���, +���, �� �J� RSTU
6� ��NOP 7�� �B +��, +��, �� �J� RSTU
6�  ��) $�� �� �� ��  � �J� RSTU
6� ���) $�� �� � �� �� �J� �
6� "��) $�� �� �� "" "� �J� RSTU
6� ���) $�� ��� �� �� �� �J� �
6� ���) 7%$�� ��� "� "�   �J� RSTU
6� ����) 7�� !2� �� � �� �J� RSTU
6� ����) 7�� �B +��, + �,  � �J� RSTU
6� ����) 7�"%� !2� �� ��  � �J� �
6� ����) 7�" ��� �  � �� �J� �
6� ����) 7%$�" ��� �� �� "� �J� �
6� � ��) 7�" ��� �� �� �� �J� �
6� ����) 7�" ��� "  � � �J� �
6� �"��) 7�� !2� ��  � �� �J� �
6� ����) &�" ��� ��� �� �� �J� �
6� ����) &�" ��� ��� ��� � �J� �
6� ����) &�" ���  �  � �� �J� �
6� ����) &�" ��� "�  � �� �J� �
6� ����) &%7�� ��� "� � �� �J� �
6� ����) 7�� ��� �� "� �� �J� �
6� ����) &�� !2� �� � �� �J� �
6� � ��) '�� ��� � �� �� �J� �
6� ����) 9�� !2� �� �� � �J� �
6� �"��) 9�� ��� �� �� �� �J� �
6� ����) 9� �� � �" �� �J� �
6� ����) 9%'� �� ��  � �� �J� �
6� ����) 9� ��� �� �� �" �J� �
6� ����) 7�" �� �� � �" �J� �
6� ���-./0 &%7�� ��� +��", �� � �J� �
6� ���-./0 &%7�� ��� +��", �" � �J� �
6� ���-./0 &%7�"A7�� ��� +���, �� " �J� �
6� ���-./0 7�" ��� �"� �" " �J� �
6� ���-./0 &�� ��� ��� �� �� �J� �
6� � �-./0 '%&� ��� �"� �� �" �J� �
6� ���-./0 9� %� !2� ��� �� �� �J� �
6� �"�-./0 9%'� !2� ��� �� �� �J� �
6� ���-./0 '� !2� ��� �� �� �J� �
6� ���-./0 9� �B + �, �" �� �J� �
6� ���-./0 9� �B +"�,  � �� �J� �
6�  ����	 '%&�" ��� ��� � � �J� �
6� �����	 &�" ��� �� �" � �J� �
6� "����	 &�" ���  " �� � �J� �
6� ��M�	 7�� � ��" �� � �J� �
6� ��M�	 7�� �  � �� � �J� �
6� ��M�	 7�� � �"� ��� � �J� �
:� � ��) ?���%�� ��� ��� � �  �J� �
:� ����) ;%?��� ��� �"� � �  � �J� �
:� �"��) ?���%�� ��� ��� �� �� �J� �
:� ����) ;��� ��� +���, ��� �� �J� �
:� ����) ;���%�� ��� ��� ��" � �J� �
:� ����) <%;��� ��� ��� ��� �� �J� �
:� ����) <%;��� ��� ��� � � �� �J� �
:� ����) <��� ��� ��� ��� �� �J� �
:� ����) >��� ��� ��" ��� �" �J� �
:� ����) >���%�� ��� ��� ��� �� �J� �
:� � ��) >��� ��� ��� ��� �� �J� �
:� ����) <���%�� ��� +���, �� �� �J� �
:� �"��) >���%�� ��� ��� +��, �� �J� �
:� ����) ?��� ��� ��� ��� �� �J� �
:� ����) ?%@���%�� !2� �"� ��� �� �J� �
:� ����) ?���%�� ��� ��� ��� �� �J� �
:� ����) @��� ��� ��� �� �� �J� �
:� ����) ?���%�� !2� ��� ��� �� �J� �
:� ����) @��� �B ��� ��� � �J� �
:� ����) ?��� ��� ��� +��, � �J� �
:� � ��) <��� � �� ��� �" �J� �
:� ����) ;��� ��� �"� � � �� �J� �
:� �"��) ?��� �B +��, �� �� �J� �
:� ����) ;���%�� ��� ��� ��� �� �J� �
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:� ����) ?��� �B ��� +�� , �� �J� �
:�  ���) =��� �B "" �� " �J� �
:�  ���) =���%�� � ��� ��" � �J� �
:� ���-./0 @��� ��� ���  � � �J� �
:� ���-./0 ?��� ��� ��� ��� �� �J� �
:� ���-./0 ;��� ��� ��� ��� �" �J� �
:� ���-./0 ;��� ��� �� �� �" �J� �
:� ���-./0 ;��� !2� ��� �� �� �J� �
:� ���-./0 ;��� �B +��, �� �� �J� �
:� ���-./0 ;��� !2� +�� , �� � �J� �
:� � �-./0 ;���%�� ��� �� � �� �J� �
:� ���-./0 ;��� ���  " �� � �J� �
:� �"�-./0 =%<��� !2� ���  � �� �J� �
:� ���-./0 =%<��� !2� � � �" �� �J� �
:� ���-./0 =%<��� !2� ��� ��� � �J� �
:� ���-./0 =���A<���%�� !2� ��� ��  � �J� �
:� ���-./0 =��� !2� ���  � �� �J� �
:� ���-./0 =���%�� !2� ��� "� � �J� �
:� ���-./0 =���%�� !2� ��� �� �� �J� �
:� ���-./0 =%<��� !2� � � �� �� �J� �
:� � �-./0 =%<��� !2� ��� ��� �� �J� �
:� ���-./0 ?��� !2� �"� ��  � �J� �
:� �"�-./0 ?��� !2� +���, �� �� �J� �
:� ���-./0 <��� !2� ��� �� �� �J� �
:� ���-./0 ;%?��� ��� ���  � �� �J� �
:�  ��-./0 ;%?��� ��� +���, +��", �" �J� �
:�  ��-./0 ?%@���%�� ��� +���, �  �� �J� �
:�  ��-./0 ;%?���%�� ��� ��" ��� �� �J� �
:�  ��-./0 ;%?��� !2� ��� � �" �J� �
:�  ��-./0 >���%��A=%<��� !2� � � �� �� �J� �
:�   �-./0 ;�@��� ��� +"� , ��� �� �J� �
:�  ��-./0 <��� !2� ��  � �� �J� �
:�  "�-./0 <�?���A;��� ���  �� ��� �� �J� �
:�  ��-./0 ?���%�� !2� ��� �� �� �J� �
:�  ��-./0 ;��� !2� � � �� �� �J� �
:� ���-./0 ;%?��� !2� ���  � �� �J� �
:� ���-./0 <���%�� !2� ��" "� �� �J� �
:� ���-./0 ;���%�� ��� �� �" � �J� �
:� ���-./0 <��� !2� ��" �� �� �J� �
:� �����	 <���%�� ��� �� �� � �J� �
E� ���) Z���%�� ��� �� �� �� �J� �
E� ���) F��� ���  � �� � �J� �
E� ���) Z���%�� ��� ��� ��� �� �J� �
E�  ��) >��� �� �� �� �� �J� �
E� ���) Z��� ��� �� ��  �J� �
E� "��) F�� � �� �� �� �J� �
E� ���) F��� ��� ��� ���   �J� �
E� ���-./0 F%Z��� ��� � � ��� �� �J� �
E� ���-./0 Z��� !2� ��� "� �� �J� �
E� ���-./0 Z���%�� !2� ��� "� �� �J� �
8� ���) H9��%�� ��� � �� " �J� �
8� "�-./0 H�%H9�� ��� +���, �� � �J� RSTU
8� ��-./0 H9�� ��� +�� , � " �J� RSTU
8� ��-./0 H�%H9�� ��� +���, �" �� �J� RSTU
8� ���-./0 H�%H9�� ��� +� �, �� � �J� RSTU
8� ���-./0 H�%H9�� ��� + ��,  " �� �J� RSTU
8� ���-./0 H9��%��AH'�� ��� +���, �� � �J� RSTU
8� ���-./0 H9��%� ��� +���, � �� �J� RSTU
8� ���-./0 H9%H'�� ��� +���, �� " �J� RSTU
8� � �-./0 H9%H'�� ��� +���,  �  �J� RSTU
8� ���-./0 H9%H'�� ��� +� �, �" " �J� RSTU
8� �"�-./0 H9%H'�� ��� +���, � " �J� RSTU
8� ���-./0 H9�� ��� +���,  �  �J� RSTU
8� ���-./0 H�%H9�� ��� +���, ��  �J� RSTU
8� ���-./0 H9��� ��� +��, �� � �J� RSTU
8� ���-./0 H�%H9��� ��� + � , "�  �J� RSTU
8� ���-./0 H9��� ��� +���, �  �J� RSTU
8� ���-./0 H�%H9��� ���  �� �� � �J� RSTU
8� ���-./0 H�%H9��� ��� + � , �� � �J� RSTU
8� � �-./0 H9��� ��� ��� �� � �J� RSTU
8� ���-./0 H9%H'��� ��� ��� �� �" �J� RSTU



－ 281 －

��� �
� �� ��� �� �� � �! "#
$%&' $%&' $%&'

I� ���) H�� ��� �� "� �� �J� �
I� ���) H�� ��� �" �� � �J� �
I�  ��) H�� �B  � +��, �� �J� �
I� ���) H��%� !2� ��� ��� �� �J� �
I� ��-./0 
�� �B +���,  � �� �J� �
[� ���) >��� ��� ��� ��� �� �J� �
[� ���) >��� � ��� ���  � �J� �
[� ��-./0 >��� ��� ��� �� � �J� �
[� ��-./0 >��� ��� � � �� �� �J� �
[� ��-./0 Z%>��� ��� ��� �� � �J� �
��� ���) @��� �B ��� + �, �� �J� �
��� ���) @���%�� � ��� �� �� �J� �
��� ���) @��� ��� �� �� � �J� �
��� ���) ?%@��� ��� ��� ��� �" �J� �
���  ��) ?���%�� �B ��" +��,  � �J� �
��� ���) @��� ��� "� �� � �J� �
��� "��) @�� � ��� ��� � �J� �
��� ��-./0 @%\��� ��� ��� "� " �J� �
��� ��-./0 @%\��� �B +�� , �" � �J� �
��� ��-./0 @%\��� �B � �  " " �J� �
��� ��-./0 ?%@��� ��� ��� ��� �� �J� �
��� ���) >�� ��� "� �� �� �J� �
��� ���) Z%>�� � " �" � �J� �
��� ���) Z%>�� ���  � � �� �J� �
��� ��M�	 Z�� �  � �� � �J� �
(�  �NOP *%4���%�� ��� ��� �� �� �]� ^_`abc
(� ����) 4�"%� �� ��� �� �" �]� defbghc
(� ����) 4��� ��� �" �� �� �]� �
(� � ��) 4%5��� ��� ��� ��� �� �]� �
(� ����) 3��� �B +��, + ", �� �]� �
(� �"��) *%4��� ��� �� ��� �� �]� defbghc
(� ����) *��� ��� ��� ��" �� �]� defbghc
(� ����) 3%*��� ��� �� �� �� �]� defbghc
(� ����) 3��� ��� ��� �� �� �]� �
(� ����) F��� ��� " �� �� �]� �
(� ����) F��� ��� �� +��, � �]� �
(� ����) 3%*�" ��� ��� ��� �� �]� �
(� ����) 4%5�� � �"� � � �� �]� defbghc
(� � ��) 5�� ��� �"� �� �� �]� defbghc
(� ����) 5�� ��� ��� ��� "� �]� defbghc
(� �"��) F��� ��� �� � �" �]� �
(� ����) F��� ��� �"� "� �� �]� defbghc
(� ����) *��� ��� ��� �� �� �]� defbghc
(�  ���) 5��� �� �� �� �� �]� �
(�  ���) 5��� ��� "� � �� �]� �
(�  ���) 5��� ��� ��� "� �� �]� �
(�  ���) 5��%�� ��� ��" � �� �]� �
(�  ���) 5��� ��� �� �� � �]� �
(�   ��) 5�� ��� ��� �� �� �]� defbghc
(�  ���) 4��� ��� ��� �� � �]� �
(�  "��) *%4��� �� � �� � �]� �
(�  ���) 4��� ��� �� �� �" �]� �
(�  ���) 4��� ���  " +��, �� �]� �
(� ����) *��� ��� ��  � �� �]� �
(� ����) *���%�� ��� ��� �� �� �]� �
(� ����) 4�"%� ��� ��� "" �� �]� defbghc
(� ����) 5��� ��� ��" "� �� �]� defbghc
(� ����) 5��� �� �� �" �� �]� �
(� � ��) 5��%� �� � � " �� �]� �
(� ����) *��� ��� ��� �� �� �]� �
(� �"��) 4��� �� �� "� �� �]� �
(� ����) 4��%�� ��� ��� ��� � �]� �
(� ����) 4�� �� �� �� �" �]� �
(� "���) 4�� �� ���  � �� �]� �
(� "���) 4�� ��� ��  � � �]� �
(� "���) 4�� ��� ��  � � �]� �
(� "���) *%4�� ��� �� ��� � �]� ^_`abc
(� "���) *�� ��� �� � � �]� �
(� " ��) *�� ��� �� �� �� �]� ^_`abc
(� "���) *�" ��� +���, �� �� �]� �
(� ""��) *�" ��� ��" �" �� �]� �
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(� "���) *�" ��� ���  � " �]� �
(� "���) 3%*�" ��� ��� "� �� �]� �
(� ����) 3�" ��� ��� ��� �� �]� �
(� ����) *�� ��� "  � �� �]� �
(� ����) 3�"%� �B +���, + ", �� �]� �
(� ����) *��� ��� +���, �� �� �]� defbghc
(� ����) *�� ��� �� " � �]� �
(� � ��) 5�� ��� � � ��� �� �]� defbghc
(� ����) F��� �B +��, �� �" �]� �
(� �"��) 5��� ��� +�"�, �� �� �]� defbghc
(� ����) 3��� �B +�� , +��, � �]� �
(� ����) 5��� ��� "� "� � �]� �
(� ����) 5��� ��� �� " � �]� �
(� ����) 5%F��� ��� + �, +��, �� �]� �
(� ����) 5���%�� ��� ��� �� �� �]� defbghc
(� ����) 5%F��� ��� ��" �� �� �]� ^_`abc
(� ����) 5%F��� �� ��� �� �� �]� �
(� � ��) F��� �B +���, +" , �� �]� �
(� ����) F��� �B +���,  � �� �]� �
(� �"��) F��� ��� ��� ��� �� �]� defbghc
(� ����) 5%F��� ��� ��� �"� �� �]� defbghc
(� ����) F��� ��� +��, +"�, � �]� defbghc
(� �����) 5��� ��� ��� � �� �]� defbghc
(� �����) 5���%�� ��� �� �� �� �]� defbghc
(� �����) F��� ��� ��� "� � �]� defbghc
(� �����) F��� ��� �� "� �� �]� defbghc
(� �����) F��� ��� �"� "� �� �]� defbghc
(� �� ��) 4�� ��� ��� "� � �]� ^_`abc
(� �����) 4�� ��� �� �� �� �]� ^_`abc
(� ��"��) 4�� ��� ��� " �� �]� ^_`abc
(� ������	 5%F��� ���  � � � �]� defbghc
(� ������	 *%4��� �B +��, + ", �� �]� �
(� ������	 3%*�� ���  � �� � �]� �
(� ������	 5��� �B +"�, +� , �" �]� �
(� � ����	 F��� �B +��, +��, � �]� �
(� �"����	 5��� � �� ��  �]� �
(� ������	 5��� �� �" �� �� �]� �
(� ���C 5��� � ��� �� � �]� defbghc
(� ���C F��� � "� �� � �]� �
(� ���C 3�" �  � � � �]� �
(� ���C 3�"%� � �� "� � �]� defbghc
(� ��iC F��� � �� �� � �]� �
6� ����) &�� ��� � " �" �� �]� �
6� ���C 7�" � ��� �� � �]� ^_`abc
6� ���C &�" � " �� � �]� ^_`abc
6� �����	 $�� ��� �� �� � �]� �
6� �����	 7�� ��� +�� , "� �� �]� �
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����� (����� =�� aC �Ý� ô~�c ���¶" � �¶� ��¶� ����¶�
������ :��"� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶" �"¶� ��¶� �¶� C�=�H����

������ :�"�� <��� C� �Ý� ô~�c ��¶� �¶�  ¶" �¶�
������ E��"� �"�ÀÁ M �Ý� ô~�c � �¶� ���¶� ��¶� ����¶�
������ E���� =��� aC �Ý� ô~�c ���¶� ���¶� ��¶� �����¶�
���� (����C =�"� C� �Ý� ô~�c "�¶� ���¶ ���¶� ���¶�
���� (����C =��� Mj �Ý� ô~�c "�¶ ���¶� ��¶ � �¶�
���� (����C ÀÁ � �Ý� ô~�c ��¶� ��¶ ��¶� ��¶�
��  (�#��C ÀÁ �ªC _�� ô~�c ��¶� "�¶�  �¶" ���¶�
�� " 6����C ��� �ªC �`� ô~�c ���¶" "�¶  �¶ ����
�� � 6����C ;��� ªC �Ý� ô~�c �"¶� ��¶� ��¶� "�"¶�
�� � 6����C �]�M�" *j �� ô~�c ��¶ ���¶ � ¶� � �¶�
���� :%E���M�	 M�� �ª%ªC ¯� ô~�c ��¶� � ¶�  �¶�  ��¶�
���� :%E���M�	 M� C� �Ý� ô~�c "�¶� ���¶� � ¶�  ��¶� C�=�H����

���� :%E���M�	 = � �%�C �Ý� ô~�c ���¶� "�¶� " ¶� ���¶�
���� :%E���M�	 ���� �ªC �Ý� ô~�c ���¶� "�¶ ��¶� ����¶�
��"� (���iC �i� �ªC �Ý� ô~�c ���¶� ��¶� " ¶� ���¶�
��"� :������	 �"�� �ªC _�� ô~�c ���¶� ��¶" ��¶� "��¶�
����" :�Cj�	kl <"�� C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶� �¶� �¶�
����� :�Cj�	kl <"�� C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶" ��¶� �¶� �¶"
����� :�Cj�	kl <"�� ��Cj ãwCV��"��X ô~�c �"¶� ��¶" "¶� �¶�
����� :�Cj�	kl <� � *j ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
����� :�Cj�	kl < �� *j ãwCV��"��X ô~�c � ¶� � ¶ �¶ �¶"
����� :�Cj�	kl � �� *j �Ý� ô~�c "�¶� ���¶� ��¶� ���¶�
����� :�Cj�	kl < �� 4& ãwCV��"��X ô~�c �"¶� �"¶� ��¶� "¶�
����� :�Cj�	kl <��� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶ "¶� �¶�
���� :�Cj�	kl <��" C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶" ��¶� ��¶�  ¶� C�=�H����

����� E�Cj�	kl <��� =& ãwCV����X ô~�c ��¶ � ¶" �¶� �¶"
����" :�Cj�	kl <"� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < � C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶" ��¶� � ¶ "¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶� ��¶� �¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶" ��¶� �¶� �¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶" C�=�H����

����� :�Cj�	kl <��� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� � ¶� ��¶� �¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶�  ¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl <"�" C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�H����

���� :�Cj�	kl <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶ �¶" C�=�H����

����� :�Cj�	kl <��� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� �"¶� ��¶� �¶ C�=�H����

����" :�Cj�	kl < � C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV����X ô~�c �"¶� ��¶� ��¶�  ¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶� ��¶" �¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� � ¶� ��¶� �¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�H����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶  ¶ C�=�H����

����� :�Cj�	kl <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶�  ¶� C�=�
����

����� :�Cj�	kl <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�
����

���� :�Cj�	kl <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶" ��¶� �¶� �¶� C�=������

����� :�Cj�	kl < �" C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶ �¶� C�=�
����

����" :�Cj�	kl <��" C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� �"¶� ��¶� �¶ C�=�
����

����� :�Cj�	kl < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶ �¶� C�=������

����� :�Cj�	kl < � C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶� C�=������

��� � :�Cj�	kl < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� "¶" C�=������

��� � :�Cj�	kl <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶� ��¶�  ¶� C�=������

��� � :�Cj�	kl < �� *j �� ô~�c ��¶" � ¶� ��¶� ��¶�
��� � :�Cj�	kl < �� *j �� ô~�c �"¶� ��¶� ��¶� �¶�
��� � :�Cj�	kl < �� *j �� ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶�
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���  :�Cj�	kl < �� C� �� ô~�c � ¶� ��¶� � ¶� �� C�=�H����

��� � :�Cj�	kl < �" C� �� ô~�c �"¶� ��¶" ��¶� �¶ C�=�H����

��� " :�Cj�	kl <  � C� �� ô~�c ��¶� ��¶� �� ��¶� C�=�H����

��� � :�Cj�	kl <� " C� �� ô~�c ��¶ ��¶� ��¶ ��¶� C�=�
��� 

��� � :�Cj�	kl <   �� �� ô~�c ��¶� ��¶� �¶" �¶"
����� :�Cj�	kl < �� 4& �� ô~�c ��¶ � ¶� ��¶� ��¶�
����� :�Cj�	kl < � �� �� ô~�c ��¶ ��¶� �¶� �¶�
����� :�Cj�	kl <��� �� �� ô~�c ��¶� �"¶� �¶� "¶�
����� :�Cj�	kl <��� �� �� ô~�c ��¶� �"¶� �¶" �¶�
����� :�Cj�	kl < �� �� �� ô~�c ��¶� ��¶� "¶� �¶�
���� :�Cj�	kl < �� �� �� ô~�c �"¶� ��¶� �¶� �¶ 
����� :�Cj�	kl <  � �� �� ô~�c �� ��¶� "¶ �¶�
����" :�Cj�	kl < �� �� �Ý� ô~�c ��¶� � ¶�  ¶� �¶�
����� :�Cj�	kl <  � �� �� ô~�c ��¶ ��¶" �¶� �¶�
����� :�Cj�	kl < �� �� �� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶�  ¶"
���"� :�Cj�	kl < �� �� �� ô~�c �"¶� ��¶� ��¶� �"¶�
���"� :�Cj�	kl ���� *j � � ô~�c  "¶ ��¶� ��¶� ���¶�
���"� :�Cj�	kl ��� �ªC �Ý� ô~�c "�¶� "�¶� ��¶� ���¶ 
���"� :�Cj�	kl � �� ªC _�� ô~�c �� ¶ "�¶� ��¶� "��¶�
���"� :�Cj�	kl ���� ª%�C �`� ô~�c ��"¶� ��¶� ��¶"  �"¶�
�� " :�Cj�	kl �""" ªC _�� ô~�c ��"¶� ��¶� ��¶� ���¶�
�� "� :�Cj�	kl ="�� aC �Ý� ô~�c ��"¶� ���¶ �"¶� ����¶�
����� (� <�� C� Yo� ô~�c ��¶� ��¶�  ¶� �¶�
����� :� <� C� `µ�Ý� ô~�c � ¶" ��¶� �¶� �¶�
����� E� <�� C� ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶" �"¶" �¶� �¶�
����� (� <� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶� �¶� �¶�
���� 6� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
����� :� <�"� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶� �¶� �¶�
����" :� <��� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
����� :� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� � ¶� �¶" �¶�
����� E� =�� C� ãwC ô~�c ��¶� � ¶� �¶� �¶�
������ :� <"�" C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶" �¶ 
������ :� <��" C� `µ�Ý� ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶"
������ :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶ 
������ :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶� �¶" �¶ 
������ (� <� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
����� :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� ��¶�� �¶� �¶ 
������ E� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶ 
�����" :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶ 
������ :� <�� C� �Ý� ô~�c �"¶� ��¶� �¶� �¶ 
������ :� <�� C� ãwCV����X ô~�c � ¶� ��¶� �¶ �¶�
������ (� < � C� ãwCV¡¢`�X ô~�c � ¶� ��¶� �¶� �¶�
������ :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶� �¶� �¶�
������ :� <��� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� �¶� �¶" �¶ 
������ :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶� �¶" �¶ 
������ ��� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
����� ��� <� C� ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶"
������ :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶ ��¶� �¶� �¶�
�����" :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������ :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������ :� <��" C� ãwCV����X ô~�c ��¶ ��¶� �¶� �¶�
������ 6� 9��7ÀÁ C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������ :� <� � C� ãwCV����X ô~�c ��¶� �¶� �¶� �¶ 
������ E� <�� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� �¶� �¶� �¶�
������ :� <ÀÁ£ C� ãwCV��"��X ô~�c �¶� ��¶ �¶� �¶�
������ ��� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c �¶ ��¶� �¶" �¶�
����� :� <��� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������ :� <ÀÁ¤ C� ãwCV��"��X ô~�c �¶� "¶� �¶" �¶�
�����" :� < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶ "¶ �¶" �¶�
������ :� ¥���7ÀÁ C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� "¶� �¶� �¶�
������ :� <ÀÁ¦ C� ãwCV����X ô~�c "¶� �¶ �¶� �¶�
������ (� < � C���� `µ�Ý� ô~�c � ¶� ��¶�  ¶� �¶�
������ (� <� C���� `µ�Ý� ô~�c ��¶� �"¶" �¶� �¶�
������ (� <�� C���� `µ�Ý� ô~�c � ¶� � ¶�  ¶� �¶�
������ 6� <�� C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶ ��¶� �¶� �¶�
������ (� <�� C���� `µ�Ý� ô~�c ��¶" ��¶� �¶� �¶�
����� :� <��� C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������ :� <" � C���� ãwCV����X ô~�c �"¶� ��¶� �¶� �¶"
�����" :� <�� C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶ 
������ E� <�� C��x� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶� �¶ �¶�
������ :� <�"� C���� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶�  ¶� �¶�
���� � :� <��� C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶�  ¶ �¶�
���� � (� <��� C���� ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶ �¶� �¶"
���� � :� < "� C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶ "¶� �¶�
���� � :� <��� C���� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� ��¶� �¶� �¶�
���� � :� <��" C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶  ¶ �¶�
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����  (� <" C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶�  ¶� �¶�
���� � :� <ÀÁ§ C���� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶"
���� " :� <�" C� ãwC ô~�c ��¶� "¶�  ¶� �¶"
���� � :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶ ��¶� "¶� �¶�
���� � (� <"� C� ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶"  ¶" �¶�
������ :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶" �¶� �¶� �¶ 
������ :� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� "¶� "¶� �¶�
������ 6� <� C� ãwCV����X ô~�c � ¶� ��¶� "¶� �¶ 
������ :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� �¶�  ¶� �¶ 
������ :� < �� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� �¶� �¶" �¶ 
����� E� <ÀÁ C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶ "¶� �¶� �¶�
��� �� E� <�� C¨ ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶ ��¶ ��¶�
��� �" 6� <�� C¨ ãwCV¡¢`�X ô~�c � ¶� ��¶� "¶� �¶�
��� �� 6� <�� C¨ ãwCV¡¢`�X ô~�c  �¶� ��¶� �¶� ��¶�
��� �� :� ���� ��Cj �Ý� ô~�c  "¶� ��¶� ��¶� ��¶�
��� "� (� F���7ÀÁ ��Cj �Ý� ô~�c ��¶ ��¶� ��¶� ��¶�
��� "� 6� <�� ��Cj ãwCV��"��X ô~�c ��¶� �¶� �¶� �¶�
��� "� :� <��� ��Cj ãwCV��"��X ô~�c ��¶" �¶�  ¶� �¶�
��� "� E� =� ��Cj �Ý� ô~�c � ¶� ��¶� "¶� ��¶�
����"� 6� <�� ��Cj ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶" �¶� �¶� �¶�
����" (� <�� ��Cj `µ�Ý� ô~�c � ¶� ��¶�  ¶ �¶�
����"� (� <�� ��Cj p� ô~�c ��¶ "¶� �¶� �¶ 
����"" :� <�" ��Cj ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶� �¶� �¶�
����"� :� <"�� ��Cj ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶�
����"� (� <��� ��Cj p� ô~�c ��¶� "¶� �¶� �¶"
������ (� F���7ÀÁ ��Cj �Ý� ô~�c ��¶" �"¶� �¶� �¶�
������ (� ÀÁ ��Cj ãwCV��"��X ô~�c �"¶� �¶� "¶� �¶�
������ :� <��� ��Cj ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶� "¶� �¶�
������ :� <��� ��Cj ãwCV��"��X ô~�c � ¶� �¶� �¶� �¶�
������ E� < ��Cj ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
����� (� 5���7ÀÁ ��Cj Yo� ô~�c ��¶� ��¶� "¶� �¶�
������ :� <��� ��Cj �� ô~�c � ¶� ��¶� ��¶� ��¶�
�����" :� =�� ��Cj `µ�Ý� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶�
���"�� (� <�� *j CC© ô~�c ��¶" ��¶ ��¶� ��¶�
���"�� ��� <�� *j ãwCV��"��X ô~�c ��¶ ��¶� �¶� �¶ 
���"�� 6� <�� *j �ªñõ ô~�c �"¶ ��¶� �¶� �¶�
���"�� ��� =�� *j �Ý� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� ��¶�
���"�� :� <��� *j ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
���"�� :� <��� *j ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶ �¶� �¶"
���"�� :� <"�� *j ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶�
���"� ��� <� *j ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶ ��¶� �¶�
���"�� :� <�"� *j ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
���"�" :� <��" *j ãwCV��"��X ô~�c "¶� ��¶� �¶ �¶�
���"�� E� =�� *j `µ�Ý� ô~�c ��¶�   ¶� ��¶� ��¶�
���"�� :� <"�� *j `µ�Ý� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶�
������� :� =� *j `µ�Ý� ô~�c ��¶�  �¶� ��¶� ��¶�
������� :� ���� *j `µ�Ý� ô~�c  �¶� ��¶� ��¶�  �¶�
������� 6� =� *j �ªñõ ô~�c  �¶� ��¶� ��¶� ��¶�
������� :� <��� *j `µ�Ý� ô~�c � ¶�  �¶� ��¶� ��¶�
������� (� ÀÁ *j �� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� ��¶�
������ :� =�� *j �Ý� ô~�c ��¶� ��¶� "¶ �¶�
������� :� ����� *j `µ�Ý� ô~�c � ¶� "� ��¶�  �¶"
������" E� =�� *j `µ�Ý� ô~�c   ¶� �"¶ ��¶� ��¶�
������� (� =" *j �Ý� ô~�c  �¶� ��¶� ��¶� ��¶ 
������� :� ���� *j �Ý� ô~�c  �¶�  �¶� ��¶� ��¶�
������� :� �"�" *j �Ý� ô~�c  �¶� ��¶ � ¶� �"¶�
������� :� ���� *j �Ý� ô~�c  �¶" ��¶� ��¶� ��¶�
������� :� ���� *j �Ý� ô~�c ���¶� � ¶� ��¶� � �¶�
������� (� =�� *j �� ô~�c ��¶�  �¶ ��¶" ��¶�
������� (� =��� *j `µ�Ý� ô~�c ���¶� ��¶� �"¶� ���¶�
������ 6� <�� *j �Ý� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� ���¶�
������� E� =�� *j �� ô~�c ��¶� ""¶ ��¶� ���¶�
������" :� �� " *j `µ�Ý� ô~�c "�¶�  � �"¶� "�¶"
������� :� ��"" *j �Ý� ô~�c �"¶ �"¶� �"¶ ��"¶�
������� (� =��� *j «¬
®¬¼ ô~�c  �¶� ��"¶� � ¶� ���¶�
������� :� < "� *j `µ�Ý� ô~�c �"¶� �"¶� ��¶�  "¶"
������� (� =�� *j ~��� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶ ���¶ 
������� :� ��"� *j `µ�Ý� ô~�c  �¶" ��¶� ��¶� ��"¶�
������� :� <" � *j �� ô~�c  �¶� "�¶� ��¶� � ¶�
������� :� ���� *j `µ�Ý� ô~�c �"¶� �"¶� �"¶� ��¶�
������ :� ���� *j �Ý� ô~�c ��¶� "�¶� ��¶� � �¶�
������� 6� =� *j �Ý� ô~�c "�¶� � ¶ �"¶� ���¶�
������" :� =�� ¯j �Ý� ô~�c ��¶�  �¶� ��¶� ��¶�
������� :� <"�� ¯j ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶�
������� ��� <�� ¯j �� ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶ 
������� ��� <�� ¯j ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶�
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������� (� <� ¯j ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������� :� ���� ¯j �Ý� ô~�c ��¶ ��¶"  �¶ ���¶�
������� E� =�� ¯j �Ý� ô~�c ���¶� ��¶� ��¶� �� ¶"
������� :� ���� ¯j `µ�Ý� ô~�c ���¶� ��¶� ��¶"  ��¶�
������ :� � �� ¯j �Ý� ô~�c ���¶�  �¶� ��¶� ���¶"
������� (� =�� ¯j �Ý� ô~�c ���¶" � ¶� ��¶" ��"¶�
������" :� � �� ¯j �Ý� ô~�c ��"¶� � ¶� ��¶� ���¶�
������� (� =��� ¯j `µ�Ý� ô~�c ���¶�  �¶� ��¶� ���¶�
������� :� �"�� ¯j ¯� ô~�c ��¶" ��¶" � ¶� �� ¶�
������� (� 5���7ÀÁ ¯j ¯� ô~�c � ¶" ��¶� ��¶�  �¶�
������� (� <�� ¯j Yo� ô~�c  �¶� ��¶� ��¶� ��¶�
������� :� ���� Mj �Ý� ô~�c ���¶� ���¶� ��¶� ����¶�
������� (� =��" Mj �Ý� ô~�c ��¶� ���¶�  �¶ � "¶�
������� (� =�"� Mj `µ�Ý� ô~�c ���¶� ���¶"  �¶ ���¶ 
������ :� �"�� Mj °±� ô~�c � � ���¶� "�¶� ����¶"
������� :� � �� Mj M� ô~�c ���¶� ���¶�  �¶� �"�¶�
������" :� ���" Mj _�� ô~�c "�¶ "�¶� ��¶ ��"¶�
������� :� � �� Mj `µ�Ý� ô~�c ��¶� ���¶� ��¶� ���¶�
������� E� =�� Mj ¯� ô~�c ��¶" ���¶ � ¶� � �¶�
����� � :� � �� Mj ¯� ô~�c � �¶� ���¶ � ¶� ����¶"
��� � � (� =� � Mj `µ�Ý� ô~�c ���¶" ��¶� ��¶� ����¶�
��� � � (� =�" Mj ¯� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� ���¶ 
��� � � (� =��� Mj �Ý� ô~�c ��¶� ���¶  �¶� ��"¶"
��� � � (� =�"� Mj �Ý� ô~�c "�¶� "�¶� ��¶� ���¶�
��� �  E� =�� Mj `µ�Ý� ô~�c �� ��¶� ��¶� ���¶�
��� � � 6� <� Mj �Ý� ô~�c ��¶� "�¶ ��¶� ��"¶�
��� � " :� ���� �xC� «¬
®¬¼ ô~�c � �¶ ���¶� ��¶� ��"�
����� � (� =��� 4& `µ�Ý� ô~�c  "¶� ��¶" ��¶� ��¶�
����� � E� =�� 4& �� ô~�c � ¶� ��¶� "¶� �¶�
������� :� =�� 4& �Ý� ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������� (� <�� 4& ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶�  ¶�
������� :� <��� 4& ãwCV����X ô~�c ��¶� �¶� �¶� �¶�
������� :� <��� 4& �Ý� ô~�c ��¶ ��¶� "¶� �¶�
������� :� <" " 4& �Ý� ô~�c ��¶� ��¶� "¶�  ¶�
������ E� ÀÁ 4& ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶� "¶� �¶ 
������� E� <� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶" �"¶� �¶ �¶�
������" E� <�" 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶" �¶�
���"��� 6� <�� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶" ��¶� �¶� �¶�
���"��� (� <�� 4& ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶�
���"�"� (� ÀÁ 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶ "¶� �¶�
���"�"� (� <��� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
���"�"� (� <� 4& ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� �¶� �¶� �¶ 
���"�"� :� <��� 4& ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
���"�"� :� =�� 4& �Ý� ô~�c ��¶� � ¶� �"¶� ��¶"
���"�" :� <��� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶ ��¶� "¶� �¶�
���"�"� E� <� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶" �"¶� �¶� �¶"
���"�"" :� ���� 4& �Ý� ô~�c �"¶� � ¶� �¶� �¶�
���"�"� E� <�� 4& ãwCV��"��X ô~�c � ¶� �"¶� �¶� �¶"
���"�"� E� <�� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� �"¶� �¶� �¶"
���"��� :� <""� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶" �¶�
������� :� �õö
�ÀÁ 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶�  ¶� �¶�
������� :� <�" 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶" �¶� �¶"
������� :� <� � 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶  ¶� �¶"
������� 6� <�� 4& ãwCV²³´��X ô~�c ��¶" �"¶� �¶� �¶ 
������ :� <�� 4& ãwCV��"��X ô~�c ��¶" �"¶� "¶ �¶�
������� :� ��"� 4& �Ý� ô~�c �"¶� �� ¶" ��¶�  ��¶�
������" :� ���� 4& ¯� ô~�c � "  �¶� ��¶� �" ¶�
������� E� =�" 4& �Ý� ô~�c ��¶� ���¶� � ¶� ���¶ 
������� E� n���ÀÁ µª����

�4&
�� ô~�c  �¶� ��¶" �"¶� ���¶�

������� 6� <�� 4& �Ý� ô~�c "�¶� ��¶� ��¶� ���¶�
������� (� F���7ÀÁ 4& �Ý� ô~�c �"¶� "� � ¶� �� ¶�
������� (� =�� 4& �Ý� ô~�c "�¶� ��¶� ��¶� ���¶�
������� :� ��� 4& �Ý� ô~�c "�¶" ��¶� ��¶� ��"¶�
������� E� =�� 4& �Ý� ô~�c � ¶�  �¶ ��¶� ��
������ E� n���ÀÁ 4& �Ý� ô~�c ��¶" ��¶ ��¶" ��¶�
������� :� ���� 4& `µ�Ý� ô~�c  �¶  �¶� ��¶� ��¶�
������" :� ��� 4& `µ�Ý� ô~�c �"¶" � ¶� ��¶�  �¶"
������� 6� < � 4& �Ý� ô~�c � ¶� ��¶" ��¶� ��¶�
������� (� <�� =& p� ô~�c ��¶" �"¶� �¶ �¶�
������� (� < =& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������� E� =�� =& `µ�Ý� ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶�
������� 6� ÀÁ =& ãwCV��"��X ô~�c �"¶� �"¶� ��¶� �¶�
������� (� <�� =& ãwCV��"��X ô~�c ��¶ ��¶� "¶� �¶�
������� :� <��� =& ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶�  ¶� �¶�
������ (� <"� =& ãwCV��"��X ô~�c ��¶" �¶ �¶ �¶�
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������� :� <��� =& ãwCV��"��X ô~�c � ¶" ��¶� �¶  ¶�
������" 6� <�" =& ãwCV����X ô~�c ��¶� � ¶� �¶� �¶�
������� (� =�" 4& ¯� ô~�c  �¶" "�¶� ��¶ � ¶�
������� (� =� =& `µ�Ý� ô~�c ��¶�  �¶� ��¶� ��¶�
������� (� ÀÁ =& `µ�Ý� ô~�c � ¶" ��¶� �¶� ��¶�
������� #� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶ �¶� C�=�H����

������� :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶ C�=�H����

������� :� < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�H����

������� (� =�" C� `µ�Ý� ô~�c � ¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�H����

������ :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶" �¶� �¶� C�=�H����

������� (� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶" C�=�H����

������" :� <�"� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�H����

������� :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� "¶" �¶� C�=�H����

������� :� <�"" C� �� ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶� C�=�H����

������� 6� <�� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� � ¶� �¶� �¶� C�=�H����

������� 6� < � C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶�  ¶� C�=�H����

������� :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶� C�=�H����

������� ��� <� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�H����

������� :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� � ¶� �¶" C�=�H����

������ (� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶ �¶� �¶� C�=�H����

������� :� < �" C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� �"¶� ��¶� �¶� C�=�H����

������" (� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� �"¶� "¶ �¶" C�=�H����

������� :� <� � C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶" �¶" C�=�H����

������� (� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� "¶" �¶� C�=�H����

������� (� <� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶ ��¶� �¶� C�=�H����

������� (� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶" �¶� C�=�H����

������� (� =� � C� `µ�Ý� ô~�c ��¶� ��¶� � ¶� ��¶� C�=�H����

������� :� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶ ��¶ ��¶� �¶� C�=�H����

������� :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶" �¶" C�=�H����

������ :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶" �"¶" "¶ �¶� C�=�H��� 

������� E� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� ��¶� ��¶� �¶ C�=�H��� 

������" (� =��� C� �Ý� ô~�c ��¶" ��¶� ��¶� ��¶� C�=�H����

������� (� F���7ÀÁ C� `µ�Ý� ô~�c ��¶� � ¶� ��¶� ��¶ C�=�H����

������� (� =�� C� �Ý� ô~�c � ¶�  �¶� "�¶� ���¶� C�=�H����

������� :� ��� � C� �Ý� ô~�c  �¶�  �¶� �"¶� ��¶� C�=�H����

������� :� =�� C� �Ý� ô~�c ��¶� ��¶ ��¶� ��"¶� C�=�H����

������� :� � �� C� �� ô~�c "�¶� ��¶� ��¶� ���¶� C�=�H����

������� ��� =��� C� �Ý� ô~�c ���¶� ���¶� �"¶ ��"�¶� C�=�H����

������� :� �  � C� �Ý� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶" ���¶� C�=�H����

������ :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� ��¶ ��¶�  ¶" C�=�
����

������� :� <�" C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� �¶ �¶� C�=�
����

������" :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c �"¶� ��¶� � ¶�  ¶� C�=�
����

������� :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶" �¶� C�=�
����

������� ��� <�" C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶ ��¶ �¶� �¶" C�=�
����

����� � :� <""� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶ ��¶� �¶ �¶� C�=�
����

����� � :� <� � C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶� "¶� �¶� C�=�
����

����� � :� <� � C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶ C�=�
����

����� � :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶� �¶� �¶� C�=�
����

��� � � :� <��� C� �� ô~�c � ¶� ��¶ ��¶" "¶� C�=�
����

��� �  :� <�� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶� �¶� �¶� C�=�
����

��� � � :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�
����

��� � " :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶" C�=�
����

��� � � (� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� ��¶� C�=�
����

��� � � (� =��� C� `µ�Ý� ô~�c �"¶� � ¶� ��¶� ��¶� C�=�
��� 

������� (� <�" C� ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=�
����

������� E� <� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶�  ¶� C�=�
����

������� :� < �� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶ C�=�
����

������� (� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶" ��¶" ��¶� �¶" C�=�
��� 

������� (� =��� C� `µ�Ý� ô~�c � ¶� ��¶" ��¶� �¶ C�=�
����

������ :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶ �¶� C�=�
����

������� 6� <�" C� ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶� ��¶ ��¶� �¶¶� C�=�
����

������" (� <"� C� `µ�Ý� ô~�c � ¶�  �¶� � ¶� ��¶ C�=�
����

���"��� :� �"� C� `µ�Ý� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� ���¶� C�=�
����

���"��� :� �"� C� �� ô~�c �"¶� ��¶� ��¶" ��¶� C�=�
����

���"�"� :� ���� C� �Ý� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� ��¶� C�=�
����

���"�"� (� =� � C� �Ý� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶ ��¶� C�=�
����

���"�"� (� 3¶"7ÀÁ C� �Ý� ô~�c �"¶� "�¶� ""¶" ���¶" C�=�
����

���"�"� :� ���� C� �� ô~�c "�¶� ���¶� ��¶� �"�¶� C�=�
����

�����"� :� <"�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶" ��¶� ��¶" �¶� C�=������

�����" :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶ �¶ C�=������

�����"� :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶" ��¶� ��¶�  ¶� C�=������

�����"" :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� �� �¶" �¶� C�=������

�����"� :� < �� C� ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �¶� C�=������

�����"� (� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� ��¶ �¶� �¶� C�=������

������� :� <��� C� ãwCV����X ô~�c � ¶" ��¶� ��¶� �¶" C�=������

������� :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� � ¶�  ¶� �¶� C�=������
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������� :� <� " C� ãwCV����X ô~�c ��¶� ��¶" �¶� �¶� C�=������

������� ��� <�� C� ãwCV¡¢`�X ô~�c ��¶ ��¶ �¶ �¶� C�=������

������� :� <"� C� ãwCV��"��X ô~�c � ¶� ��¶ ��¶� �¶� C�=������

������ :� <��� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� �"¶� ��¶� �¶� C�=������

������� :� <�� C� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� �"¶� �¶� �¶� C�=������

������" E� =�" C� �Ý� ô~�c ��¶� ��¶" ��¶� ��¶� C�=������

������� :� � �� C� �� ô~�c  �¶" �"¶�  �¶" ���¶� C�=������

������� :� �""� C� �Ý� ô~�c �"¶� ��¶�  �¶� � "¶" C�=������

������� (� =� C� �Ý� ô~�c �"¶� ��¶� ��¶� ��"¶� C�=������

�� ���� :� ���� C� `µ�Ý� ô~�c "�¶� ��¶� ��¶� ���¶� C�=������

�� ���� :� � �� C� �Ý� ô~�c ���¶� ��¶� "�¶" ��"¶� C�=������

�� ���� ��� =� C� �Ý� ô~�c "�¶� ��¶"  �¶� ���¶� C�=������

�� ���� :� � �� C� �Ý� ô~�c � �¶� ���¶�  �¶� ����¶� C�=������

�� ��� :� �   C� �Ý� ô~�c ��¶� ""¶� ��¶� �� C�=������

�� ���� :� ���� C� `µ�Ý� ô~�c ��¶� "�¶� ��¶� �� ¶� C�=������

�� ���" (� <�" �� ãwCV��"��X ô~�c ��¶� �"¶� �¶� �¶"
�� ���� 6� <� �� ãwCV²³´��X ô~�c ��¶� �"¶� �¶� �¶�
�� ���� 6� <�� �� ãwCV²³%·o�X ô~�c ��¶� ��¶" �¶ �¶�
�� ���� 6� <�� �� ãwCV²³%·o�X ô~�c � ¶� ��¶� �¶" �¶ 
�� ���� #� < � �� ãwCV��"��X ô~�c � ¶�  ¶�  ¶� �¶�
�� ���� (� = � �� �Ý� ô~�c ��¶� "�¶� ��¶� ���¶"
�� ���� :� ���� �� �Ý� ô~�c �"�¶" ���¶�  �¶ " �¶�
�� ���� :� ��� �� �Ý� ô~�c  �¶  �¶" � ¶" ��¶ 
�� ��� :� ���� �ªC _�� ô~�c �� ¶� � ¶� ��¶ ����¶�
�� ���� :� � ��% �� �ªC �Ý� ô~�c ���¶" ��¶�  �¶� ���¶�
�� ���" :� ���� �ªC _�� ô~�c ���¶� ��¶�  �¶� ���¶�
�� ���� (� =��" �ª%�C �Ý� ô~�c ���¶�  �¶� � ¶� ���¶�
�� ���� E� =�� �ªC _�� ô~�c �"¶" �"¶� ��¶"  ��
�� ���� :� �  � �ªC _�� ô~�c  �¶� " ¶ ��¶� ���¶�
�� ���� :� � �� �ªC �Ý� ô~�c ���¶� �"¶" ��¶ ����¶ 
�� ���� :� � �� �ªC _�� ô~�c ��¶� ��¶� "�¶�   �¶"
�� ���� :� � �� ªC ¯� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶�  ��¶�
�� ���� :� � �" �ªC �`� ô~�c ���¶" ��¶� ��¶� �� ¶�
�� ��� (� ="" �ªC _�� ô~�c �� ¶� "�¶�   ¶" ����¶�
�� ���� :� �"�� �ª%�C �Ý� ô~�c ���¶�  "  "¶� "��¶�
�� ���" E� =� �ª%�C �Ý� ô~�c ���¶   ¶� ��¶�  ��¶�
�� ���� :� � "� �ª%�C _�� ô~�c �"�¶� �"¶� "�¶� ����¶�
�� ���� :� �"�� �ª%�C �Ý� ô~�c � �¶� ��¶� "�¶� ����¶ 
�� ���� E� =� �ª%�C �Ý� ô~�c ���¶  �¶� � ¶ �� �¶�
�� ���� :� ���� �ª%�C �`� ô~�c � "¶� ��¶� ��¶� �� ¶�
�� ���� (� =�� �ª%�C �`� ô~�c �� ¶ � ¶ ��¶� ����¶�
��  ��� :� ���� �ª%�C �`� ô~�c ��¶� "�¶�  �¶�  ��¶�
��  ��� (� =��� �ª%�C Yo� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� � �¶ 
��  �� :� ���" �ª%�C �Ý� ô~�c "�¶� ��¶   ¶�  ��¶�
��  ��� :� ���� �ª%�C �Ý� ô~�c ��� "�¶� ��¶ �� ¶ 
��  ��" :� �"�� �ª%�C _�� ô~�c ���¶ ��¶" "�¶" ���¶�
��  ��� :� �"�� �ª%�C _�� ô~�c ��"¶� "�¶  �¶� ���¶�
�� ���� (� =� �ª%ªC _�� ô~�c ��¶�  �¶� ��¶� � �¶�
�� ���� (� =��� �ª%�%�C Yo� ô~�c "�¶� ��¶� �"¶� ���¶�
�� ���� (� =�  ªC Yo� ô~�c ���¶ ��¶ ��¶� ���¶�
�� ���� (� =�� ªC _�� ô~�c ���¶� ��¶  �¶� ���¶�
�� ���� (� ="� ªC _�� ô~�c  �¶� � ¶� �"¶� ���¶�
�� ���� :� ���� ªC �`� ô~�c �� "�¶� ��¶" ���¶"
�� ��� :� ��"" ªC _�� ô~�c ���¶� ��¶� ��¶" ���¶�
�� ���� :� ���� ªC ¯� ô~�c �"¶� "�¶� ��¶� � �¶ 
�� ���" :� � �� ªC ¯� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �� ¶"
�� ���� :� � �� ªC _�� ô~�c  �¶� ""¶" �"¶� ���¶�
�� "��� :� �õö
�ÀÁ ªC _�� ô~�c "�¶� ��¶� ��¶� ���¶�
�� "��� :� �� "� ªC ¯� ô~�c ��¶� �� ��¶� ���¶�
�� "��� :� =� ªC �Ý� ô~�c  �¶� � ¶� "�¶� ���¶�
�� "��� :� � �� ªC _�� ô~�c ��¶� ��¶� ��¶� �"�¶�
�� "��� :� ÀÁ ªC _�� ô~�c  �¶" "�¶� ��¶� ���¶�
�� "��� :� ���� ª%�C Yo� ô~�c "�¶" "�¶� ��¶� ���¶�
�� "�� :� �  � ª%�C _�� ô~�c "�¶� "�¶� ��¶ � �¶ 
�� "��� (� =�� ª%�C Yo� ô~�c �� ¶�  �¶� ��¶� � "¶�
�� "��" :� � �� ª%�C _�� ô~�c � � � ���¶"
�� "��"%��� :� = ��%= "� ª%�C _�� ô~�c ��"¶� ��¶� �  ��¶�
�� "��� :� �� "� ª%�C _�� ô~�c � � � �� ¶�
�� ���� :� =��� �C �Ý� ô~�c ��¶� � ¶" ��¶� ���¶�
�� �� � :� � � �C _�� ô~�c ���¶� ��¶�  �¶" ���¶�
�� �� � (� =� � �%�C Yo� ô~�c ��¶"  "¶� ��¶ ���¶"
�� �� � :� � �� �C �Ý�F ô~�c ��¶� �"¶� � ¶�  �¶�
�� �� � :� = �� aC �Ý� ô~�c � �¶� ���¶� �"¶" �  �¶�
�� �� � :� ="�� aC �`� ô~�c ���¶� ���¶� � ¶ ����¶�
�� ��  :� ="�" aC �`� ô~�c ���¶� ���¶� "�¶�  ���¶�
�� �� � (� =��� aC �Ý� ô~�c ���¶� ���¶� ��¶� ����¶�
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�� �� " :� =� aC �`� ô~ ���¶� �"�¶� "�¶� ����¶�
�� �� � 6� ;���7ÀÁ aC �Ý� ô~�c �"�¶� � �¶� ��¶� ����¶�
�� �� � :� ="  aC �`� ô~�c ��"¶� � �¶� " ¶� ��"�¶�
�� ���� (� =��� aC Yo� ô~�c �"�¶� ���¶� � ¶�  ���¶�
�� ���� (� ="� aC �Ý� ô~�c ��"¶� � �¶� "�¶� � ��¶�
�� ���� (� =��� aC �Ý� ô~�c ��¶� ���¶� ��¶� ����¶�
�� ���� (� =��" aC `µ�Ý� ô~�c ���¶� ���¶� ��¶�  ���¶�
�� ���� :� =" � aC �Ý� ô~�c ��"¶� ���¶� ��¶� ��"��¶�
�� ��� (� =�"� aC �Ý� ô~�c �"�¶� ���¶� ��¶�  ���¶�
�� ���� :� = �� CB Yo� ô~ � �¶" ���¶� �"¶" ����
�� ���" :� <"�� zC ãwCV��"��X ô~�c ��¶�  �¶� ��¶ ��¶�
�� ���� :� <  � zC ãwCV����X ô~�c ��¶ ��¶� ��¶� ��¶�
�� ���� E� <� zC ãwCV����X ô~�c ��¶� �"¶ ��¶� ��¶�
����� :� <� C� ãwC ô~Üc � ¶� ��¶� �¶� �¶ 
����� :� <" ��Cj �Ý� ô~�c � ¶� � ¶� � ¶ ��¶"
����� :� <� *j «¬
®¬¼ ô~Üc ��¶"  �¶ �� ��¶�
����� :� =� Mj Yo� ô~Üc �� ¶� ""¶ ��¶� ���¶"
���� :� =� ¯j �� ô~Üc  �¶� ��¶� �"¶�  �¶"
����� :� =�� �xC� ¸¹� ô~Üc ���¶� ��¶� ��¶� � �¶�
����" :� =�� �xC� «¬
®¬¼ ô~Üc �"�¶" ��¶� ��¶� ���¶�
����� :� =�� ªxC� `µ�Ý� ô~Üc ��¶�  �¶� ��¶� �� ¶�
����� :� <� 4& ãwC ô~Üc ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������ :� <� 4& ãwC ô~Üc �"¶� ��¶� "¶� �¶�
������ :� =�� 4& �Ý� ô~Üc ���¶� � ¶" ��¶� ���¶�
������ :� = 4& �� ô~Üc  �¶� ��¶� ��¶� �  ¶�
������ :� =�� =& �Ý� ô~Üc ��¶" ��¶� "¶� �¶�
������ :� <� =& �Ý� ô~�c ��¶� ��¶" ��¶ � ¶�
����� :� <�� C� `µ�Ý� ô~�c � � � � ¶� C�=�
����

����� %�� :� <�%<�� C� `µ�Ý� ô~�c ��¶� "�¶� � ¶� ���¶� C�=�
����

������ :� <� C� `µ�Ý� ô~�c � � � ��¶� C�=�
����

�����" :� <�� C� ãwC ô~�c ��¶� ��¶� ��  ¶� C�=������

������ :� < C� ãwC ô~Üc ��¶� ��¶� ��¶ �¶�
��� �� (��N =�� Mj �Ý� ô~ �� ¶" ��¶� ��¶� ���¶�
������ (�#N =�� aC �`� RS ���¶� ���¶� ��¶� �����¶�
������ (�#N =��� Mj «¬
®¬¼ ô~ ��¶  �¶ ��¶�  �¶�
������ 6��N <� aC �Ý� RS �� ¶� ��"¶� ��¶� �� �¶�
������ #�(N < � C� �Ý� ô~ "�¶� " ¶� �"¶� ���¶�
����� #�(N < � C� ãwC ô~ � ¶� ��¶� �¶" �¶�
��������� #�(N =��� M �Ý� RS  ��¶� �" ¶� ��"¶� �����¶�
��"�� I� <� ºC �Ý� 	� ��¶" �¶� �¶� �� ¶�
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����� 6�6N»¼�( Cx� ½d RS%�Y � "¶� ��¶ �¶� ��¶�
����� 6�6N»¼�( Cx� ¸e¬¾ RS%�Y ���¶ ��¶� ��¶� ��¶"
����� 6�6N»¼�( Cx� ¹. RS%�Y ��¶ "¶ �¶" �¶ 
������ E��G�¿�� ÀÁ ÂÃþÄ �� ��¶� ��¶� �¶� �¶�
��"�� (��-�¿�� ÀÁ Å©ÆÄ ÇÈ ��¶" ��¶� �¶� �¶�
��"�� :���-»¼��� aÉx� . �  �¶� �¶ �¶� �¶�
����� :�»¼�� Cx� C� RS%�Y �"¶ ��¶ ��¶� ��¶�
����� :�»¼��� Cx� C� RS%�Y "�¶� ��¶ �¶� ��¶ 
����� ��»¼�E Cx� C� RS%�Y ��¶� ��¶ ��¶� ��¶�
����� 8�»¼�� Cx� C� � ��¶ ��¶� �"¶� ���¶�
���� ��ÀÁ Cx� Ê^ RS%�Y ��¶  �¶� "¶� ��¶ 
����� I�»¼��" Cx� ÊÍ RS%�Y ��¶ ��¶� ��¶� �¶�
����" #�»¼�� Cx� CË 	� � � � ��¶�
����� I�»¼��� Cx� CË 	� � � � �¶�
����� I�»¼�[ aÉx� . � ��¶ ��¶� �¶� ��¶"
������ I�»¼�� Cx� ¹. � ��¶� ��¶� �¶� ��¶�
������ ��»¼�� Cx� Ì. � ��¶ ��¶� ��¶" ��¶�
������ I�»¼��� Cx� . � ��¶ ��¶� "¶� �¶ 
������ I�»¼�8 Cx� . � ���¶� ��¶� ��¶� ��¶"
������ I�»¼��� Cx� . �  �¶ ��¶� �¶� ��¶�
����� I�»¼��� Cx� . � ��¶ ��¶� ��¶�  ¶�
������ I�»¼��� Cx� ¹. � ��¶� � ¶� "¶� ��¶�
�����" I�»¼�6 Cx� � � � ¶ ��¶�  ¶ �¶�
������ I�»¼�I Cx� . � "�¶ ��¶ " �¶�
������ I�»¼�( Cx� . �  �¶ �"¶  ¶�  ¶�
������ I�»¼��� Cx� ¹. � ��¶� � ¶ �¶�  ¶�
������ I�»¼��� Cx� Í. � ��¶ �"¶� "¶ �¶�
������ I�»¼��� Cx� Í. � ��¶� �"¶�  ¶� �¶"
������ ��»¼�[ Cx� . � "�¶ ��¶� "¶� � ¶�
������ ��»¼�I Cx� ¹. � "�¶� � ¶� �¶� �¶�
����� 6�»¼�6 Cx� ¹. � �"¶� �"¶ �¶� ��¶�
������ ��»¼�# Cx� . � ��¶� ��¶ �¶� �¶�
�����" #�»¼�( Cx� . � ��¶� ��¶ �¶� �¶�
������ #�»¼�( Cx� . � ��¶� �¶ �¶ �¶"
������ I�»¼��� Cx� . � ��¶� ��¶  ¶� "¶�
������ I�»¼��� Cx� . � ��¶� �¶� �¶� �¶"
������ #�»¼�# Cx� . � "�¶� �¶� �¶� �¶�
������ #�»¼�# Cx� . � ��¶ ��¶� "¶ �¶"
������ ��ÀÁ Cx� . � "�¶ �¶� "¶� ��¶�
������ ��ÀÁ Cx� . � � ¶� �¶� "¶" �¶"
����� ��ÀÁ Cx� . �  �¶ ��¶ �¶� �¶�
������ ��»¼�: Cx� . �  �¶� ��¶� �¶� �¶"
�����" I�»¼��� Cx� . �  �¶� ��¶� �¶� �¶"
������ 6�»¼�: Cx� . �  �¶� �¶ �¶� �¶�
������ I�»¼�E Cx� . � ��¶ �¶�  ¶ �¶�
������ I�»¼�: Cx� ¹. � ��¶ �¶ �¶" �¶�
������ 6�»¼�� Cx� . � ��¶ �¶  ¶� �¶�
������ I�»¼��� Cx� . � ��¶� �¶ �¶� �¶�
������ I�»¼�� Cx� . � ��¶� �¶� � �¶"
������ ��»¼��� Cx� � � ��¶ ��¶� ��¶" �¶�
����� 8��¿�# ÀÁ ÎÆþÄ Ï ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������ ��	 ÀÁ ÎÆþÄ Ï ��¶ ��¶� �¶� �¶�
�����" ���¿�� ÀÁ ÐÑþÄ ÇÈ � ¶� � ¶� �¶� �¶�
������ 6��¿�� ÀÁ Å©ÆÄ ÇÈ ��¶� ��¶� �¶� �¶�
������ 8��¿�� ÀÁ ÆÒþÄ ÇÈ ��¶" ��¶� �¶� �¶�
���� � RS�Ókl ÀÁ ÂÃþÄ �� ��¶� ��¶� �¶� �¶ 



玉川金山遺跡の調査
によって確認された、
最も古い遺構面は縄文
時代早期ですが、現在
の地表面から２ｍ近く
も下に埋もれていまし
た。
（左写真は縄文時代
早期の面から確認され
た土器です）
縄文時代以降も弥生
時代から近世の遺物が
確認されており、引き
続き、さまざまな形で
土地を利用したと考え
られます。

写 真 図 版



図版１ 遺構俯瞰写真１

７・８区 第Ⅰ面遺構完掘状況

５区 第Ⅰ面遺構完掘状況

－３２３－



図版２ 遺構俯瞰写真２

７区 第Ⅱ面遺構完掘状況

１区 第Ⅱ面遺構完掘状況

－３２４－



図版３ 遺構俯瞰写真３

４区 第Ⅱ面遺構完掘状況

２区 第Ⅱ面遺構完掘状況

－３２５－



図版４ 遺構俯瞰写真４

３区 第Ⅱ面遺構完掘状況

５区 第Ⅱ面遺構完掘状況

－３２６－



図版５ 遺構俯瞰写真５

４区 第Ⅲ面遺構完掘状況

３区 第Ⅲ面遺構完掘状況

－３２７－



図版６ 遺構俯瞰写真６

６区 第Ⅲ面遺構完掘状況

５区 第Ⅲ面遺構完掘状況

－３２８－



図版７ 第Ⅰ面調査１

７区 １号土坑半截状況 ７区 １号土坑獣骨検出状況

７区 １号土坑獣骨検出状況 ７区 １号土坑完掘状況

７区 ２～６号溝状遺構完掘状況 ７区 遺物出土状況

７区 遺物出土状況 ８区 遺物出土状況

－３２９－



図版８ 第Ⅰ面調査２

８区 遺物出土状況 １区 １０・１３号焼土集中検出状況

１区 １５号焼土集中半截状況 ２区 遺構完掘状況

２区 ３号焼土集中検出状況 ２区 ３号焼土集中半截状況

２区 ４号焼土集中半截状況 ４区 ４号焼土集中検出状況

－３３０－



図版９ 第Ⅰ面調査３

３区 １５号土坑獣骨検出状況 ３区 １５号土坑獣骨検出状況

３区 １５号土坑獣骨検出状況 ６区 遺構検出状況

６区 １号墓坑人骨検出状況 ６区 １号墓坑半截状況

６区 １号墓坑人骨検出状況 ６区 １号墓坑人骨検出状況

－３３１－



図版１０ 第Ⅰ面調査４

６区 １号墓坑完掘状況 ６区 遺構完掘状況

５区 遺構完掘状況 ５区 遺構完掘状況

５区 １号石組完掘状況 ５区 １号石組完掘状況

５区 遺物出土状況 ５区 遺物出土状況

－３３２－



図版１１ 第Ⅱ面調査１

７区 ７～２６号溝状遺構完掘状況 ７区 ７～２６号溝状遺構完掘状況

８区 第Ⅰ面完掘状況 ８区 ５・６号土坑完掘状況

１区 １号礫集中完掘状況 １区 ８号溝状遺構完掘状況

２区 第Ⅱ面遺構完掘状況 ２区 ３号住居跡遺物出土状況

－３３３－



図版１２ 第Ⅱ面調査２

２区 ３号住居跡遺物出土状況 ２区 ３号住居跡遺物出土状況

２区 ３号住居跡カマド検出状況 ２区 ３号住居跡カマド半截状況

２区 ３号住居跡カマド半截状況 ２区 ３号住居跡カマド半截状況

２区 ３号住居跡カマド完掘状況 ２区 ３号住居跡完掘状況

－３３４－



図版１３ 第Ⅱ面調査３

２区 １号掘立柱建物跡完掘状況 ２区 ２２号土坑完掘状況

２区 ２４号土坑灰検出状況 ２区 ２４号土坑灰・炭化物集中検出状況

２区 ３号土坑完掘状況 ２区 ３号土坑焼土検出状況

２区 ２５号焼土集中半截状況 ４区 １号住居跡完掘状況

－３３５－



図版１４ 第Ⅱ面調査４

４区 ２号住居跡カマド検出状況 ４区 ３号住居跡完掘状況

４区 ４号住居跡カマド検出状況 ４区 ４号住居跡遺物出土状況

４区 ４号住居跡カマド半截状況 ４区 １号掘立柱建物跡完掘状況

４区 １８号土坑検出状況 ４区 ５号焼土集中検出状況

－３３６－



図版１５ 第Ⅱ面調査５

４区 １号礫集中検出状況 ４区 ２号礫集中検出状況

４区 ３号礫集中検出状況 ３区 １号住居跡遺物出土状況

３区 １号住居跡遺物出土状況 ３区 １号住居跡遺物出土状況

３区 １号住居跡遺物出土状況 ３区 １号住居跡完掘状況

－３３７－



図版１６ 第Ⅱ面調査６

３区 ２号住居跡検出状況 ３区 ２号住居跡遺物出土状況

３区 ２号住居跡遺物出土状況 ３区 ２号住居跡遺物出土状況

３区 ２号住居跡遺物出土状況 ３区 ２号住居跡完掘状況

３区 ４号住居跡カマド検出状況 ３区 ４号住居跡カマド検出状況

－３３８－



図版１７ 第Ⅱ面調査７

３区 遺構完掘状況 ３区 ６号土坑完掘状況

３区 ７号土坑完掘状況 ３区 １１号土坑完掘状況

３区 １３号土坑完掘状況 ３区 ２０号土坑完掘状況

３区 ３０号土坑完掘状況 ６区 遺構検出状況

－３３９－



図版１８ 第Ⅱ面調査８

６区 遺構完掘状況 ５区 遺構完掘状況

５区 遺構完掘状況 ５区 ３３～３５号土坑完掘状況

５区 遺構完掘状況 ５区 遺構完掘状況

５区 遺構完掘状況 ５区 遺物出土状況

－３４０－



図版１９ 第Ⅱ面調査９

９区 ２号土坑完掘状況 ９区 ２・３号溝状遺構完掘状況

１０区 遺構完掘状況 １０区 １号土坑完掘状況

１０区 ２号土坑完掘状況 １０区 ７号土坑完掘状況

１１区 遺構完掘状況 １１区 １号礫集中検出状況

－３４１－



図版２０ 第Ⅲ面調査１

４区 ３２号土坑完掘状況 ４区 １号集石検出状況

４区 ２号集石検出状況 ４区 ９号焼土集中半截状況

４区 １１号焼土集中完掘状況 ４区 １２号焼土集中完掘状況

３区 ５号住居跡遺物出土状況 ３区 ５号住居跡完掘状況

－３４２－



図版２１ 第Ⅲ面調査２

３区 ３５号土坑半截状況 ３区 ３８・４９・８３号土坑検出状況

３区 ３８・４９・８３号土坑完掘状況 ３区 ３９号土坑遺物出土状況

３区 ３９号土坑遺物出土状況 ３区 ４１・４２号土坑完掘状況

３区 遺構検出状況 ３区 ４４～４６・５５・８５号土坑検出状況

－３４３－



図版２２ 第Ⅲ面調査３

３区 ４４～４６・５５・８５号土坑遺物出土状況 ３区 ４４～４６・５５・８５号土坑半截状況

３区 ４４～４６・５５・８５号土坑焼土検出状況 ３区 ４４～４６・５５・８５号土坑完掘状況

３区 ４８号土坑完掘状況 ３区 ５４・８９～９１号土坑焼土検出状況

３区 ６２・７３・１０５～１０７号土坑検出状況 ３区 ６２・７３・１０５～１０７号土坑焼土検出状況

－３４４－



図版２３ 第Ⅲ面調査４

３区 ６２・７３・１０５～１０７号土坑完掘状況 ３区 ７５号土坑検出状況

３区 ７５号土坑半截状況 ３区 ７５号土坑遺物出土状況

３区 ９２・１００号土坑半截状況 ３区 ９２・１００・１０１号土坑完掘状況

３区 １０１号土坑完掘状況 ３区 ９４号土坑半截状況

－３４５－



図版２４ 第Ⅲ面調査５

３区 ９４号土坑焼土検出状況 ３区 ９８・１０３・１０４号土坑半截状況

３区 １号配石検出状況 ３区 １号配石検出状況

３区 １号配石・１０３号土坑検出状況 ３区 １号配石検出状況

３区 ９８号土坑遺物出土状況 ３区 ９８号土坑焼土半截状況

－３４６－



図版２５ 第Ⅲ面調査６

３区 ９７～９９・１０２～１０４号土坑完掘状況 ３区 １号集石上面検出状況

３区 １号集石下面検出状況 ３区 ２号集石検出状況

３区 ３号集石検出状況 ３区 ４号集石検出状況

３区 ３０号焼土集中検出状況 ３区 ２９号焼土集中検出状況

－３４７－



図版２６ 第Ⅲ面調査７

３区 遺物出土状況 ６区 遺構検出状況

６区 ２３号土坑検出状況 ６区 ２３号土坑半截状況

６区 ２３号土坑完掘状況 ６区 ２３号土坑完掘状況

６区 ２３号土坑完掘状況 ６区 ３７号土坑礫出土状況

－３４８－



図版２７ 第Ⅲ面調査８

６区 ３９～４２号土坑検出状況 ６区 ３９～４２号土坑半截状況

６区 ４０号土坑半截状況 ６区 ４１号土坑焼土検出状況

６区 ４１号土坑焼土半截状況 ６区 ４１号土坑完掘状況

６区 ３９～４２号土坑完掘状況 ６区 ５７号土坑検出状況

－３４９－



図版２８ 第Ⅲ面調査９

６区 ５７号土坑半截状況 ６区 ５７号土坑完掘状況

６区 １号集石検出状況 ６区 ３６号土坑遺物出土状況

６区 ３６号土坑遺物出土状況 ６区 遺構完掘状況

５区 １号集石検出状況 ５区 １号集石検出状況

－３５０－



図版２９ 第Ⅲ面調査１０

５区 １号集石検出状況 ５区 １号焼土集中半截状況

５区 １号焼土集中完掘状況 ５区 １号礫集中検出状況

５区 １号礫集中遺物出土状況 ５区 １号礫集中遺物出土状況

５区 石器集中地点遺物出土状況 ５区 石器集中地点遺物出土状況

－３５１－



図版３０ 第Ⅲ面調査１１

５区 石器集中地点遺物出土状況 ５区 石器集中地点遺物出土状況

５区 土器集中地点１遺物出土状況 ５区 土器集中地点１遺物出土状況

５区 土器集中地点２遺物出土状況 ５区 遺物出土状況

５区 遺物出土状況 ５区 遺物出土状況

－３５２－



図版３１ 第Ⅲ面調査１２

５区 遺物出土状況 ５区 遺物出土状況

５区 遺物出土状況 ５区 遺物出土状況

５区 遺物出土状況 ５区 遺物出土状況

５区 ５８号土坑検出状況 ５区 ５８号土坑半截状況

－３５３－



図版３２ 第Ⅲ面調査１３

５区 ５８号土坑礫・焼土検出状況 ５区 ５８号土坑礫・焼土検出状況

５区 ５８号土坑完掘状況 ５区 ５９号土坑焼土検出状況

５区 ５９号土坑焼土半截状況 ５区 ５８・５９号土坑礫・焼土検出状況

５区 ５８・５９号土坑完掘状況 ５区 ６３号土坑遺物出土状況

－３５４－



図版３３ 第Ⅲ面調査１４

５区 ６３号土坑遺物出土状況 ５区 ６７号土坑完掘状況

５区 ７４号土坑完掘状況 ５区 ７５号土坑礫検出状況

５区 ７５号土坑完掘状況 ５区 ７７号土坑遺物出土状況

５区 ７７号土坑遺物出土状況 ５区 ７７号土坑完掘状況

－３５５－



図版３４ 第Ⅲ面調査１５

５区 ７８号土坑焼土検出状況 ５区 ７９・８０号土坑完掘状況

５区 ８１号土坑完掘状況 ５区 ８２～８８号土坑検出状況

５区 ８２～８６号土坑礫検出状況 ５区 ８２号土坑礫検出状況

５区 ８３・８４号土坑焼土検出状況 ５区 ８３・８４号土坑焼土半截状況

－３５６－



図版３５ 第Ⅲ面調査１６

５区 ８３号土坑焼土検出状況 ５区 ８３号土坑焼土半截状況

５区 ８２～８６号土坑完掘状況 ５区 ８３～８５・８７・８８号土坑完掘状況

１１区 １号集石検出状況 １１区 １号集石遺物出土状況

１１区 １号集石遺物出土状況 １１区 １号集石遺物出土状況

－３５７－



図版３６ 第Ⅲ面調査１７

１１区 １号集石・土器集中地点検出状況 １１区 １号集石検出状況

１１区 １号配石検出状況 １１区 土器集中地点遺物出土状況

１１区 遺構検出状況 １１区 ４～６号土坑検出状況

１１区 ７・８号土坑検出状況 １１区 ６号土坑半截状況

－３５８－



図版３７ 第Ⅲ面調査１８

１１区 遺構完掘状況 １１区 ４～８号土坑完掘状況

１１区 ４・５号土坑完掘状況 １１区 ６号土坑完掘状況

１１区 ８号土坑完掘状況 １１区 １２・１３号土坑完掘状況

１１区 １１～１５号土坑完掘状況 １１区 １６号土坑焼土検出状況

－３５９－



図版３８ 遺構出土縄文土器１

遺構出土縄文土器１

遺構出土縄文土器２

－３６０－



図版３９ 遺構出土縄文土器２

遺構出土縄文土器３

遺構出土縄文土器４

－３６１－



図版４０ 遺構出土縄文土器３

遺構出土縄文土器５

遺構出土縄文土器６

－３６２－



図版４１ 遺構出土縄文土器４

遺構出土縄文土器７

遺構出土縄文土器８

－３６３－



図版４２ 遺構出土縄文土器５

遺構出土縄文土器９

遺構出土縄文土器１０

－３６４－



図版４３ 遺構出土縄文土器６

遺構出土縄文土器１１

－３６５－



図版４４ 遺構外出土縄文土器１

遺構外出土縄文早期土器１ 遺構外出土縄文早期土器２

遺構外出土縄文早期土器３ 遺構外出土縄文早期土器４

－３６６－



図版４５ 遺構外出土縄文土器２

遺構外出土縄文早期土器５ 遺構外出土縄文早期土器６

遺構外出土縄文早期土器７ 遺構外出土縄文早期土器８

－３６７－



図版４６ 遺構外出土縄文土器３

遺構外出土縄文早期土器９ 遺構外出土縄文早期土器１０

遺構外出土縄文早期土器１１ 遺構外出土縄文早期土器１２

－３６８－



図版４７ 遺構外出土縄文土器４

遺構外出土縄文早期土器１３ 遺構外出土縄文早期土器１４

遺構外出土縄文早期土器１５ 遺構外出土縄文早期土器１６

－３６９－



図版４８ 遺構外出土縄文土器５

遺構外出土縄文早期土器１７ 遺構外出土縄文早期土器１８

遺構外出土縄文早期土器１９

－３７０－



図版４９ 遺構外出土縄文土器６

遺構外出土縄文土器１ 遺構外出土縄文土器２

－３７１－



図版５０ 遺構出土遺物１
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図版５１ 遺構出土遺物２

３区２号住居跡出土甕（第１６５図１） ３区２号住居跡出土甕（第１６５図２）

３区１号住居跡出土甕（第１６４図３）

２区３号住居跡出土甕（第１６７図１２） ３区２号住居跡出土小型甕（第１６６図２６）

３区１号住居跡出土蓋（第１６４図１） ２区３号住居跡出土坏（第１６７図１１）
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図版５２ 遺構出土遺物３・遺構外出土遺物１
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図版５３ 遺構外出土遺物２
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図版５４ 遺構外出土遺物３
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図版５５ 石製遺物１
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図版５６ 石製遺物２
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図版５７ 石製遺物３
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図版５８ 石製遺物４
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図版５９ 石製遺物５
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図版６０ 石製遺物６
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図版６１ 石製遺物７

－３８３－



図版６２ 石製遺物８
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図版６３ 石製遺物９
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図版６４ 石製遺物１０
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図版６５ 石製遺物１１
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図版６６ 石製遺物１２
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図版６７ 石製遺物１３
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図版６８ 石製遺物１４
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図版６９ 石製遺物１５
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図版７０ 石製遺物１６
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図版７１ 石製遺物１７
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図版７２ 石製遺物１８
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図版７３ 石製遺物１９
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図版７４ 石製遺物２０
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図版７５ 金属製品
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図版７６ 鉄滓・溶岩

－３９８－







山梨県埋蔵文化財センター調査報告書　第261集　玉川金山遺跡付図１　第Ⅰ面全体図



山梨県埋蔵文化財センター調査報告書　第261集　玉川金山遺跡付図２　第Ⅱ面全体図



山梨県埋蔵文化財センター調査報告書　第261集　玉川金山遺跡付図３　第Ⅲ面全体図




